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それがるうるの支配魔術イレギユラー


Game 4：ロックドルーム・ゴッデス









土屋つかさ








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　章前







　……俺、犬いぬ海かい丸たまきは、緊きん張ちようの余り、ごくりと、唾つばを飲み込んだ。





　薄うす暗ぐらく、それほど広くも無い部屋の中で、俺はその時が来るのを待っていた。


　部屋の四よ隅すみに置かれた背の高い燭しよく台だいの上で、蠟ろう燭そくがちろちろと淡あわい光を灯ともしている。


　木の床ゆかの上には畳たたみが二畳じよう置かれ、その上に真っ白な布ふ団とんが敷しかれていた。枕が二つ、置かれている。


　一つの布団に、枕まくらが二つ。


　枕元には大きな屛びよう風ぶが置かれ、風が入って炎ほのおが揺ゆれると、壁かべに屛風の影かげが大きく伸のびた。


　俺は、布団の横、畳から外れた木の床に、あぐらをかいて座っていた。夏の夜、床はひんやりと冷たくて、意思と無関係に熱くなっている体をほどよく冷やしてくれていた。


　着ているのは布団と同じくらい真っ白な浴衣ゆかた。詰つまるところ、寝ね巻まき。


　俺は今からここで一夜を過ごすのだ。


　枕が二つある布団の中で。


　もう一度、ごくりと唾を飲み込む。


　布団を挟はさんで反対側の床には、同じく白い寝巻きを羽織った女の子が、正座の格好で、目を伏ふせていた。薄うすい浴衣が、胸の大きさを図はからずも強調していた。


　蠟燭の明かりがゆらめき、女の子の顔を照らす。その子がかけているメガネが蠟燭の明かりを反射して七色に光を飛ばし、左右に垂れた三つ編みを明るく見せた、気がした。


　小こ春はるアイさん。


　帆ほ群むら守もり学園の同級生で、俺が所属する欧おう州しゆう文化研究会のメンバーだ。童顔でスタイル抜ばつ群ぐん。おっとりしていて料理が得意。可愛かわいい子や物に対して若じやつ干かん俺すら引いてしまうレベルの偏へん執しつ狂きよう的な興味を見せる事を黙だまっていれば、誰だれもが愛らしく思うマスコット的存在。実際、男子の中でもファンが多い。本人は男の子が苦手なので難しい所だけれど。


　その男子大人気の小春さんが、座っている。


　蠟燭程度の明かりの中でも、小春さんの頰ほおが火ほ照てっているのが分かった。風ふ呂ろから上がったばかりだから、というだけじゃない。寝しん室しつに男、つまり俺と二人っきりでいる事を恥はずかしがっているんだ。


　更さらに言えば、これからここで一いつ緒しよに寝ねるという事を。


　小春さんは、膝ひざの前の床に両手を添そえ、ゆっくりと、俺に向かって頭を下げた。


　そして、緊張で少し震ふるえた声で言った。


「この日が来る事を、長い間、待ち望んでおりました」


　つっかえつっかえ言うその言葉に、俺は三度目の唾を飲み込んだ。


「今こ宵よい、あなた様と、伽とぎを迎むかえられる事、嬉うれしく思います」


　伽とぎとは、夜よ伽とぎの事。つまり、男と女が一つの布団に入って──


　頭で分かっていても、体が言う事をきかず、どんどん熱くなっていく。


　と、小春さんは首だけくるりと持ち上げ、俺を真っ直すぐに見た。


　そして、小こ悪あく魔まみたいな、にやりとした笑えみを浮うかべ、こう言った。


『こういう趣しゆ向こうもたまらんじゃろう？』


　その表情も、喋しやべり方も、いつもの小春さんとは全く違ちがっていた。


　それを聞いた途と端たん、俺は一気に脱だつ力りよくする。


「……からかうのはやめろよ」


　俺の反応が楽しいのか、相手は更に楽しそうに瞳ひとみを細めた。


『ほっほ。せっかくの機会なのじゃ。おぬしも楽しめばよかろう。マルよ』





　その瞳を見つめ返しながら、俺は考えていた。


　一体、どうしてこうなってしまったんだろう？


　俺はただ、部活のみんなを俺の田舎いなかに連れて来ただけなのに。


　何が間ま違ちがって、こんな状じよう況きようになってしまったんだろう？





　俺は、この三日間の事を思い返していた。




　第一章　１日目　列車の旅







「ふあーあ」


　急に眠気を感じて、俺は大きく欠伸あくびをしながら体を伸ばし、窓を眺ながめた。


　電車の外の景色、というか「色」は、綺き麗れいに横に三分割になっていて、下から青々とした稲いねが一面に生えた田んぼ、深緑に染まった山、そして雲一つ無い青空だった。


　俺達を乗せた二両編成の電車は、降り注ぐ真夏の太陽の下もと、見み渡わたす限かぎりの田園風景の真ん中に一本伸のびるレールの上を、のんびりと進んでいた。


　外は無む茶ちや苦茶暑そうだけど、車内は冷れい房ぼうが効いてひんやりしている。


　目的地はまだ遠い。俺は一ひと眠ねむりしようと本を閉じ、目を閉じた。


　と、その時。


「……準備は、いい？」


　すぐ近くで、緊きん張ちよう感かんを孕はらんだ声が聞こえた。薄うす目めを開けてそちらを見る。


　電車は向かい合わせで四人が座れるようになっていて、通路を挟んで向こう側の席には、俺以外の欧おう文ぶん研けんのメンバー四人が座っていた。


　全員、真しん剣けんな表情で、けれど、一様に手元に視線を落としている。


「もう、やり直しは利かないのよ」


　御み剣つるぎ言こと乃のが小さく、しかし鋭するどく呟つぶやく。細ほそ面おもての顔立ちに長い黒くろ髪かみは、和風美人とでも言うべき風ふ情ぜいがある。頭の後ろに挿さした赤い二本のかんざしが、その黒髪を強調する。デニムのミニスカートにノースリーブの格好は、行動的な御剣によく似合っていた。


「覚かく悟ごは、出来てるよ」


　狐きつね顔の碓うす氷い圭けい次じは、いつものように軽い口調で返す。けれど、口元が緊張で微び妙みように引きつっていた。


「あのあの、わたわた私！　とても決められません！」


　声を聞いただけで守ってあげたくなる小こ春はるアイさんが半分涙なみだ目めで訴うつたえる。耳の前に垂らした左右の三つ編みが儚はかなげに揺れる。ついでに言えばその類たぐいまれなるプロポーションも揺れていて、主に胸むな元もとに視線が吸い込まれる。


　ちなみに、小春さんはジーパンに半はん袖そでブラウスという、ちょっと意外な服装だった。もう少しフリフリな物を着る印象があったのだけど、動きやすい服を選んだのだと言う。もちろん、服装が小春さんの持つ魅み力りよくを減げん衰すいするなどという事は無く、フィットした服が体の線を浮き上がらせるので、むしろ逆だった。


「ももも、もう少し待って下さい！」


「だめ。またない」


　小春さんの懇こん願がんを、水み那な斗とるうるが一いつ蹴しゆうする。


　窓まど際ぎわに座るるうるの顔を、夏の日差しが照らし出す。長くてゆるくウェーブのかかったふわふわの髪かみが、日光を受け止めてぼんやりと輝かがやく。


　髪の左右に浮かぶ薔薇ばらの髪かみ飾かざりからは一枚葉がぴんと伸びていて、今のるうるの意志の強さを示しているようだった。まるで、子羊が狼おおかみの前で覚悟を決めたかのように。


　吸い込まれそうな大きな瞳には意志と自信と気合いが33％ずつ含ふくまれていた。残りの１％は、どうも俺の方を気にしてるっぽい。


　るうるは薄い赤色のノースリーブミニワンピ。肩かたから伸びる両手も、ちょこんと見える膝ひざ小こ僧ぞうも、少し眩まぶしく見えた。るうるは背は低いけど、幼児体型って訳じゃない。むしろ出るところは出てるので、時々どきりとさせられる事が多い。


「必要なのは、覚悟と、度胸なの。アイ。決めて」


　手元から一いつ切さい視線を動かさずに、るうるは小春さんに決断を促うながす。るうるにしては珍めずらしい感情だと思い、俺はもう少しだけ瞼まぶたを開いた。


「わわわ、分かりました！　決めます！」


　るうるの静かな迫はく力りよくに押されて、小春さんが答える。それを聞いて、御剣が頷うなずいた。


「じゃあ、行くわよ……」


　ゴクリ、と、誰かが生なま唾つばを飲む音が聞こえた気がした。


　そして、ついに、御剣が宣言する。


「いっせーのーっ、せっ！」


　四人は一斉に手札からカードを引き抜き、見せ合った。


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、御剣が叫さけぶ。


「……って、なんでここで碓氷と被かぶるのよ！　しかも13で！」


「心が通じ合っているって事さ御剣さん！　これはもう結けつ婚こんを前提にお付き合いを──」


「うるさいっ！　勝ったのは誰？」


　碓氷のいつもの戯たわ言ごとを遮さえぎって御剣が聞くと、小春さんがちょこんと手をあげる。


「わたわたわた、私です！　12でした！」


「……読み負けたの。９」


　小春さんが濡ぬれた瞳で笑顔を作る横で、るうるは瞳に30％の悔くやしさを滲にじませて、自分が選んだカードを両手で握にぎってじっと見つめていた。


　まあお分かりかと思うけれども、隣となりの席の四人はカードゲームに興じていたのである。


　四人が遊んでいるのはハゲタカになって獲え物ものを奪うばい合うカードゲームだ。毎回得点が異なる獲物を手に入れる為ために、手札の中から数字のカードを出す。一番高い数字を出した人が獲物を捕とれるのだけど、他ほかの人の出したカードと数字が被ってしまうと、その二人は脱だつ落らくして、次の大きさの数字を出した人が勝者になる。


　今は御剣と碓氷が13を出したのでこの二人は脱落、次に大きい数字である12を出した小春さんの勝利だ。るうるはもう少し低い数字の勝負になると思っていたようだ。


　一度使った手札は使い捨てなので、獲物の得点によってどの数字を出すか悩なやむ必要がある。その上で、他の人と数字が被らないようにしなきゃいけない。シンプルだけど悩ましい、楽しいゲームだ。


　今のが最後の勝負だったらしく、四人は得点の集計を始めている。多分、最後の大勝負で高得点の獲物を勝ち取った小春さんが、総合得点でも勝者だろう。


　楽しそうに合計点を申しん告こくしあっている四人を見ていると、俺の視界を遮るように、通路に車しや掌しようさんが立った。柔にゆう和わな顔で俺に言う。


「切きつ符ぷを拝見します」


「あ、はい」


　俺はカバンを引き寄せて、預かっていた五人分の切符をまとめて渡わたした。ちなみにこっちの四人席には全員の荷物が山と積まれていた。五泊はく六日の小旅行とはいえ、なんで女子はこんなに荷物が多いんだろう？


　車掌さんは切符を確かく認にんし、一枚ずつスタンプを押しながら、


「おや、印イン南ナミに行かれるんですか？」


　と、ほがらかな表情のまま聞いて来た。


「若い人が行くのは珍しいですね。ご旅行ですか？」


「ええ、まあ──」


「そう！　部活合宿なの！」


　俺の言葉を遮るように、大きな声が響ひびく。車掌さんが振ふり向くと、いつの間にかるうるが靴くつを脱ぬいで椅い子すの上に立っていた。車掌さんと目の高さを合わせる為だ。大きな瞳は期待と興奮で97％満たされていた。


　るうるは、両手を頭の上で大きく広げながら、その期待と興奮を言葉にした。


「みんなで、タマキの田舎に遊びに行くの！」





　夏休み最初の週。俺達欧おう州しゆう文化研究会、通つう称しよう欧おう文ぶん研けんのメンバー五人は、みんなで旅行に来ている。とはいえ、行き先は俺の実家だから、俺だけ里帰りだ。


　夏休みに合宿をしたいという案は前から出ていて、行き先の候補で俺が自分の田舎の話をした所、欧文研部長である所のるうるが偉えらく興味を示し、特に反対意見も無かったので行き先が決定した。


　一応名目は部活合宿という事になっていて、生徒会にもそう申告してある。とはいえ、実際にはみんなで遊びに行くだけだ。なにせ欧文研の活動はアナログゲームで遊ぶか、小春さんの作ったお菓か子しを食べる事だけなので、正直どこかに出で掛かける必要なんか無い。合宿がしたければ部室でやれ、と本来なら怒おこられそうなものだ。


　ところが、夏休み直前に〝三不思議〟にまつわる騒そう動どうに巻き込まれた結果、俺達は生徒会に対して大きな貸しを作っていた。それもあって、申告は簡単に通過し、それどころか、なんと向こうからの提案で合宿用の補助金まで支給されたのだった。


　これがまた結構な額で、おかげで今回の旅行は旅費がほぼかかっていない。しかも少し余ったので、この旅行で遊ぶ用の新作のゲームを数個買えたくらいだ。おかげでるうるは旅行前から大喜びだった。





　そんなわけで、今日は旅行の初日。目的地に向かってのんびり移動中。俺の田舎いなかは交通の便がとても悪くて、東京からだと電車を幾いくつも乗り継ついで三時間、そこからバスで一時間、そこから更さらに歩いて一時間って感じだ。今は最後の電車に揺ゆられている所。


　挨あい拶さつをして去っていく車掌さんの背中から、窓の外に視線を移す。さっきと変わらない三色の風景。けれど、それを見ていると、帰ってきたんだという実感が湧わいてくる。東京に出てきてまだ四ヶ月しか経たってないのに、なんだかとても懐なつかしい気分だ。


　もうすぐ電車は山に入る。そしたら、もっと田舎の風景に近づいてくるだろう。





　ブルルッ。





　ジーパンのポケットに入れた携けい帯たいが振しん動どうする。メールの着信だ。取り出して読んでみる。





　to　マル


　from 晶あきら


　subject ベッドの中からこんにちは





　みんなと帰れなくてつまんないよう＞＜


　貴重な×２夏休みをベッドの上で過ごすなんて、晶はなんて可哀かわい想そうな女の子なの！


　でも、君達は気にしないで、晶の田舎を思う存分楽しんでくるように。


　ただし、マルは可哀想な女の子（晶の事だよ）に、ちゃんとお土産みやげを買ってくる事。


　るーるんと欧文研の皆みなさんにもよろしくねー。


　行ってらっしゃい[image: ]





「晶から？」


「うわっ！」


　突とつ然ぜんるうるに携帯を覗のぞき込まれて焦あせる。ふわふわの髪から漂ただよう甘い香かおりが鼻をくすぐる。


　俺は携帯を押しつけるようにるうるに渡し、少しだけ体を遠ざけた。


「お前とみんなによろしくってさ」


　るうるは携帯の画面をじっと見つめた後、大きな瞳ひとみを俺に向けた。


「晶、可哀想。一いつ緒しよに来れたら良かったのに」


「そうだな」


　神じん宮ぐう晶は俺の幼なじみで、即すなわち同郷だ。俺は高校入学の時に田舎から出てきたけど、晶とその両親は三年前、晶が中学に入る時に東京に引っ越こしている。ちなみに今俺が住んでいるアパートはその晶の両親が経営している所で、俺の隣の部屋には晶が一人暮らしをしてたりする。


　今回の旅行というか里帰りは、晶の家族も同じタイミングになる筈はずで、るうるとやたら仲のいい晶は俺達と一緒に帰るのをとても楽しみにしていた。


　が、運悪く、晶と晶のお父さんが夏風邪にかかってしまい、晶一家の帰郷は中止、今は晶のお母さんが家で二人を看病している。


　俺達だけで遊んで来て良いのか少し気になってたんだけど、メールを見る限り、晶の方も俺達が気き兼がねしてないか心配してるっぽい。ここは晶の分も楽しんで来なければ。


「るうる、そろそろ携帯返せ」


「タマキもゲームしようよー」


　るうるがこちらに身を乗り出してくる。俺は窓の外に顔を向ける。


「パス。今は頭が働かない」


「具合、わるいの？」


　急に心配そうな声になったので、俺は慌あわててるうるの方を見た。


「違ちがう違う、単に寝ね不ぶ足そくで──」





　ぴとん。





　おでこにひんやりとした物が当たる。その当たった物がるうるのおでこであり、るうるの顔が、目が、鼻が、口が、超ちよう至近距きよ離りにある事を認識するのに、数秒の時間を要した。


　星が散ってるのかってくらいキラキラした大きな二つの瞳が、たった数センチの距離で俺を見つめている。


「熱は無いみたいだけど……」


　るうるの唇くちびるが動く。この距離だと、ピンク色の唇がしっとり濡れていて、でもマンゴーみたいにぷるんとしてるのが見てとれた。口から漏もれた息が俺の顔に当たると、何故なぜか体の芯しんが熱くなるのを感じた。


「あれ？　やっぱり熱あるかな？　顔が赤くなってる」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！」


　俺は訳が分からなくなりそうになる意識を必死に抑おさえて、るうるの両りよう肩かたを摑つかみ、顔を引きはがした。


　るうるは人差し指を顎あごに当て、首を小さくかしげた。


「熱を測っただけなのに」


「具合は悪くない！　寝不足なだけだ！」


「健康管理不足。３ptポイントダウン」


「悪かったよ！」


「でも女の子に触さわられて赤くなるのは可愛かわいいから４ptアップ」


「お前実は分かっててからかってるだろ!?」


　るうるは指を顎に当てたまま、両の瞳に楽しさを７％滲ませた。ぐぬぬ。反応に困っていると、向こうの席から御剣の声が飛んでくる。


「ほらそこ、いちゃついてないで、もっかいやるわよ」


[image: ]


　一度も勝利していない事が悔しいのか、御剣は少しイライラしながらカードをシャッフルしていた。


「やるー！」


　るうるは楽しげに答えた後、もう一度俺を覗き込んだ。


「ほんとに大丈夫？」


　俺はるうるのふわふわの頭に手を置いてわしゃわしゃした。撫なでられて気持ちいいのか、るうるは「はう……」と呟つぶやきながら目を瞑つぶる。


「大丈夫だよ。もう少し寝ねかせてくれ」


　こくん。


　納なつ得とくしてくれたらしく、小さな顔が小さく頷うなずく。そして、ゲームに参加すべく席に戻もどって行った。


　けれど。


　御剣が配るカードを受け取る直前、るうるは、一いつ瞬しゆんちらりと俺を見た。


　次のゲームへの期待感97％に満ちたその瞳は、けれど、残り３％に含ふくまれた微び妙みような感情のせいで、その輝かがやきをほんの少し薄うすめられていた。


　その３％の不純物が、旅行直前の部室での会話を、俺に思い出させた。





　　　　◇





「えーと、一応、先に言っておかなきゃいけない事がある」


　俺は全員の前でそう切り出した。


　憂ゆう鬱うつなテストが終わり、終業式も過ぎて今日は夏休みの一日目だ。俺達は旅行の計画を立てるべく、昼過ぎに部室に集合していた。もちろん、全員制服。


　ちなみに、東京は真夏日が延々と続いていたけど、部室は少し前から待望のクーラーが導入されていて、非常に快適だ。


「どうしたんだい？　タマぴょん」


　机に置いた分厚い時刻表を見つめながら、つまり、俺の方を見ないで碓氷が聞き返す。


　乗り換かえの手順なんて携帯で調べられるだろと思うのだけど、碓氷が言うには「旅行は時刻表をめくる所から始まるんだよ！」との事だった。


　小春さんは今カルピスを人数分作成中で、水と原液の完かん璧ぺきな混合比率を生み出すべく、慎しん重ちようにコップにミネラルウォーターを注いでいた。制服の上にミニエプロンを付けて、真しん剣けんに計量カップを見つめる姿が大変可愛らしい。


　るうるは午前中に──生徒会の予算で──買って来たばかりのアナログゲームの箱を開けて、楽しそうに説明書を読んでいる。その横で御剣がるうるから受け取ったレシートの中身を会計報告書に無言で書き写していた。


　つまる所、俺の言葉に反応したのは碓氷だけだった。寂さびしい。


　俺はもう一度、少し大きな声で言う。


「すまん。全員聞いてくれ。先に言っておかなきゃいけない事がある」


　ようやく、碓氷以外のメンバーも俺の声に気づき、顔を上げてくれた。


「なあに？　タマキ」


　るうるが、両手にしっかりと説明書を握にぎったまま、小首をかしげる。俺は答える。


「敢あえて隠かくしていた訳じゃないし、隠すつもりもないんだけどもな……」


　ここで言いよどんでしまう。いざ口にするとなると、なんと言っていいのか分からなくなってしまう。


　すると、御剣が、


「何を言いたいのか想像つくわ」


　頰ほお杖づえをつきながら口を開いた。


「あんた、ご両親がいないんでしょう？」


「えっ！　知ってたのか!?」


　俺は驚おどろいて、思わず椅い子すから体が浮ういた。御剣は小さく息を吐はく。


「アタシだけじゃなくて、みんな何となく察してるわよ」


「え、そうなの……？」


　碓氷を見ると、碓氷は少し遠えん慮りよがちな笑えみを返した。


「タマぴょんが田舎いなかの話をする時、おじいさんの話しかしないから、いないのかなって」


　るうると小春さんが、同意するように小さく頷いた。


「そうか……」


　何なに気げなく喋しやべっているつもりだったけど、『言わない事』で気づかれる事もあるのか。


　まあいい、少し話しやすくなった。椅子に座り直してみんなを見る。


「今度は、もっとびっくりさせるかもしれないけど聞いてくれ。俺は孤こ児じなんだ」


「えっ！」


　小春さんが驚き、慌てて両手で口を押さえた。他ほかの三人はじっと俺を見ている。小春さん以外はこの事にも気づいていたっぽい。俺は続ける。


「六歳の時に、じいちゃんの家に引き取られたんだ。両親の事は顔も覚えてない」


「……ん？　それはちょっと変じゃない？　タマぴょん」


　真面目まじめな顔で聞いていた碓氷が口を挟はさむ。


「六歳だって？　ちょっと僕の想像と違ったな。それなら、多少はご両親の記き憶おくがあるんじゃないかい？」


　御剣は頰杖をついたまま、黙だまって俺を見つめている。俺は碓氷に答えた。


「実は、俺には六歳より前の記憶が無いんだ」


「記憶が、無い？」


「十年前、俺は山の中で、一人で倒たおれているのを発見された。深い傷を負っていて、割とやばい状じよう況きようだったらしい」


　襟えり足あしを伸のばしている首筋に手をあてる。


「村のみんなが看病してくれて、傷は治ったんだけど、どうやって山の中に入ったのかも含めて、それより前の記憶がすっぽり抜ぬけてるんだ」


「そんな……」


　小春さんがみるみる涙なみだ目めになっていくので、俺は慌てて笑顔になった。


「ああいや、ホントに深刻にならないでくれ。十年前の話で、今はなんとも思ってないんだ。俺の親はじいちゃんだと思ってるし、別になにかつらい事がある訳じゃない。先に説明しておかないと、田舎に行った時に困るかもって思っただけなんだ」


「了りよう解かいしたよ、タマぴょん」


　速そつ攻こうで相づちを打ってくれた碓氷が、小春さんの肩かたに手を置きつつ、ハンカチを出す。


「小春さん。タマぴょんもああ言ってるし、ここは明るく行こう。ね？」


　受け取ったハンカチを目元に当てながら、小春さんはこくこくと頷いた。碓氷は俺の望む空気を読んでくれるので、助かる。


　御剣は相変わらず興味なさそうな視線を俺に向けている。もしかしたら、記憶が無い事まで、御剣は気づいていたのかもしれない。


　ともあれ、旅行前の懸けん案あん事じ項こうは片付いた。みんなの雰ふん囲い気きが沈しずんでしまうのが嫌いやで中々言い出せずにいたのだけど、その心配はなさそうだ。


　ただ、一点。


　俺が「六歳より前の記憶が無い」と言った時、


　るうるは、両手からゲームの説明書をぽとりと落として、


　ポカンとした顔を、ずっと俺に向けていた。


　俺と目が合うと、るうるは大きな瞳ひとみをパチクリさせて、呟いた。


「タマキ……？」


「ん、なんだ？」


　俺は、努めて冷静に返す。るうるの瞳は、驚きと困こん惑わく、歓かん喜きと不安がない交ぜになっていて、なにを考えているのかよく分からなかった。


　るうるは、しばらく俺を見つめた後、目を伏ふせた。


「……ううん。なんでもないの」


　るうるは膝ひざの上に取り落とした説明書を拾い上げ、またルールの読解に戻った。


　けれど、その瞳は文字を上うわ滑すべりして、何も読めていないのが、俺には分かった。





　　　　◇





「ターマぴょん、目を開けたまま寝るなんて器用だね」


　急に声をかけられて、三日前に飛んでいた意識が呼び戻される。顔を上げると、向かいの席に碓氷が座っていた。


「お前、ゲームはいいのか？」


「香か奈な恵えにメール出すから、一回休み」


　俺に笑いかけながら碓氷は両手で持った携けい帯たいのボタンを高速で叩たたいていた。


　通路の反対側では、女子三人が引き続き「いっせーのっ、せ！」とやっている。


　俺は、自然と、るうるの横顔を見ていた。





　るうるは、俺に昔の記憶が無いという事を知って、どう思っただろう。





　どう思ったのか、知りたい気持ちはある。でも、それを知るのは怖こわかった。


　なので、あれ以来、るうるとその話はしていない。


　るうるも、俺に詳くわしく聞いて来たりはしなかった。


　でも、あの時、るうるが俺に何を聞こうとしたのか、そんなことは分かっていた。


　けれど、るうるは聞かなかった。


　もしかしたら、るうるも、怖いのかもしれない。





　俺が、マルなのではないか、と考える事が。


　十年前、るうるが出会ったマルという少年が、俺なのかもしれない、と考える事が。





　膝の上に置いた本にちらりと目をやる。


『「レビクシの光ひかり教団」の誕生と消しよう滅めつ』と書かれたその本の表紙には、少し欠けた月が二重になった模様が描えがかれている。二つの欠けた月は、十年前に世間を騒さわがせたカルト集団「レビクシの光教団」のマークだった。


　図書館で借りてきたのはいいけれど、実はまだ読み始めてもいない。なんか気き後おくれしてしまって、どうにも読む気になれないんだ。


　るうるの兄貴である繫つなぐさんの事を知るのは、るうるとの約束だった。レビクシの光教団の事は、そのとっかかりになる筈はずだ。


　でもそれが、俺自身の事を知る事にもなるんじゃないかと思うと、なんか、体が思うように動かなくなる。


　もし、俺がマルかもしれないとなった時。


　るうるは、どう思うだろう？


　喜ぶだろうか？　それとも、悲しむだろうか？


　そして俺は、るうるがどう思ってくれたら、嬉うれしいんだろう？


　よく、分からない。頭の中がぐるぐるしてしまって、まとまらない。


　ぼんやりと、るうるを見る。


　楽しそうに遊んでいるるうるは、けれど、３％だけ、儚はかなげに見えた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　急に碓氷に言われて肩がびくっとする。


　首を回すと、碓氷は狐きつねに似た目を細めて、俺を見ていた。いつの間にか、携帯はしまったらしい。碓氷は笑顔で言った。


「なにがあろうと、るーちゃんはるーちゃんだし、タマぴょんはタマぴょんだよ」


　俺が何を考えていたのかを見み抜ぬいているのか、それとも全然勘かん違ちがいしているのかは分からないけど、その言葉は結構胸の奥まで届いた。


　自分がどんな顔をしているのか確かく認にんするより早く、碓氷は満足そうに頷うなずいた。


「そろそろ目も覚めたんじゃないのかい？　タマぴょんもあっちに加わろうよ」


「そうよ犬海、若いんだから寝ね不ぶ足そくくらい気合いで吹ふき飛ばすのよ」


　碓氷の言葉に御剣が反応する。俺は体をぐっと伸ばして、参加の意を伝えた。小春さんが嬉しそうな顔をして、るうるはいつもの無表情だったけど、髪かみ飾かざりの一枚葉がぴょこぴょこ跳はねているように見えた。


　まあなんにせよ、この旅行を楽しもう。


　入学してから色々あったけど、少なくともこの五泊はく六日の間は、騒そう動どうとは無む縁えんの筈だ。


　なにせ、俺の田舎には、魔ま術じゆつが無い。


　田舎過ぎるせいか、魔術師がいないし、魔術を知ってる人もほとんどいない。俺は、東京に出てきて初めて魔術師の友達──るうると御剣──が出来たんだ。


　だから、俺の能力、言葉にするだけで魔術を打ち消す力も、発揮する事は無いだろう。


　そう、思っていた。





　甘かったのだ、俺は。





　破らなければならない《ルール》は、魔術では無かったのだ。


　しかも、最初にその《ルール》に気づいたのは、俺では無かったのだ。


　その《ルール》とは、魔術では無くて──
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　第二章　同日　インナミ







　真夏の太陽が、舗ほ装そうされてない道に降り注いでいる。


「タマキ！」


　るうるの小さな驚おどろきを含ふくんだ声が背中に届き、俺は立ち止まって振ふり返る。


　るうるはツバの大きな麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶっていて、顔に柔らかい影が落ちていた。ちなみに小こ春はるさんは白のふわふわな帽子で、御み剣つるぎは濃のう紺こんの野球帽ぼうっぽいのを被っている。それぞれ性格が垣かい間ま見みえる感じがする。


　ちなみに、用意の悪い男子二人は帽子なんか持って来てなかった。


「どうした？」


　俺が聞くと、るうるは腕うでを真っ直すぐに伸ばして、今さっきまで弄いじっていたらしい携帯の画面をこちらに向ける。


「圏けん外がい」


「……ああ。この辺は携帯の電波届かないんだわ」


「えー！」


　珍めずらしくるうるが驚いた顔をすると、御剣が呆あきれた顔で俺を見る。


「いまどきそんな場所があるわけ？」


　そんな事言われても、あるんだから仕方がない。


「ところでさ、タマぴょん。その村ってのはあとどれくらいで着くのかな？」


　手でパタパタと顔を扇あおぎながら碓うす氷いが聞く。顔はいつものように笑っているけど、額にはじっとりと汗あせが浮うかんでいた。


「どれくらいって、もう着いてるけど？」


「え！　ここ、もう村の中なんですか？」


　白いブラウスが眩まぶしい小春さんの驚きに周りが同調する。俺は来た道を指差した。


「アスファルトが切れて普ふ通つうの道になったろ、あそこからこっち側が、印イン南ナミ村なんだよ」


「『村なんだよ』って、なんにも無いじゃない！」


　御剣が両手を広げて周りを示す。


　確かに、道の左右は林に囲まれていて何も見えない。ゆっくりと蛇だ行こうしているので道の先に何があるのかもよく分からない。とはいえ、ここが俺の故郷の印南村である事は動かしがたい事実なのだ。


「あと二十分も歩けば、家や畑が見えてくるよ」


「二十分!?　まだ歩くっていうの!?」


「うーん、これぞ田舎いなかのスケール感、って感じだね。楽しくなってきたよ」


　汗をかきながらも上じよう機き嫌げんな碓氷に対して、御剣とるうるは少しテンションが下がっている、というか、ちょっとげっそりしているように見えた。都会っ子め。


　小春さんはおろおろと首を振り、ふと顔を上げ、道の先を見て「あれ？」と呟つぶやいた。


「あのあの、誰だれか、来ます……？」


　最後はちょっと疑問形。振り返ると、緩ゆるいカーブから確かに人ひと影かげが現れ、少しだけ早足でこちらに向かっていた。


　顔を上げてそちらを見た御剣が、眉まゆ根ねを寄せる。


「え？　あれ、なに？　女の人、よね？」


　炎えん天てん下かを向かってくるその人は、とても派手な着物を着ていた。


　薄うす紫むらさきの生き地じの全面に、波を模した金と銀の刺し繡しゆうが大きくうねっている。腰こし帯おびも、赤と金の布を重ね、黄の帯締めで留めていて、太陽がそれらを反射して眩しい事この上ない。


　着物も何枚も重ね着しているのか、下半身がもこもこにふくれあがっていた。ただ、袖そでから伸のびた腕は細く、そして白い。着物なのに肩かたから胸むな元もとにかけてが大きく開いていて、そこから見える胸の谷間が存在感を主張していた。


　綺き麗れいな銀色の髪を和風に結ゆっていて、そこにべっこうの櫛くしや艶あでやかな髪飾りが、少なくとも合わせて十二本くらい挿ささっている。真っ赤な花やキラキラ光る簾すだれみたいな髪飾りが、優ゆう雅がに揺ゆれていた。


「あれは……？」


　小春さんがぽかんと聞くと、碓氷が自信なげに言う。


「花魁おいらんさんって奴やつかな？　なんとも雅みやびやかだね」


「おいらんって、なに？」


　顎あごに指を当てて、るうるが首をかしげる。碓氷は、困ったように笑った。


「ええと……、昔の、芸げい者しやさんの事……かな」


　明らかに言葉を濁にごしている。けれど、確かに、近づいてくるその姿は、時代劇に出てくる花魁その物だった。映画のフィルムから、その人だけ抜ぬけ出てきたような。


「けど、顔が……」


　碓氷は、自分でもよく分からない、という風に呟いた。


　ただでさえこの田舎道にそぐわない格好をしているその人は、顔に木き彫ぼりの狐の面を嵌はめていた。女の人だと判断出来るのは、胸元からこぼれる豊満な胸と、もこもこの着物でも隠かくしきれないスタイルの良さからだ。


　狐の面は特に外を見る為ための穴が空いているようには見えない。けれど、その人は俺達が見えているのか、迷いの無い足取りでこちらに向かってくる。歩くときに裾すそが僅わずかにめくれて、どうやら歯の高い下げ駄たを履はいているように見えるけど、その割には進みが速い。


　みんながその姿を呆ほうけて見ていると、るうるがぽつりと呟いた。


「あの人、綺麗」


　そして、ふらふらと狐面の花魁に向かって歩き始める。御剣が慌あわてて声をかける。


「ちょっと水み那な斗と！　危ないわよ！」


　るうるを引き留めようと御剣が伸ばした手を、俺は摑つかんで止めた。御剣が驚く。


「なっ、なによ！」


「いや、あの人は大丈夫」


「タマぴょん、知り合いなのかい？　村の人？」


「ええと、知り合いなんだけど、厳密には村の人じゃない、のかな？」


「なによそれ!?……っていうか、犬いぬ海かい」


　御剣がきっと俺を睨にらむ。何故なぜか顔がほんのり赤くなっている。


「なんだ？」


「いつまで握にぎってんのよ」


「あ、悪い」


　慌てて離はなすと、御剣は俺が摑んでいた所をもう片方の手で恥はずかしそうに隠した。


「別に……良いけど」


　益ます々ます顔が赤くなる。なんだ？　そんなに強く握ったつもりは無かったんだけど。


　と、その時。


「あわわ」


　るうるが地面から飛び出た石につまずき、変な声を上げながら前につんのめる。


　丁度、目の前に狐きつね面の人が歩み寄っていて、るうるのその小さな体は花魁衣装に向かって倒たおれ込んだ。





　もふっ。





　余よ程ほど何枚も重ね着しているのか、るうるはまるでクッションに体を埋うずめたみたいになっている。女の子一人というそれなりの重量が寄りかかったにも拘かかわらず、銀ぎん髪ぱつの人は真っ直ぐな姿勢のまま立ち止まっていた。


　やがて狐面が足下、つまりるうるの方を向き、そして、面の下からくぐもった女の人の声が響ひびいた。


「おやおや、気をつけないとあかんえ。石は人の言う事は聞いちゃくれんでな」


　るうるが着物クッションから顔だけ動かして上を向くと、銀髪の人は、白くて細い右手で狐の面を顔の横にずらした。


「っ！」


　御剣達の息を呑のむ声が聞こえる。それはそうだろう。狐の面の下から現れたのは、びっくりするほどの美人さんだったのだから。


　色白で、彫ほりが深い。鼻の高さと銀髪が相まって、日本人離ばなれした顔立ちに見える。けれど、切れ長の瞳ひとみと、紅を差した小さな唇くちびるは、身にまとった和装と綺麗に調和していた。


　年ねん齢れいは、ぱっと見俺達より十歳くらい上かなと思うけど、何故かもっと上のようにも、あるいはもっとずっと下、俺達と同い年くらいのようにも見えた。


　るうるはじっとその細ほそ面おもての顔を見上げている。この距きよ離りでは、るうるの瞳に何が映っているのか分からなかった。


「行こう。紹しよう介かいするよ」


　俺がそう言ってるうる達の方に歩き出すと、みんなは呆けた顔をしたままついてきた。


「インナミさん！」


　近くまでやってきて俺がそう呼ぶと、その人はこちらを向き、目を細めて笑った。


「おやまあ、マル。帰っていたのか。懐なつかしいのう。何年ぶりじゃ」


　古めかしい言葉が返ってくる。ああ、ちょっと懐かしい。俺も笑って答える。


「何年も経たってないよ。たった四ヶ月じゃんか」


「おや、そうだったかねえ」


　インナミさんの側そばまで来た俺は、着物にしがみついていたるうるの襟えり首くびを摑む。


「るうる、いつまでくっついてんだよ」


　着物から子羊みたいな小動物を引きはがす。るうるはまだ着物のもふもふを楽しんでたかったみたいで、少し不服げな瞳を俺に向ける。


「あの、タマぴょん……。こちらの方は？」


　追いついて俺の横に立った碓氷が、恐おそる恐るといった感じに聞いてくる。俺は答えた。


「この人はインナミさん。俺んち、じいちゃんしかいないだろ？　それで、この人にも随ずい分ぶんお世話になったんだ。母親代わりって感じかな」


　俺がそう言うと、インナミさんは「ほっほ」と笑った。


「母親とは面おも白しろい事を言う。おぬしを子に持った覚えは無いがな」


「インナミさん、村の入り口で何してたんだ？」


「竜りゆう之の介すけ達と鬼おにごっこをしてたのよ。そら、やってきたぞ」


　インナミさんが着物を翻ひるがえして道の奥に体を向ける。


　と、こちらに向けて小さな男の子と女の子が一人ずつ走り寄ってきていた。その子達は、紙で作って目の所に穴を空けた、やっぱり狐の面を付けている。


「インナミさまー！」


　男の子の方が楽しそうに声を上げて、着物にもふっと飛びついた。続いて女の子も。インナミさんが楽しそうに口元に手を添そえた。


「おやおや、捕つかまってしまったな。竜之介、洋よう子こや」


　竜之介、洋子と呼ばれた子供達は、なおもインナミさんの着物にべたっと体を埋うずめている。


　それを見ていたるうるが叫さけぶ。


「ずるい！　わたしもするー！」


　そして、子供達の隣となりにもふっと飛びついた。おいお前高校生だろ。子供に対たい抗こうすんな。


　インナミさんはしがみついたるうるを愛いとおしそうに見つめた後、俺に聞いた。


「マルや、こちらの方々は？」


「俺の同級生。じいちゃんの家に泊とまるんだよ」


「おおそうか」


　インナミさんは嬉うれしそうに言うと、御剣達に向かって微笑ほほえんだ。


「客人方、印南村によういらっしゃった。何も無い所だが、明日からの祭りは都会の方には新しん鮮せんに映ろう。楽しみになされよ」


「は、はい……」


　碓氷がなんとか愛あい想そ笑いを浮うかべて答える。小春さんと御剣は驚おどろきを顔に浮かべたままインナミさんを凝ぎよう視ししている。るうるは、子供達と一いつ緒しよに着物にもふもふしてる。


「竜之介、洋子。マルが帰って来たぞ。挨あい拶さつせい」


　インナミさんが子供達の頭をそっと撫なでると、二人は弾はじかれたように着物から体を起こして、紙のお面を付けたままキョロキョロと周囲を見る。視界が狭せまいのだろう、周りに誰がいるのかよく見えていない。


　その目がようやく俺を捉とらえ、二人はこちらに駆け寄って来た。


「タマキお兄ちゃん！」


「おかえりなさい！」


　俺はしゃがんで、二人の頭を撫でた。


「ああ、ただいま。元気にしてたか？」


「「うん！」」


　二人の声が重なる。


　竜之介と洋子は、二人とも小学二年生だ。同年代の子供が村にはいないので、いつも二人で遊んでいる印象がある。俺が晶あきらと遊んでいたのと似たような感じだ。


「タマキお兄ちゃん！　一緒に鬼ごっこしようよ！」


　竜之介が目を輝かがやかせる。


「これこれ、マルは疲つかれておる。客人もいるでな。まずは荷物を置いてこんと」


「えー」


　竜之介が不満げな声を出すと、洋子が腰こしに手を当てて竜之介を見る。


「もう、りゅうくん、タマキお兄ちゃんを困らせちゃだめでしょ」


　二人は同い年だけど、洋子の方がちょっとお姉さんぽい喋しやべり方をした。


「すぐに帰ってしまう訳で無し、いつでも遊べよう。さあさあ村に戻もどるぞ。今度は妾わらわが追いかけるぞ。やれ、子こ狐ぎつねども、逃にげろや逃げろ」


　インナミさんが両手を広げると、子供二人はきゃーきゃー言いながら来た道を走り始める。その後ろをインナミさんが追いかけた。


「さあ、俺達も行こう」


　振ふり返ると、そこには御剣、小春さん、碓氷の三人しかいなかった。


「あれ？　るうるは？」


　御剣は無言で前方を指差す。よく見ると、インナミさんから逃げている子狐が二人から三人になっていた。ふわふわの髪かみにちょこんと置かれた薔薇ばらの花が楽しそうに躍おどっている。


「子供かあいつは」


　俺が笑いながらそう言うと、


「そんな事はどうでもいいのよ、犬海」


　と、鋭するどい言葉が飛んできた。


「え？」


　御剣がのっしのっしと歩いて俺の前に立つ。なんだか、怒おこっているようにも見えた。


「どうした？」


「どうしたじゃないのよ！」


　御剣はびしっと道を指差した。


「なんなのよ、あの人！」


「え？　インナミさんの事？　ちょっと古風な話し方する人だよな。それは──」


「喋り方なんてどうでもいいのよ！」


　御剣は頭をかきむしらんばかりに興奮していた。どうしたんだろう？


「そうじゃなくて！」


「ん？　ああ、名前の事か。俺の事を『マル』って呼ぶのは別にインナミさんだけじゃなくて、村の大人達はみんな──」


「それもどうでもいいっ!!」


　両手を振り上げて怒る御剣。


「じゃあ、なんだよ。インナミさんがどうしたんだ」


　御剣は興奮しすぎたのか、肩かたで息をしながら叫んだ。


「なんで、あの人、体が透けて見えるのよ！」


「……え？」


　改めて、村へと向かう道を見る。


　子供達を追いかけているインナミさんの後ろ姿が見えた。


　綺き麗れいに結ゆった銀髪も、袖そでから伸のびる両りよう腕うでも、確かに、透けていた。


　その頭や腕うでの先にある、林の風景が透けて見えた。


　ふむ。


　俺は御剣の方に振り返り、言った。


「なんでって、インナミさんは神様だからだよ」





　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。





　その後、御剣のなんだか良く分からない叫び声が、林の中を駆かけ抜ぬけた。
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　　　　◆





「よういらっしゃった。なにも無い所だが、ゆっくりして行きなさい」


　俺のじいちゃん、犬いぬ海かい重しげ次じ郎ろうは座りながら笑え顔がおを向けた。


　じいちゃんはさっき座ざ布ぶ団とんを並べながら、「囲い炉ろ裏りをこんなに沢たく山さんの人で囲むのは久しぶりだ」と嬉しそうに言っていた。確かに、祭事でもなきゃ、この家にこんなに人は集まらないだろう。


　全員が座布団に座り、碓氷、御剣、小春さんの順でじいちゃんへの自己紹介をすると、じいちゃんは「ふむ」と言って俺の方を向いた。


「しかし、たまきよ。確か、お友達は四人来ると言ってなかったか？」


　じいちゃんは俺の事をちょっとなまったイントネーションで「たまき」と言う。俺は頭を搔かいて答えた。


「ホントはもう一人いるんだけど、インナミさんと遊びに行っちゃったんだ」


　じいちゃんの家は、村で家が集まっている所の、一番入り口に近い所にある。俺がみんなを連れて家に到とう着ちやくした時、あたりにインナミさん達の姿は見えなかった。まだ鬼ごっこをやっているのだろう。


　じいちゃんはちょっと目を細めて、口を少し曲げた。


「これたまき、さん付けするなといつも言っておるだろうが。ちゃんとインナミ様と呼ばないか。敬意が足りんぞ」


「あ、あのっ！」


　座布団に正座していた御剣が、真しん剣けんな表情で口を開く。


「あっ、あの人っ！　イッ、インナミって人は、なんなんですかっ!?」


　御剣の言葉に、碓氷と小春さんがブンブンと頷うなずく。三人ともそれが気になって仕方がないみたいだった。


「いっ、犬海君は、かかっ、神様だっ、て……」


　興奮のあまり御剣がつっかえながら質問すると、じいちゃんは大きく頷いた。


「そうじゃよ。インナミ様は、神様じゃ」


「っ!?…………」


　絶句する御剣。部屋が薄うす暗ぐらいせいか、顔から血の気が引いているようだった。それを見て、じいちゃんが笑顔を作る。


「都会の子は知らんかもしれんのう。長く人が住む土地はどこでも、その土地の安全や、田畑の豊ほう穣じようを司つかさどる神様がいるんじゃよ。まあ、インナミ様のように、村人と直じかに接する神様は珍めずらしいかもしれんがの」


「めっ、珍しいって……」


　御剣は助けを求めるように左右を見る。けれど、両側に座っていた碓氷と小春さんは御剣よりは事態の飲み込みが早かった。


「うーん、言われてみれば、僕の田舎いなかでも氏うじ神がみ様を祭っていたなあ」


「私の所もそうでした。本人にお会いした事は無いですけど。神様っているんですねえ」


　ぼんやりとした二人の言葉に、御剣は必死に平常心を保とうと、下を向いてこめかみを押さえた。


　やがて、ぽつりと言う。


「……ねえ、犬海」


「なんだ？」


「あんた、『俺の田舎には魔ま術じゆつ師しがいないし、魔術が無い』って言ってたわよね」


「そうだよ。この村には、魔術が無い」


　その言葉が、張り詰つめていた御剣の心の中の何かを切ったらしい。


「そんな訳ないでしょっ!!!」


　御剣は突とつ然ぜん立ち上がり、真っ直すぐこちらに向かってきた。そして、少しかがんで俺の肩を摑つかみ、前後にブンブンゆすりながら必死な表情で叫さけぶ。


「しっかりしなさいよ犬海！　あれが魔術じゃなくてなんだって言うのよ！」


「お、落ち着け御剣。インナミさんは神様なんだ。魔術じゃない」


「たまき、インナミ様と呼べと言っておろうが」


　じいちゃんがたしなめる。御剣は俺の言葉が聞こえているのかいないのか、青白い顔のまま俺の肩をゆすり続けている。俺はもう一度言った。


「インナミさんはずっと昔からこの村にいる守り神なんだ。あんまり気にするなよ、御剣。幽ゆう霊れいみたいな物だと思えば──」


「幽霊っ!?」


　その言葉に御剣の体がフリーズする。いや、膝ひざ小こ僧ぞう二つが細かく震ふるえていた。


　碓氷が「あ」と何かに気づいたみたいな声を出した。


「もしかして、御剣さんって、幽霊の類たぐいが、怖こわいのかな？」


「違ちがうわよっ!!」


　碓氷の言葉に御剣は反射的に否定した。けれど、その声は綺麗に裏返っていた。


「そそそそ、そんな訳ないでしょうっ!?」


　よく見ると、目め尻じりにうっすらと涙なみだが浮うかんでいる。どうやら図星のようだ。


　御剣はなんとか自分のスタイルを維い持じしようと、髪をばさっとかき上げて、腕を組んだ。


「いいいい今は、21世紀なのよっ!?　この科学全盛の時代に、おおおおおお、おばおばおばお化けなんて非科学的な物を信じるなんて、どうかしてるってもんよ!!」


　自分で「お化け」と口にするのも怖いらしい。これは筋金入りだ。俺は聞いた。


「でも御剣、お前魔術師だろ？　幽霊も魔術も、同じオカルトなんじゃないのか？」


「いいいいいっ、一いつ緒しよにしないでよね！　魔術は原理が解明されていないだけでれっきとした物理現象なんだから！　おおおおお、おばおばお化けなんて架か空くうの子こ供ども騙だましとは根本からして違うのよ！」


「ん？　このインナミを子供騙しと申したか？　おなごよ」


　その時、部屋の中に透き通った女性の声が響ひびく。声の方を見ると、いつの間にか土間にインナミさんが立っていた。


　明かり取りの窓から差し込む光が、文字通り透き通っているインナミさんの顔を照らしている。ぼんやりと光るインナミさんの顔が、御剣を見て小さく微笑ほほえんだ。


「ひいいいいいいっ！」


　御剣は堪たまらず悲鳴を上げ、へなへなと床ゆかに座り込んだ。あ、これは腰こしが抜けたな。


　インナミさんは下げ駄たを脱ぬぎ、こちらに上がってきた。御剣は前を通り過ぎるインナミさんを見ながら、益ます々ます顔を青くする。


「あわわわわ……」


　御剣は体に力が入らないのか、その場から動く事が出来ず、瞳ひとみには涙が浮かんでいた。


　インナミさんは御剣の前で立ち止まり、体をそちらに向け、少しかがんだ。


「人じん智ちの及およばぬ物事を恐おそれるのは人の正しい営みじゃ。気にするでないぞ」


　そして、半はん透とう明めいの手をそっと御剣の頰ほおにあてる。「ひっ！」と怯おびえに満ちた小さな呻うめきが御剣の唇くちびるから漏もれた。見て分かるくらいに体が震えている。


「どうじゃ？　妾わらわの体は人とは違って見えるが、人と同じように、温かいじゃろ？」


　インナミさんが御剣の頰を撫なでていると、やがて、御剣の震えは治まったように見えた。インナミさんは「ほっほ」と笑う。


「それで良い。受け入れる事が常に正しいとも限らんがな」


　体を起こし、インナミさんがこちらにやってくる。俺とじいちゃんは場所を空けて、インナミさんの席を作った。


「インナミさん、竜之介達は？」


「こらたまき、だからインナミ様と……」


「ええいええい、気にするな。マルにはどう呼ばれようと構わぬ」


　インナミさんが笑ってじいちゃんを抑おさえる。


「竜之介と洋子は一いつ旦たん家に帰った。妾はこの子を連れてきてやったのだ」


　そう言ってインナミさんがくるりと背中を見せると、インナミさんの大きな背中に、薔薇ばらの髪かみ飾かざりをふわふわの髪の左右につけた女の子が、ちょこんと乗っかっていた。


「るうる！」


「静かに。眠ねむっておる。長旅で疲つかれたんじゃろうて」


　思わず立ち上がって近づく。袖の長い薄うす紫むらさきの着物に隠かくれて見えなかったけど、インナミさんは両手でるうるの足を抱かかえておんぶしていた。そのるうるは、もふもふの着物に顔を埋うずめて、すやすやと気持ちよさそうに寝ね息いきを立てている。


「重次郎、悪いが布団を出してやってくれぬか」


　インナミさんに言われるより前に、じいちゃんは布団の入っているふすまを開けていた。


「マルよ、寝かせてやれ」


「あ、うん」


　俺はインナミさんの背中からるうるを剝はがし、両手で抱だき抱えた。目を閉じたるうるがこんなに至近距きよ離りにいるのは久しぶりかもしれない。まつげが長いな、と思った。


　るうるは夢を見ているのか、小さく、ぽつりと呟つぶやいた。


「……タマキ……」


　思わずどきりとする。顔が火ほ照てるのを感じる。


　耳を澄すますと、もう一言、ぽつりと呟いた。


「…………マル…………」


　もう一度、どきりとする。けれど、今度は逆に首筋に水をかけられた気分だった。


　インナミさんが俺の事を「マル」と呼ぶのは、それが俺の子供の頃ころのあだ名だからだ。


　でも、るうるが呼ぶ「マル」は、俺の事では無い。


　そう、俺の事じゃなくて──


「どうしたマル。いつまで寝ね顔がおに見とれておる」


「はひっ!?」


　思わず声が出る。自分の世界に入っていたらしい。周りを見ると、碓氷はにやにやと、小春さんは楽しそうに笑っていた。じいちゃんは布ふ団とんを敷しき終えてこっちを見ていて、御剣の瞳は焦しよう点てんが定まっていなかった。大だい丈じよう夫ぶかなあいつ。


　慌あわてて土間を突つっ切り、布団にるうるをそっと寝かせる。るうるはまだ眠ったままで、布団の上で猫ねこみたいに丸くなると、くーくーと寝息を立て始めた。


　インナミさんは「さて」と言ってじいちゃんの横に座った。着物の裾すそが花のように広がり、じいちゃんがさりげなく肘ひじを置く台をインナミさんの横に寄せた。


「すまぬな」


　一言言うと、インナミさんはその台に体を預けるように、半分寝っ転がるような、楽な姿勢を取った。


　俺はその横に座り直そうとして、まだ御剣が腰を抜ぬかしたまま部屋の真ん中あたりに座り込んでいる事に気づいた。


「御剣──」


「大丈夫だから！」


　いつもの、気き丈じような声が反射的に返ってくる。御剣の顔はもう青くは無く、逆に、少し赤くなっていた。半分恥はずかしそうな表情を、俺に向けた。


「腰が抜けたのは、ちょっと油断しただけなのよ！　ととと、突然だったから！」


　御剣的にはインナミさんどうこうよりも、情けない姿をさらしている方が我が慢まん出来ないらしい。俺は御剣の腰の辺りを摑み、床を滑すべらせるように引っ張った。


「ちょっと！　どこ触さわってんのよ！」


「動けないならしょうがないだろ」


「……ぐぬ」


　更さらに顔を赤くして口ごもる御剣。なんだか、しおらしく見えた。


　俺の横の位置まで引っ張ってから手を離はなす。


「しばらくしてりゃ治るよ」


「……ありがとう」


　御剣にしては殊しゆ勝しような言葉だった。


　こちらを楽しそうに見ていたインナミさんが、じいちゃんの方を向く。


「それはそうと重次郎。祭りの準備は順調か？」


「ほぼ、調ととのっております。最後の荷物も無事に届きましたし」


「そうか」


　インナミさんはそう言って微笑んだ。ん？　最後の荷物ってなんだ？


　俺が疑問を口にする前に、碓氷が「あの」とじいちゃんに聞いた。


「祭りって、なんですか？　そういえばさっき、インナミ様も『明日から祭り』って言ってましたよね」


「ああ。偽ぎ神しん婚こんじゃよ」


「ぎしんこん？」


　小春さんが小首をかしげる。どういう字を書くのか分からないようだ。じいちゃんは楽しそうに説明する。


「偽にせに、神に、婚こん姻いんの婚と書いて偽神婚。つまり、噓うその結けつ婚こん式しきという事だな。村の男が婿むこ役、インナミ様が嫁よめ役になって式を挙げ、人と神との結束の強さを、天に示す。それによって、この村の安全と豊ほう穣じようを祈いのるという祭りじゃ」


　そう。偽神婚は印南村に昔から続く祭りだ。二日がかりで村を挙げて行われる。


　旅行の一日目が今日になったのも、じいちゃんに祭りに合わせる為ためにこの日に来いと言われたからだったんだ。まあ、俺も、みんなに来て貰もらうなら祭りを見て欲しかったから、丁度良かったのだけど。


　俺はじいちゃんに聞く。


「今年の婿役は誰だれがやるの？　修しゆう助すけさん？」


　婿役は村の成人した独身の男が持ち回りでやる。一度やった人は二度やらない決まりになっている。俺が覚えてる限り、今この村でそれに該がい当とうするのは修助さんだけだった筈はずだ。


　じいちゃんは黙だまって俺を指差した。


「え、なに？」


　俺が戸と惑まどっていると、じいちゃんは真面目まじめな顔でこう言った。


「今年はお前だ。たまき」





　沈ちん黙もく。





「……は？」


　俺が思わず声を漏らすと、インナミさんがニヤニヤしながら言った。


「修助は先月見合いで外から嫁をもろうたのよ。綺き麗れいで気が利きく娘むすめでのう。のんきな修助にはもったいないくらいじゃ」


「そういう訳でな」


　じいちゃんは真面目な顔をしていたけど、笑いを堪こらえているようだった。


「たまき、婿役の条件に合うのはお前だけなんじゃ」


「……ひょっとして、さっき言ってた『最後の荷物』って、俺の事？」


「無論」


　じいちゃんが大きく頷うなずくのと、俺が慌てて立ち上がるのはほぼ同時だった。


「無理無理無理無理！　そもそも俺成人してないし！」


「村では十六を迎むかえれば立派な大人じゃ」


「いやでも！　なんの練習もしてないのにそんな大事な事出来ないよ！」


「他ほかにいないのだからしょうがあるまい。むしろ役を任された事を誇ほこれ」


「良かったのうマルよ。滅めつ多たに出来ない大役じゃぞ」


　インナミさんも微笑みながらじいちゃんの言葉に乗る。


「そんなあ……」


　俺は立っている気力を失ってへなへなと床に座り込む。


　そりゃあ、昔から祭りを見てきた訳だし、修助さんの後は俺が婿役をやるんだろうとは思っていたけど、突とつ然ぜんやれって言われても、俺にも心の準備って物が……。


「あのあの、お婿さん役って、大変なんですか？」


　小春さんが聞くと、インナミさんが「いやいや」と言って微笑ほほえむ。


「マルは妾わらわの横にじっとしておれば良い。実際、婿役は特に何をするでも無いでのう。動き回るのは妾の役目じゃ。妾と言うか、女と言うかな」


　インナミさんは、最後の言葉に微び妙みような含ふくみを残した。そこに碓氷が反応する。


「女は動き回る？　偽神婚って、具体的には何をするんですか？」


　質問に対し、インナミさんは少しの間黙ってから、口の端はしをにやりと上げた。


「『夜よ伽とぎ』じゃ」


「よとぎ？」


「うぬ？　知らぬか。昔の言葉じゃからのう。床とこ入いりとも言うのだが、これも知らぬか？」


「とこいり……」


　小春さんが小さくつぶやきながら首を捻ひねる。分からないらしい。


　すると、インナミさんが「おお、そうじゃ！」と嬉うれしそうに言った。


「妾は前に修助に教えてもらったのじゃった。夜伽とはな、お前達の今の言葉で言うと『せっくす』じゃ」


「はあっ!?」


　今まで黙っていた御剣が思わず叫さけび、逆に叫んでしまった自分に驚おどろいて頰ほおを押さえる。


　碓氷は笑え顔がおのままだがその笑顔が引きつっていて、いつも以上に狐きつねに似ていた。


　小春さんは顔を真っ赤にして下を向き、両手をもじもじさせている。


「いや、あのな──」


　俺が弁明をしようとしたその時、部屋の奥から叫び声が上がる。


「だめーっ！」


　みんながそっちを見ると、布団から立ち上がったるうるが両手を振ふり上げていた。大きな二つの瞳ひとみには抗こう議ぎ70％が浮うかんでいる。


　るうるはずんずんと部屋を横断し、インナミさんの前に立つ。るうるは背が低いけど、インナミさんは半分寝そべっているので、るうるが見下ろす格好だ。


「いや、るうる、今の話は──」


「タマキはわたしのパートナー候補なの！　他の女の人と結婚したりしちゃだめなの！」


　聞いていない。


「パートナー云うん々ぬんは別にして、同級生の不純な行こう為いを見み逃のがす事は出来ないわ」


「そそそそそ、そういうの、良く無いと思いますっ！」


　御剣と小春さんも、顔を赤くして抗議の輪に加わった。御剣は怒おこり口調で、小春さんは目をぎゅっと瞑つぶって恥ずかしげだった。


　ええと、ああもう、なんなんだこれは……。


　インナミさんは御剣と小春さんには少し視線を向けただけで、あまり気にした様子は無かった。もう一度るうるを見上げる。


　大きな瞳で睨にらみ付けたままのるうるに瞳を細め、インナミさんは楽しそうに口を開く。


「娘よ、妾は真にマルと結婚する訳では無い。儀ぎ式しきとして体を重ねるだけであって──」


「それはもっとだめなのっ！」


　るうるはぎゅっと目を瞑り、握にぎった拳こぶしをぶんぶん振って怒る。頰と耳がほんのり赤くなっているように見えた。


　と、そこでじいちゃんが「まあまあ」と割って入る。


「インナミ様。冗じよう談だんが過ぎますぞ」


　そう言われて、インナミさんは「ほっほ」と笑った。


「すまぬすまぬ。マルが都会からこのように見み目め麗うるわしいおなごを三人も連れてきたでの、どの娘が本命なのか見み極きわめてやろうと思ったのよ」


　インナミさんは口元に手を添そえて、るうるを見る。


「そなた、名はなんと申す」


　るうるはじっとインナミさんを見み据すえて答える。


「水那斗、るうる」


「るうるよ。今のは冗談じゃ。許せ。夜伽と言っても見立てにすぎん」


「みたて？」


「そうじゃ。見立てじゃ。床入りの真似まねをするのよ。形だけな」


　唇くちびるを指の先でなぞりながら、インナミさんが説明する。


「布ふ団とんを敷しいて、一晩並んで寝ねるだけじゃ。なにもせん。心配せずとも良い」


　るうるはまだ不ふ審しんそうな目をインナミさんにむむむと向けている。


　対するインナミさんは余よ裕ゆうの表情で「ただ、まあな」と呟つぶやき、体を起こす。


　そして、急に横にいる俺の肩かたにしなだれかかってきた。手は透すき通っているけど、さっきインナミさんが言っていた通り、触られると温かい。


「丸一晩、男と女が同どう衾きんするのじゃ。間ま違ちがいがあっても、なにもおかしくは無いがの」


　そう言って、インナミさんはふうっと吐と息いきを俺の頰に吹ふきかけた。なんだかよく分からない感情に、体が一いつ瞬しゆんぞわっとする。


　そしてインナミさんは妖よう艶えんな笑みを浮かべて目を細め、視線を俺に向ける。


「マルが我慢できぬようであれば、妾は若い男の情熱をこの体で受け止めようぞ。なに、妾はマルが相手なら構わぬ」


「だからだめなのっ！」


　またるうるが怒り出す。「ほっほ、だから冗談じゃて」とインナミさんは言うが、俺の肩を撫なでる手を離はなそうとはしなかった。


　るうるが抗議する。


「タマキから離れるの！」


「それはならぬ。祭りが終わるまで、マルと妾は夫ふう婦ふなのだからのう」


「だめー！」


　るうるはしゃがみこんで、インナミさんの着物を両手で叩たたく。もふもふと着物に埋うまる小さな手を見て、インナミさんが笑い、まだ怒っているるうるの頭をやさしく撫でた。


「るうるよ、そなたのマルへの思い、このインナミしかと受け止めたぞ。心配するな。そなたのマルを借りるのは二日だけじゃ。その二日とて、借りるのは体のみぞ。心までは、そなたから奪うばいはせぬ。だから案ずるな」


「……本当？」


　るうるが手を止めてインナミさんを見る。


「勿もち論ろん。妾は神様ぞ。その神様が約束するのだから、絶対じゃ」


「いやちょっと待て、俺はまだ婿役をやると言って無いし、体も心も、誰かの所有物とかじゃ──もごご」


　俺が抗議をしようとすると、碓氷が俺の口を塞ふさいだ。


「タマぴょん、せっかく場が収まりかけてるんだから、ここは黙っていようよ」


「……俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだ」


「これだけの見目麗しい花達に所有権を主張されて、なおも安息を求めるのかい？」


　からかう碓氷を、俺はジト目で睨んだ。


　るうるはしばらくインナミさんの目を見つめていた。るうるの頭に手を添えたままのインナミさんは、その間ずっと微笑みを返していた。


　やがて、るうるはこくんと小さく頷き、


「……わかった」


　と呟いた。





　ガララッ。





　玄げん関かんの引き戸が開く。


　見ると、紙の狐の面を付けた子供が二人、戸口に立っていた。さっきインナミさんと鬼おにごっこをしていた竜之介と洋子だ。さっきの格好に加えて、麦むぎわら帽ぼうをかぶり、釣つり竿ざおを抱かかえている。


　子供達は戸口をくぐるなり、俺の存在を確かく認にんすると、


「「タマキお兄ちゃん！」」


　と叫び、同時に麦わら帽子と釣り竿を投げ捨てて、俺に向かって飛びかかってきた。


　土間から床ゆかまでの高さは子供達の胸くらいあるのに、二人は靴くつも脱ぬがずに一気にそれを飛び越こえて、俺の体にしがみついた。


「これ二人とも、靴を脱ぎなさい。面もはずさんか」


　じいちゃんに言われて、二人は慌あわてて靴を脱ぎ、それを土間に投げ捨てた。そして輪ゴムで留めた狐の面を外す。


　日に焼けた子供の顔が現れる。スポーツ刈がりの竜之介はメガネの学者タイプ、長い髪かみの洋子はすました顔で、年ねん齢れいよりも大人びて見えた。四ヶ月しか経たっていないのに、二人とも随ずい分ぶん背が伸のびたように見える。


「かわ……っ！」


　小春さんが二人の顔を見て、思わずなにか声を漏もらし、慌てて口を押さえる。


　インナミさんが二人に微笑みかける。


「さっきは狐追いの途と中ちゆうでまともに挨あい拶さつも出来なかったからの。ほれ二人とも、マルの凱がい旋せんじゃ。お帰りの挨拶をしてやれ」


「「お帰りなさい！」」


　元気な声が二重になって部屋の中に響ひびく。


　俺は二人の前でしゃがみ、


「おう、ただいま」


　と言って、二人の頭をわしゃわしゃした。二人とも口を大きく開けて笑った。


「あ、あのあの、犬海君。その子、達は？」


　横を見ると、小春さんが床に手を突ついて身を乗り出し、こちらを見ていた。


「ああ。こいつらは竜之介と洋子。野の路じさんとこと泰たい三ぞうさんとこの子供」


　洋子が俺を見る。


「タマキお兄ちゃん。この人達は？」


「みんな俺の友達で、遊びに来たんだよ」


「ふうん」


　洋子は少し黙だまってからくるりと前を向き、手を前で揃そろえてお辞じ儀ぎをした。


「前まえ田だ洋子です。印南村にようこそおいで下さいました」


「か、かわいい……！」


　今度は抑えきれなかったらしい。紅潮させた頰を両手で押さえながら小春さんが目をうるうるさせている。どうやら小春さんの「かわいい」はぬいぐるみとるうるだけでなく、子供も適用されるようだ。


「ほら竜之介、お前も挨拶しとけよ」


　俺がそう言うと、竜之介は急に顔を赤くしてうつむいた。


　小春さんがずりずりと床を滑すべって、竜之介の側そばまでやって来る。


「お姉ちゃんね。アイって言うの。よろしくね」


　小春さんがいつになく積極的に話しかけている。小春さんの可愛かわいい物に対する情熱は、本人の人見知り傾けい向こうを超こえるようだ。


　と。


　急に竜之介が小春さんの顔も見ないで走り出し、インナミさんの後ろに隠かくれてしまった。ポカンとする小春さん。


　僅わずかに見える竜之介の手が、着物の袖そでをしっかり握っているのが分かった。


「りゅうくん！　村のお客様に失礼でしょ！」


　洋子が腰こしに手を当てて怒る。じいちゃんが困った顔で小春さんを見た。


「すまんのう小春さん。竜之介は人見知りでな」


「あのあの、大だい丈じよう夫ぶです。気にしないで下さい」


　慌てて手を振ふって場を取りなす小春さん。しかし、小声で「簡単には懐なつかない小動物ってのも悪くない……いや、むしろ美味おいしい！」と呟いていたのを、俺は聞き逃のがさなかった。


　場の空気が微び妙みように固まっていると、インナミさんが楽しそうに沈ちん黙もくを破った。


「ええいええい。皆みなで竜之介を悪く言うでない」


　インナミさんはそろりと顔を出した竜之介の頭を撫でる。


「村にはお前達のような年とし頃ごろのおなごがいないからの。それが急に三人も目の前に現れて、竜之介は緊きん張ちようしてしまったのよ。しかも三人ともかなりの上物じゃ。当然の反応よ」


　竜之介は益ます々ます顔を赤くする。洋子は微妙に納なつ得とくいかない顔で「男の子ってみんないやらしい！」と呟いた。俺と碓氷は苦く笑しようするしか無い。


　ちなみに、小春さんは益々表情が輝かがやき、御剣は少し顔を赤くしていた。るうるは自分も髪をわしゃわしゃして欲しいのか、俺の手を握ろうとしている。


　インナミさんが竜之介の頭を撫でて言う。


「ほれ、竜之介。人前ではちゃんと名を名乗れ。恥はずかしがってばかりではいかん。それはそれで美徳ではあるが、時には男を見せねばな」


　すると、インナミさんの背中から、まだ顔が赤いままの竜之介が一歩横に出た。


「……野路、竜之介です」


　確かにそれは、暗いというよりは、緊張しすぎて声が出ない、という風に聞こえた。


「か……かわいいっ！　そのちょっと反はん抗こう的な雰ふん囲い気きがいい！」


　小春さんが場ば違ちがいな感想を漏らす。田舎いなかに来て開放的になっているのか、小春さんのガードがいつもより緩ゆるい気がする。
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「竜之介、洋子や。おぬし達は釣りに行く途中だったのではないか？」


　インナミさんが土間に投げ出された二本の釣り竿に目をやると、洋子がそれに反応した。


「そうなの！　タマキお兄ちゃん、湖に釣りに行こうよ！　お友達も一いつ緒しよに！」


「いや、俺達着いたばかりだから、ちょっと休きゆう憩けいを──」


「やるーっ！」


　好こう奇き心しん80％が滲にじみ出ているその声が誰だれの物なのか、あえて確認する必要は無かった。


　るうるが駆かけ寄って洋子の横に立つ。こうしてみると、二人はあまり身長差が無い。洋子が小二にしては背が高いのか、るうるが高一にしては背が低いのか。……後者だな。


　るうるが洋子に聞く。


「わたしもさかな釣り、出来る？」


　隠しきれない興奮が両の瞳ひとみから30％ずつ浮うかんでいる。髪かみ飾かざりから伸びる一枚葉がぴょこぴょこ跳はねていた。洋子が答える。


「釣り竿があれば出来るよ！」


「たまきの竿さおを使えばいい。どれ、持ってきてやろう」


　じいちゃんがそう言って立ち上がり、奥の倉へ向かった。


「僕は釣りは別にいいけど、その湖ってのが見たいな」


　そう言って碓氷が立ち上がると、小春さんと御剣も続いた。小春さんの目は子供達を狙ねらい続け、御剣はなにか考え事をしているようだった。


　インナミさんは座ったまま、後ろに立っている竜之介を見る。


「ほれ、竜之介や。おぬしも行くのであろう。いつまでも妾わらわの後ろに隠れておるでない」


「……インナミさまも、行こうよ」


　竜之介は袖を握にぎったまま言った。インナミさんが微笑ほほえんで、竜之介の顎あごに手をやる。


「おお良いぞ。男に逢あい引きの誘さそいを受けるのは嬉うれしいものよ」


　真っ赤になった竜之介の顔は、立ち上がったインナミさんの着物に隠れてすぐに見えなくなった。


　やれやれと思いながら戸口を向く。


「ん？」


　みんなが靴を履はいている中、洋子だけがこちらをじっと見ていた。


　ん、いや、俺じゃないか。俺の後ろ。


　洋子は、インナミさんをじっと見ているようだった。




　第三章　同日　湖で遊ぶ







「「「わーっ！」」」


　釣り竿を抱えた子供三人が、歓かん声せいを上げながら湖に向かって駆け下りて行く。三人というのは、もちろん竜りゆう之の介すけ、洋よう子こ、そしてるうるだ。


「もうすっかり小学生にしか見えないな、あいつ」


「本人に言っちゃ駄だ目めだよ」


　俺の呟つぶやきを、碓うす氷いが苦笑しながら受け止める。


「綺き麗れいな場所ですねえ」


　小こ春はるさんがそう言って目を細める。俺も湖を見み渡わたした。


　村の外れにある湖は、特に名前も無い。元々田畑に水を引くために作ったため池なので、歴史がある訳でも無い。湖自体、こぢんまりとした物だ。


　けれど、周りは青々と茂しげった木々に覆おおわれていて、ほぼ円形の湖の上だけすっぽりと穴が空いているみたいに空が広がっている。この景色は、嫌きらいじゃなかった。


「でも、雨が降りそうね」


　空を見上げて御み剣つるぎがぽつりと言う。家ではあれだけ取り乱していた御剣だけど、どうやら落ち着いてくれたらしい。未いまだに、出来るだけインナミさんから遠い所に立つようにしているみたいだけど。


　御剣の言う通り、雨が降りそうな天気だった。村に着いた時は雲一つ無い青空だったのに、いつのまにか薄うす暗ぐらい雲が立ちこめていた。


「山の天気は変わりやすいからのう」


　インナミさんは特に気にするとも無く、子供達の後を追った。俺達もそれに続く。


　湖の縁ふちに到とう着ちやくしたるうるがこちらを見て叫さけぶ。


「タマキー！」


　俺は答えようとして右手を挙げた。と、





　ポツン。





　その右手に水すい滴てきが落ちた。


「あらら、雨だね」


　碓氷が空を見て、手のひらを天に向けた。


　体に当たるポツポツがどんどん増えていく。俺は提案した。


「これは、強くなるな。一いつ旦たん雨宿りしよう」


「雨宿りって、どこで？」


「木の下に入れば、葉っぱに当たって雨は下まで来ないんだよ」


「へえ。田舎の子の知ち恵えだね」


「うるさいな。あそこにしよう」


　俺は近くの木を指差しながら、るうる達にも呼びかけた。


「おーい！　一旦こっちに来い！」


　子供達とるうるが、頭を両手で押さえながら走って来る。





　　　　◆





　雨はしとしとと降り続けた。山の天気は変わりやすいが、こういう雨は長く居座るのだ。


　俺達は大木の根元に座り、木に寄りかかっていた。地面は乾かわいていて、座り心地ごこちは悪くなかった。雨のおかげで気温が下がり、ひんやりと涼すずしかった。過ごしやすい午後だ。


　けれど、釣つり遊びを楽しみにしていた竜之介、洋子、そして特にるうるは、この状じよう況きようが楽しめないようだ。


「うー。やまない」


　ジト目で湖を睨にらみつけているるうる。きっとるうるはあの中に糸を投げ入れれば、山ほど魚がかかると思っているのだろう。実際には、そこまで魚はいないんだけど。


　子供達は雨宿りにすぐに退たい屈くつして、木の枝で地面に穴を掘ほる遊びを始めた。けれどるうるは魚釣りに未練があるようで、その遊びには加わらなかった。


　るうるを見ている俺に、碓氷が笑いかける。


「るーちゃんには悪いけど、僕はこの雰囲気が気に入ったよ」


　そして湖に目を向ける。


「揺ゆれる水面を見つめながら雨雲が過ぎるのを待つ、ってのも風流だ」


　碓氷らしい言い方だったけど、さっき俺が思った事と同じだった。どれも見み飽あきた風景の筈はずなのに、数ヶ月ぶりに帰った田舎はどこか新しん鮮せんだった。


「アタシは退屈だわ。傘かさ持って来てれば家に帰ってた。迂う闊かつだった」


　碓氷の隣となりに座っていた御剣が文句を言う。そして、ジロリと俺の後ろに視線を向けた。


「ん、どうかしたか？」


　隣に腰こしをかけていたインナミさんが、御剣の視線に気づいてこちらを見る。


　御剣はじっとインナミさんを見つめた後、すっと目を逸そらして、ちょっといじけた口調でこう言った。


「……あなた、神様なんでしょ？　なんとかしてみなさいよ」


　言われて、インナミさんは「ふむ」と呟いて立ち上がり、御剣を見る。


「おぬしはまだ妾わらわが神様である事を認めておらんのだろう？」


「あ、当たり前じゃない」


　御剣も対たい抗こうするように立ち上がった。


「アタシは、ゆゆゆゆ幽ゆう霊れいも、かっ神様も、その存在を許容したりしない」


　その割には、声が震ふるえてるけど。


「だからあなたの事も信じない。あなたはなにかしらの魔ま術じゆつの産物なのよ。あなたは人間じゃない。もちろん、神様でもない」


「おい御剣、そういう言い方は──」


　俺が割って入ろうとすると、インナミさんが止めた。


「ええいええいマル。気にするな。その娘むすめは不安なんじゃ。自分の思う世界と、本当の世界が異なる時、人は誰だれしも苦しむのじゃ」


「アッ、アタシは不安になんてなって無いわよ！」


「先におぬしは魔術と言ったな」


　上うわ擦ずった声で否定する御剣を気にせずに、インナミさんは聞いた。そして続ける。


「では、魔術ではこのような事が出来るか？」


　インナミさんが一歩木から離はなれる。雨が降り込んでくるギリギリの所で立ち止まり、インナミさんは両の手を広げ、空に向かって伸のばす。インナミさんの透すき通った白い腕うでに、雨あま粒つぶが幾いくつも跳ねた。


　斜ななめ上に差し出された両手は、空から何かを迎むかえ入れようとしているように見えた。


「見ておれ。神の奇き跡せきじゃ」





　ぶうん……と、耳の奥で音がした、ような気がした。





「そ、空が！」


　小春さんが叫ぶ。


　見上げると、雲がぐにゃぐにゃと動いていた。しかも、湖の上空の雲だけが。


　雨雲がちぎれ、他ほかの雲とくっつく。それがもの凄すごい速度で繰くり返される。白、灰色、黒の雲が、万まん華げ鏡きようのように複雑に形を変えていく。


　やがて、灰色や黒がうねうねと動く空に、少しずつ青が混じっていく。ちぎれた雲の間から、青空が覗のぞいているのだ。時折、太陽の光がさっと差しては、また雲に遮さえぎられた。


　青色は徐じよ々じよに勢力を伸ばし、空の中で領土を広げていく。それに押し出されるように、灰色や黒の雲が姿を薄うすめていく。


　やがて、湖の上に、ぽっかりと円形の青空が生まれた。雨雲は、なおも湖を取り囲むように浮うかんでいるので、青色の空が雨雲に縁ふち取どられているように見えた。


　俺達が座っている木の頭上には、まだ雨雲があった。けれど、目の前に見える湖は、さんさんと真夏の太陽が降り注いでいた。


「「「わーっ！」」」


　三人の子供が笑え顔がおで歓声を上げた。竜之介、洋子、そしてるうるは、太陽の光を真上から受け止めてキラキラと水面を輝かがやかせている湖に向かって、走り出した。


　ずっと両手を天に向けていたインナミさんは、やがて小さく息を吐はいて、腕を下ろした。


「あれ？　るーちゃん達、釣り竿ざおおきっぱだけどいいのかな？」


　碓氷が足あし下もとに転がる釣り竿を見ながら言う。


　と、





　じゃぽーんっ！





　一番最初に到着した竜之介が湖に飛び込んだ。洋子とるうるがそれに続く。じゃぽーん、じゃぽーんと涼しげなしぶきが上がった。


「おいるうる！　勢いだけで子供と同じ行動を取るな！」


　俺が叫ぶと、水面にじゃぽっと顔を出したるうるが、ぷるぷると首を振ふって水を払はらい、こちらに大きく手を振った。


「タマキー！　水、冷たくて気持ちいい！」


「……ああ、そうかよ」


　怒おこる気が一いつ瞬しゆんで無くなってしまい、俺は手を振り返した。


「保護者気分だね」


　碓氷が笑いをこらえながら言う。俺は「うるせえよ」と言いながら碓氷の頭をはたいた。


　小春さんは、キラキラと光る水しぶきを掛け合う子供達を眩まぶしそうに見ている。


　御剣は、少し様子がおかしかった。


「なん、なの……、今の……」


　空を見上げながら、愕がく然ぜんとした声で呟つぶやいている。


「天候を、変えたって言うの？　それとも、雲を移動させたの？　大気を一地域だけ変動させるなんてそんな器用な事は魔術では出来ない……でも、大気全部を操あやつるなんて、そんな大規模な《理ことわり》の上書きなんて常人には不可能よ……」


　御剣はぶつぶつと呟き続ける。


「……あり得ない。こんな魔術、見た事がない……！」


「魔術ではない。奇跡じゃ」


　楽しそうに、からかうようにインナミさんが答える。


　御剣はキッとインナミさんを睨にらみ付けた。そして、しばらく見つめた後、無言で目を逸そらした。


「ほっほ。すっかりおぬしには嫌われてしまったようじゃのう」


「……別に、好きとか嫌いとかじゃないわ。納なつ得とく出来ない物が目の前にあると、気持ちが落ち着かない性質たちなのよ」


「理解出来ない物を、理解しないままでいる事も、人間の優すぐれた性質たちなのじゃがのう。まあいい」


　インナミさんが柔やわらかく笑い、空を指差してゆっくりと回した。


「奇き跡せき奇跡と繰り返したが、妾わらわに出来る奇跡は、実はこれだけなのよ」


「え？」


　小春さんが首をかしげる。


「村の民たみは妾を神様と慕したってくれるがな、妾に出来る事はほとんどない。せいぜい、童わらべの為ために湖に太陽を呼ぶくらいの物じゃ」


　水を掛かけ合って大はしゃぎしている三人を見ながら、インナミさんはすっと遠い所を見る目になった。そして呟く。


「他にはな、なんにも無いのよ」


「あのう、それでも十分凄いと思いますけど……」


　碓氷が苦く笑しよう気味に言うと、インナミさんは表情をすぐに笑顔に戻もどして、胸を張る。


「まあな。日照り続きの田んぼに少しだけ雨を降らせたり、刈かり取りが終わるまで台風が来るのをとどめたりも出来るのだぞ」


　自じ慢まんげに言うインナミさん。けれど、また目に寂さびしさが灯ともる。


「おかげで、村の民からは豊ほう穣じようの神として慕われるようになった。もう随ずい分ぶんと昔からな」


　静かな口調。いつものインナミさんと雰ふん囲い気きが違ちがう。俺はちょっと戸と惑まどった。


「インナミ、さん？」


　と、インナミさんはまたくるりと表情を笑顔に戻して、御剣を見る。


「おぬし──」


「アタシには、御剣言こと乃のって名前があるの」


「そうトゲトゲしくするでない。言葉が肌はだに刺ささりそうじゃわい」


　冗じよう談だんめかして言われて、御剣の顔にすっと朱しゆが差した。


「ほっほ。では、言乃よ。おぬしは魔術を使えるのであろう？」


「……そう、だけど」


「ならば頼たのみがある。妾には湖に太陽を呼ぶ事しか出来ぬが、おぬしはより多くの力を持っておる。皆みな、ついて参れ。童わらべどもは遊ばせておけ」


　そう言って、インナミさんが湖に沿って歩き始めた。俺と碓氷が顔を見合わせていると、ぐっと頷うなずいた御剣が大おお股またで歩き始めた。俺達も後を追う。





　　　　◆





「あ」


　インナミさんが歩く先を見て、俺は声を上げる。


　湖を三分の一周ほどした所に、大木が横たわっていて、道を阻はばんでいた。木の直径は六十センチくらいあって、大人でもまたぐのは大変だろう。


「先々月に来た季節外れの台風で倒たおれての」


　横たわった木の前に立ったインナミさんは、すっと腕を上げて、道の先を指差した。


「あそこに根元が曲がった木が見えるじゃろう？」


　そこには、根元の直径が二メートルはあるんじゃないかってくらい大きな木が生えていた。俺には見慣れた物だったけど、他の三人はちょっと驚おどろいた顔をしていた。


　その木は、地面から出た所でぐにゃりと曲がり、湖に向かってほぼ真横に伸びていて、それこそ倒れているように見えた。で、湖に触ふれるちょっと前からぐいっと斜め上に向き、そのままぐいぐいと伸びている。まるで、自分の立派な枝えだ振ぶりを湖に映して確かく認にんしているようだった。


「変な木じゃろ？　あれはな、妾のご神木なのよ」


「ご神木、ですか？」


　小春さんが聞くと、インナミさんは自慢げに胸を張る。


「そうよ。村の水源たるこの湖を四百余年に亘わたって守り続けた木よ。しかしな……」


　もう一度、今度は忌いま々いましげに目の前に横たわった木を見て、下げ駄たで軽く蹴ける。


「この木が邪じや魔まして、気軽にあそこに行く事ができんようになってしまった。以前は、ご神木までのこの道は、村の衆の定番の散歩道だったんじゃが、皆この木の前で帰るようになってしまったのよ」


「ブルドーザーでもなんでも持ってきて、どかせばいいじゃない」


　御剣がぶっきらぼうに言う。インナミさんは笑顔のまま答えた。


「重機の類たぐいはこの湖まではやって来られん。地面が緩ゆるいからの。足を取られる」


　ぐむっと口をつぐむ御剣。


「別に何が困るという訳でも無いんじゃが、村の衆が妾の木まで遊びに来てくれないのは、寂しいのじゃ。どうだ言乃。おぬしの力で、この木をどかせられんか」


　御剣は倒れた木を見つめた後、じっとインナミさんを見た。インナミさんは優やさしく微笑ほほえむ。


「先ほどは、お前の言葉に妾は応こたえてやった。次は、おぬしの番ではないか？」


　なおもインナミさんを見つめていた御剣は、やがて、大きく息を吐いた。


「……分かったわよ。これでチャラって事ね」


　両手を組んで大きく伸のびをした後、御剣は小さく「よし」と呟いて、俺達の方を見た。


「ちょっと離はなれてて。危ないから」


　俺達が大木から少し距きよ離りを置くと、御剣は頭の後ろに挿さしていた二本の赤いかんざしを、片手で一度に引き抜ぬいた。艶つやのある黒くろ髪かみがほどけ、ばさあと背中に落ちる。


　右みぎ腕うでを真っ直すぐ前に伸ばし、倒れた木の方向に、二本のかんざしを重ねたまま向ける。


　その格好で、御剣は大木を見つめる瞳に力を込め、そして、ぽつりと呟いた。


「浮かべ」


　その途と端たん。


　目の前の世界が青く染まり、空間がぐにゃりと曲がったように見えた。目の前で魔ま術じゆつが発動した時、俺だけが感じるいつもの目眩めまいだった。少しふらついたけど、瞬またたきをしたら元に戻った。


　ミシリ、と、枝がきしむ音がした。


　そして、目の前に横たわる大木が、ゆっくりと、地面から離れて行く。


　太い幹は微び動どうだにせず、空中に浮かび上がるのが至し極ごく当然、という感じに、地面との距離を離していく。幹につもった砂が、パラパラと落ちていく。


　地面から一メートルほど浮かんだ所で、大木は静止した。


「これは凄い！　妾よりも余よ程ほど強力な力じゃ！」


　インナミさんが、両手をこすり合わせて嬉うれしそうに言った。御剣は、かんざしを真っ直ぐ前に伸ばしたまま、大木から目を逸らさずに答えた。


「木の重量をマイナスにしてるだけよ。それより、これ、どうすればいいわけ？」


「そうじゃのう。湖に沈しずめられるか？　なに、底は深いのでこれくらいの木は飲み込める」


「ＯＫ。もうちょっと持ち上げないと、引っかかるわね」


　水平に伸ばしていた腕うでを、ゆっくりと上に向ける。それに合わせて、大木が更さらに浮うき上がる。草むらに引っかかっていた根っこの部分がバリバリと音を立てて剝はがれる。


「これで、良しと」


　魔術に集中しているせいか、御剣の表情や喋しやべり方は、いつもの自信に満ちた物に見えた。


　かんざしを持つ右手に左手を添そえ、ゆっくりと右に押し出すように腕を動かすと、少し遅おくれて大木がずい、ずいと湖の方に動いていく。


　と、その時。


「すごーい！」


　そう叫さけびながら竜之介と洋子が走り込んできた。水遊びを一いつ旦たん終えて、こちらにやってきたようだ。


「近づかないで！　危ないから！」


　こちらを見ないで御剣が叫ぶ。俺は慌あわてて大木に走り寄ろうとした二人の肩かたを摑つかんで止める。二人とも服がずぶ濡ぬれだったけど、そんな事なんの気にもならないみたいで、キラキラした目で空中に浮かぶ大木を見上げていた。


「タマキー！　綺き麗れいな石を見つけたの！」


　更に後ろから楽しそうなるうるの声。


「おう──」


　そう言って、俺は振ふり返り、そして、絶句。


　考えてみれば当たり前なのだけど、るうるは子供達と一いつ緒しよに水遊びに興じていたのだ。そして子供達の服は水に濡れてびしょびしょだった。


　なので、当然、瞳ひとみに歓かん喜き85％を浮かべて駆かけ寄って来たるうるの服も、ずぶ濡れだった。


　赤いワンピースがぴったりと肌に貼はり付き、腰こしや太ももの線を浮かび上がらせている。下着もくっきり輪りん郭かくが浮かんでいて、上下お揃そろいのデザインである事が容易に見て取れた。さらに、その下着すらも若じやつ干かん透すけているように見え──


「だだだだっ、駄だ目めですっ！」


　小春さんが、振り向いたまま硬こう直ちよくしていた俺の首を両手でつかみ、妙みように力を込めてぐるりと反転させる。視界からるうるの姿が消える。正直、ちょっとほっとした。


　半分ほど湖にせり出した大木を見ながら、俺は言った。


「……るうる。服が乾かわくまで俺達の前に立つな」


「なんで？」


「いいから。俺の頼みだ」


　小さな間。多分、こくんと頷いている。


「わかった。でもつまんないから４ptポイントダウン」


　何に対してつまらないと思っているのか微び妙みように気になる。


「ねえねえ、タマキお兄ちゃん」


　洋子が俺の袖そでを引っ張る。もう片方の手は、びしょ濡れの長い髪かみを握にぎって、ぐっと持ち上げていた。顔や体に貼り付くのが気持ち悪いのかもしれない。


「どうした？」


「あのお姉ちゃんも、神様なの？」


「いいや」


　俺は竜之介と洋子の間にしゃがみ込んだ。


「あいつは魔ま術じゆつ師しなんだ」


「まじゅつち？」


　小春さんが興奮気味に「舌が回らないのに頑がん張ばって喋るとかもう可愛かわいすぎる！」とか呟つぶやいているのは気にしない事にする。


「魔術師。魔術を使う人だよ」


「まじゅつってなーに？」


「世界の《理ことわり》を書き換かえて、ああいう風に、普ふ通つうじゃ出来ない事をしちゃうんだ」


　ほぼ湖の上までスライドした大木を指差して言うと、今度は竜之介が聞いてくる。


「《ことわり》って何？」


「んー。世界を構成するルールって感じかな」


「ルール？」


「わかりにくいか」


《理》を説明する方法を少し考えて、俺はまた口を開いた。


「あのな。あの木は今浮いてるだろ？　まるで重さが無いみたいだ」


「うん」


「でも、それって変だろ？　本来──」


「あ、タマぴょんそれ駄目！」


　碓氷は賢けん明めいにも言葉の先を読んで俺を止めようとしてくれたのだけど、全く賢明で無かった俺は最後までそれを口にしてしまった。


「《あの大木に限らず、どんな物にも重さはある》……あ」





　ぱちん。





「犬いぬ海かいこの馬ば鹿かっ！」


　御剣が叫ぶのと、まるで吊つっていた糸が切れたように大木が落下を始めたのは同時だった。





　バッシャアアアアンッ！





　勢いよく湖に落下した大木は、もの凄すごい音を立てて水面に着地、というか激げき突とつした。


　木が沈み込んだ分、大量の水が空中に跳はね、それがまるで夕立みたいに俺達の頭上に降り注いだ。落ちてくる滴しずくが真夏の太陽の光を浴びてキラキラ輝かがやいて見えたというのは俺の現実逃とう避ひである。


　ザバアッ、と音が聞こえるレベルで、俺達は頭から水を被かぶった。


「……いーぬーかーいー！」


　のっしのっしとやって来た御剣が俺のＴシャツの胸むなぐらを両手で摑む。御剣の服も今のイレギュラーな夕立を浴びて水を吸い、形の良い胸元や腰のラインをあらわにしており、ノースリーブの下にくっきりとブラジャーの線が現れているのだけど、本人はそんな事より怒いかりの方が先に来ているらしい。


「あんた、学習能力って物が無いの!?」


　夏休み直前に、御剣がかけた翼つばさを生やす魔術を俺が打ち消して、プールに着水した時の事を言ってるんだろうか。確かに、状じよう況きよう的にもあの時に似ている。


「悪かった！　反省してるから！」


　濡れた服のどこを見ても問題があるような気がして、御剣の顔を見返すも、至近距離にある大きな瞳を見るとひるんでしまう。


　御剣は怒りにまかせて胸ぐらをぐいと引き寄せ、怒りに満ちた顔を更に近づけた。御剣の吐はく息が、そっと顔に当たる距離まで近づいて、俺は流石さすがにやばいと思った。何がやばいのかは良くわからないけど。


「ええと、御剣」


「なによ！」


「近すぎる、顔が」


「……っ！」


　御剣は一気に顔を赤くしたかと思うと、ばりっと剝がれるように俺から離れ、腕を組んでそっぽを向いた。表情は見えないが、耳まで真っ赤になっているのが分かった。


「今のは、なにが起きたんじゃ？」


　インナミさんが、ポカンとした顔でこちらに歩いてくる。少し離れていたおかげか、インナミさんの着物には水はほとんどかからなかったみたいだ。


「言乃の魔術は、失敗したのか？」


　インナミさんの視線の先には、湖から半分顔を出している大木があった。湖に沈める事は出来てないけど、道は空いたのだから、まあ予定通りって所だ。


「アタシのせいじゃない。犬海が悪いのよ」


　御剣が耳を赤くしたまま、拗すねたように言う。


「マルが？　それはどういう意味じゃ？」


「犬海はね、本来あるべき《理ことわり》を口にするだけで、魔術を破る事が出来るのよ」


　興奮しているせいか知らないけど、御剣はあれだけ怖こわがっていたインナミさんと普通に会話が出来ていた。


「口にするだけ？　魔術とはそんな脆もろい物なのか？」


「違ちがうわよっ！　犬海だけ例外なの！　なんでなのか、アタシが知りたいってのよ！」


　御剣が苛いら立だたしげに叫ぶ。すると、インナミさんは嬉しそうに両手を合わせた。


「ほほう、そうか！　マルが特別なのか！」


　そう言って、インナミさんはそのまま俺の前に立ち、両手で俺を抱だきすくめた。


「え、なに。インナミさん!?」


　着物に隠かくれてはいるけど、インナミさんのプロポーションは結構なもので、しかも今は歯の高い下げ駄たを履はいているので俺はインナミさんの豊かな胸元に顔を押しつけられる形になった。


「いや、ちょっと！」


「マルは神に選ばれた子なのかもしれんのう！」


　インナミさんが何を言っているのか分からないのと、ふわふわと柔やわらかい感かん触しよくがぐいぐいと押しつけられてるのとで、俺の頭は混乱していた。


「だめー！」


　るうるが叫ぶ。そうだるうる、止めてくれ。


「わたしもやるのー！」


「お前空気読めよ！」


　るうるはインナミさんから俺を引きはがし、代わりに胸元にもふっと飛びついた。


「おいるうる、お前濡れてるだろ！」


「ええいええい、この着物は汚よごれても構わん。それよりほれ。せっかく道が開けたのじゃ。妾わらわの木を見に行こうではないか。ほれ、皆みなもおいで」


　インナミさんは胸元にるうるを貼り付けたまま歩き出す。竜之介と洋子が走り寄ってそれぞれ手を繫つないだ。


「ちょっと待ちなさいよ！　あの木、ちゃんと沈しずめないと！」


　御剣が呼び止める。きっと、自分のやった魔術が最後まで始末をつけていないのが納なつ得とく出来ないんだろう。


　振り返ったインナミさんの笑え顔がおは穏おだやかだった。


「道が開けば十分じゃ。これはこれで、子供達の遊び場になるかもしれんからの。言乃よ、感謝するぞ」


「……いいなら、いいけど」


　急にしおらしくなった御剣は、歩き始めようとして、立ち止まる。


「ん、どうした、御剣」


　俺が聞くと、ギロリと、睨にらみをきかせた瞳ひとみがこちらに向き、ぴっと前方を指差した。


「服が乾くまでは、あんたと碓氷が前。アタシと小春が後ろを歩くのよ」


「……了りよう解かいしました」





　　　　◆





　夏の日差しと山の乾かん燥そうした空気のおかげで、割合早く服は乾いたようだ。ようやく俺と碓氷は、御剣による「湖以外に視線を向ける事を一時的に禁止する」という命令から解き放たれ、ご神木の前で行動の自由を取り戻もどした。


「ふいー」


　首を動かしながら、地面に寝ねそべるように伸のびたご神木に背中を預ける。


　るうると子供二人は、再び水遊びを再開した。今度は御剣に言われて、水深が膝ひざまでの所で遊んでいる。底の浅い水場で、ぱしゃぱしゃと水が跳ねていた。


　るうるが、学校ではあまり見せる事の無い笑顔で、子供達と水をかけっこしている。


　水面に反射する陽光が、キラキラとるうるの顔を輝かせていた。


「懐なつかしいですか？」


　気がつくと、隣となりに小春さんがいて、俺と同じようにご神木に寄りかかっていた。小春さんの言葉の意味が分からなくて、俺は聞き返す。


「懐かしいって？」


「水み那な斗とさんとあの子達を、なんか、懐かしいって目で見てます。犬海君」


「ああ……」


　言われてみると、確かに、俺はあいつらに、十年前の自分の姿を重ねて見ていた。


　並んで肩かたを摑つかみ水上電車ごっこを始めた三人を眺ながめながら俺は答える。


「俺と晶あきらも、あの子達の歳としの頃は、よくここで遊んでたんだよ。で、遊び疲つかれると」


　寄りかかっている木をコンコンと叩たたく。


「このご神木の陰かげに入って、丸くなって寝てた。ひんやりしてて気持ちいいんだ」


　小春さんが、小さな俺と晶を想像したのか、可愛らしく微笑ほほえむ。


「そうじゃったな。それで、いつも妾が起こしに来てやっていたのじゃ」


　インナミさんの声が頭上から聞こえる。振ふり返ると、インナミさんはご神木の、途中から持ち上がっている所に腰こしをかけていた。


「懐かしいのう。もう十年も前の事になるか……」


　インナミさんも、水辺で遊ぶ三人を見て、懐かしそうな瞳をしていた。


「それにさ、この木、変な形してるだろ？　かくれんぼとか冒ぼう険けんごっことかにぴったりだったんだよな」


「これマルよ。妾の木を変な形と言うでない。立派な枝えだ振ぶりと言うのじゃ」


　たしなめはするけど、インナミさんの顔は笑っていた。


　すると、小春さんが急に、少し遠えん慮りよがちな声になる。


「でもあの、その、この木って……」


「ほう。小春とやら、そなたには分かるか」


　インナミさんが小春さんを見て、楽しげに目を細める。小春さんは萎い縮しゆくしてしまって、


「えとえと、あのその……」


　としか言えなくなってしまった。


「？　小春さん、ご神木がどうかしたの？」


　なおも口ごもる小春さん。するとインナミさんが、


「この木はの、根っこが腐くさっておるんじゃ。もう寿じゆ命みようなんじゃの」


「え」


「もうしばらくしたら、途中から折れてしまうじゃろう。危険じゃて、それよりも前に切り倒たおしてしまうべきじゃ」


　十年前から見慣れた景色の木が、インナミさんのご神木が、折れる？　急に言われて、俺はなにも考えられなくなった。


　そんな俺を見て、インナミさんは「ほっほ」と笑った。


「マルよ。何も案ずる事などない。肉体と魂たましいとはな、別の物なんじゃ。おぬしら人間は分かち難がたく出来ておるがの。妾には関係ない。現に、肉体であるこの木と、魂である妾自身は分かれているであろう？」


　インナミさんは、足あし下もとの木と、透すけて見える自分の顔を交こう互ごに指差した。


「木が朽くちるのは、肉体が朽ちるだけの事。気にする事ではない」


「え、いやでも」


　長い間湖の水源を守っていた木が無くなるって大変な事じゃないかと思うのだけど、俺がその時感じていた不安は、そういう事じゃなかった。


「肉体が無くなっても、インナミさんは、生きていけるの？」


　その質問は、インナミさんには意外だったらしい。細長の瞳が少しだけ大きくなり、そしてじっと俺を見つめてきた。


　やがて、インナミさんはいつものように目を細めて、妖よう艶えんな笑みを浮うかべた。


「その時は、他ほかの生きの良い若木に浮うわ気きするだけじゃ」


　冗じよう談だんを言っただけなのか、それとも、何かを隠しているのか、俺には分からなかった。


「タマキー！」


　るうるがこっちを見て両手を振っている。インナミさんがそちらを見る。


「ほれ、おぬしらも竜之介達と遊んでやってくれ。水遊びでも釣りでもいいが、ここで遊べるのは今日だけぞ。明日からはしばらく天気が崩れるでの」


「え、そうなの？」


「台風が近づいておるのよ。妾もお前達の為だけにそう何度も奇跡を起こすわけにもいかんからな。さあさあ、妾は休んでいるゆえ、童らに混ざって来い」


「ああ、うん」


　俺は少し後ろ髪を引かれる思いで、大木から体を離はなした。





　　　　◆





　夕方まで湖で遊んだ俺達は、インナミさんや竜之介達と別れてじいちゃんの家に戻り、夕食を食べたり、交こう替たいで風ふ呂ろに入ったりした。


　その後は、大部屋に布ふ団とんを五つ並べて、持ってきたゲームをみんなが眠ねむくなるまで遊んだ。ちなみに、一番遊びたがってたるうるが、一番最初に眠ってしまった。


　最後まで起きていた俺と碓氷は、そこでお開きという事にして、明かりを消した。


　布団の中で考える。


　合宿先に田舎いなかを提案したのは、正解だったかもしれない。一人で里帰りするより、この方がずっと楽しい。みんなも、田舎を面おも白しろがってくれてるみたいだし。


　まさか偽神婚の婿むこ役をやらされる事になるとは思っていなかったけど、まあ、春から延々巻き込まれた魔術がらみのトラブルに比べれば、全然ましだ。


　明日から天気が崩れるというインナミさんの言葉が少し気になった。インナミさんは天候を操あやつれるだけあって、天気予報が当たるのだ。


「まあ、いいか」


　生徒会からぶんどった予算で買ったゲームはまだまだある。外が雨でも、家で遊ぶ分には問題ない。


　どこで遊ぶかじゃなくて、このメンバーで遊ぶのが楽しいんだ。


　祭りに多少影えい響きようが出るかもしれないけど、そこはインナミさんがなんとかしてくれるだろう。


「ふわあ」


　欠伸あくびが出る。もう寝よう。


　田舎の夜は静かだった。瞼まぶたを閉じながら、平へい穏おんが一番だなあと、俺は思った。





　甘かったのだ。俺は。





　次の日、祭りの一日目に、事件は起きた。
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　幕間①　丁々発止







「暇ひまだねえ……。ふぁーあ……」


　喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」のマスター、甲斐かい歩あゆむは、人目を気にせず体を伸ばし、大きく欠伸をした。


『人目を気にする』も何も、今日は朝から客が一人も来ていない。


「ま、いつもの事だけれどね……と」


　時計を見ると、あと十五分で正午になる。読み終えた新聞をラックに投げ入れつつ、さて今日は何をしようかと考える。


　昼飯は、今日は姫ひめの分を作る必要が無いから冷れい凍とう食しよく品ひんで適当に済ませるとして、午後の過ごし方が重要だ。読みかけの小説にとりかかるか、それともＤＶＤプレイヤーを二階から持ってきて映画でも見るか。どうせ今日はもうお客が来る事も無いし──





　カラン。





　入り口が開き、鈴すずが鳴る。甲斐は伸のばしていた手を下ろし、視線だけそちらに向けた。


　入って来たのは甲斐と同い年くらいの女性だった。ブランド物らしい深しん紅くのスーツは、スタイルの良いその女性のボディラインを美しく魅みせていたが、胸むな元もとが大きく開いたブラウスといい、スリットが入って太ももを大だい胆たんに露ろ出しゆつさせているタイトスカートの丈たけといい、ビジネス着の印象からはほど遠かった。


　女性は澄すました顔でしばらく入り口に立ち、甲斐がこちらを見るのを待った。甲斐がなおも黙だまっていると、女性はふっと笑えみを見せる。


「あら、『いらっしゃいませ』の一言も無いわけ？　このお店」


　嫌いや味みっぽさは無く、逆に楽しんでいるようにそう言いながら女性は店内を歩き、甲斐の真向かいのカウンター席に座った。


　甲斐はしばらく女性を見つめた後、いつもの軽い口調で言った。


「その台詞せりふは、客が来た時にしか言わないんだよ」


「あら、私、お客よ？　ブレンド一つ頂ちよう戴だい」


「……いらっしゃいませ」


　言った後、ほんの小さく息を吐はいてから、甲斐は椅い子すを立って、コーヒーサーバーの前に立つ。


　カップをセットしていると、背中に女性の声がかかる。


「久しぶりね、甲斐君。何年ぶりかな」


「さあて、どうだったかな」


　カップにコーヒーが注がれるのを見ながら、気のない声を返す。


「甲斐君、変わったよね。すっごくかっこよくなった」


「お前は変わって無いな」


「えー、それどういう意味ー？」


　少し拗すねた顔をする女性の前にコーヒーを置き、甲斐は答えた。


「美人だ。今も昔も」


　女性は、一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれた顔をしたが、すぐに誘さそうような大人びた笑顔になる。


「ありがと。そういう所は変わって無いね。今も昔も」


　ブラックのままカップに口を付ける。艶つややかな唇くちびるを見ながら甲斐は椅子に座る。


　そして、カウンターの上で手を組み、女性に聞く。


「何をしに来た、月つき城じよう」


　月城と呼ばれた女性は、漆しつ黒こくの液体に視線を向けたまま答える。


「繫つなぐ君に、会いに行ったそうね」


「俺は何をしに来たのかと聞いたんだ」


　甲斐は語気を強める事も無くからかうように言い、


「それがどうかしたの？」


　月城も同じように返した。冗談の言い合いのように聞こえたが、逆にそれが空々しくも感じた。


「姫に会いに来たなら無む駄だだぞ。今日はいない」


『姫』というのはこの喫茶店に居い候そうろうしている甲斐の姪めい、水み那な斗とるうるの愛あい称しようだ。


「知ってる。私を誰だれだと思ってるの？」


　対する月城は、その『姫』を監かん視しする立場にある人間だった。月城は続ける。


「お友達みんなで、犬いぬ海かい丸たまき君の故郷に遊びに行ってるんでしょ？」


「なら──」


「私は、甲斐君と話がしたくて、来たの」


　カップを置いた月城がゆっくり微笑ほほえむ。妖艶な空気をまとってはいるが、その空気は彼女が作り上げた鎧よろいであり、甲斐には、そこに十年前と同じ笑顔があるように思えた。
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　瞳ひとみに吸い込まれそうになる気持ちを無言で隠かくして、甲斐はからかい口調を続ける。


「そんな暇は無い。俺は忙いそがしいんだ」


「お客なんて誰もいないじゃない」


「もうすぐ昼になる。これからジャンジャカ客が来るんだ」


「そんなやり方で、十年来の友達を追い出すつもり？」


　沈ちん黙もくがカウンターの上に落ちる。そういえば、今日は朝からＢＧＭをかけていなかった。客は来ないからかける必要は無いと判断したのだった。


　月城は瞳を落とし、ほんの少しだけ、寂さみしげな視線を漆黒の液体に向けた。


「まだ、許してはくれないのね」


「許すも何も、俺はお前に対して特別な感情を持っていない」


「それはそれでちょっと傷つくな」


　月城は唇をすぼめて拗ねた顔をする。


「私は、甲斐君の事、好きよ。十年前から、ずっと」


　甲斐はそれには答えず、黙って月城を見つめていた。


　こんなに長く見つめ合ったのは、十年前に出会ってから、初めてかも知れない。と、甲斐は思った。どうして、もっと早くその機会が来なかったのか、とも。


　やがて、諦あきらめたようにため息をついた。


「分かったよ。話を聞こう。それまでは、客は来ないから」


「ありがと」


　今度は、昔の面おも影かげを感じさせない大人びた笑みを浮うかべると、月城は砂糖壺つぼに手を伸ばした。


「やっぱブラックは無理」


　それを聞いて、初めて甲斐は苦く笑しようを漏もらした。


「それ、高校の時から言ってたな」


「あはは。あの頃ころは、ブラックで飲むのが大人のスタイルだと思ってたのよねー」


　月城も苦笑しつつ、引き寄せた砂糖壺を開ける。そして「じゃあ」と言って顔を上げた。


「お互い魔術師同士、世界の担にない手として、話をしましょう」




　第四章　２日目　小春の中







　次の日。早朝。具体的には朝五時。


　洗面所の壁かべに掛かかった時計をチラ見した後、念の為ため、俺は開き戸を少し開けて、外の廊ろう下かに首だけ出した。裸はだかなので、これ以上外に出るのはやばい。


　首を捻ひねって、扉とびらを確かく認にんする。そこには今さっきセロテープで貼はった紙があった。





　タマキ入浴中、女子勢は入室禁止





「よし」


　再び洗面所に戻もどって扉を閉め、タオル一本だけを持って、そのまま奥の浴室に向かう。


　引き戸をがらりと開けて、中に入る。


　まず、体全部を照らす朝日に目を細める。そのまぶしさが、気持ちいい。


「やっぱ、風ふ呂ろはこれだよな」


　そこは、露ろ天てん風呂だった。


　じいちゃんの家のお風呂場は露天になっている。「お風呂場」というよりは、庭の一角に大きな檜ひのきの桶おけが置いてある、という方が近い。一応仕切りの壁はあるけど、それも腰こしの高さくらいまでしかない。


　檜の桶に満たしたお湯からはもうもうと湯気が立っている。山の早朝は気温が低いのだ。


　手桶で一浴びしてから、湯につかる。


「ふう……」


　熱が、体に伝わってくる。


　お湯は湧わき出してる温泉を使っている。効能があるのかどうかはしらないけど、栓せんを開ければいつでも熱い湯につかれるので便利だ。昨日も夕食の後に入ったのだけど、俺はホントは朝風呂派なのだ。


　濡ぬらしたタオルを絞しぼって頭に載のせて、体をゆったりさせながら外を眺ながめる。


　湯船の中からは、じいちゃんの家の庭と、その奥に続く林が一望出来る。他ほかには空と太陽しかない。林の先は村の外なので、誰かに見られる心配も無い。


「間ま違ちがってあいつらが入ってこなければね……っと」


　俺が珍めずらしく独り言を言った、その時。





　ガラリ。





　戸が開いた音。背を向けているので誰が入って来たのか見えない。とはいえ、あの張り紙を無視してまで女子達が入ってくるとは思えないから、碓氷かじいちゃんだろう。俺は振ふり向いて──


「おお、マルよ。邪じや魔まをするぞ」


　そこにいたのは髪かみを下ろし、タオル一枚だけを前に垂らしたインナミさんだった。


「なんでインナミさんが入ってくるんだよ！」


　俺は超ちよう高こう速そくで前に向き直った。けど、インナミさんの肌はだ色いろは目に焼き付いていて、すぐには消えてくれそうにない。俺は叫さけぶ。


「張り紙見てないのかよっ！」


「ん？　表にあった奴やつか？　読んだぞ」


　インナミさんは何を気にする事も無く、檜の桶に入って来た。俺の顔のすぐ横を、半はん透とう明めいの太ももが通り過ぎ、湯に差し込まれる。


「女子は入室禁止って書いてあっただろ!?」


「ほっほ。神様には性別は無いのよ」


「!!??」


　するりとインナミさんは湯船に入り、俺の隣となりで腕うでを伸のばした。


「やはり、ここの朝風呂は格別じゃのう」


　俺が膝ひざを抱かかえて黙だまっていると、インナミさんは不思議そうに聞いて来た。


「どうしたマル。妾わらわに遠えん慮りよする事はないぞ。もっと伸び伸びせんか」


「インナミさんが横にいて伸び伸び出来る訳無いだろ！」


「妾を気にする必要は無い。昔はよく妾がお前を風呂に入れてやっていたではないか」


「昔の話だろ！」


「おや、では今はどうなのじゃ？」


　急に、インナミさんの口調が楽しむような感じになった。細長い指が、そっと俺の肩かたに触ふれる。まだ湯の熱が伝わっていなくて、ひんやりしていた。


「妾と一いつ緒しよに入ると、なにか困る事があるのかのう？　その若い体が反応してしまうか？」


　誘さそいかけるような喋しやべり方は、明らかに楽しんでいる風だった。なので俺は無視する事で抗こう議ぎの意を示した。やがて、


「冗じよう談だんじゃ。良い景色を独り占じめするでない。妾にも朝湯を楽しませよ」


「……いいけど」


　体がかっかと熱くなるのを感じながらも、俺はなんとか平静を保った。もちろん、顔は外を向いたままで、インナミさんの方を見たりはしない。


　少しの間、静かな時間が続いた。林の方で、鳥がホーホーと高い声や低い声を出すのを聞いていた。


　やがて、


「なあ、マルよ」


「なに？」


「おぬし、ほんに良い男に育ったのう」


「なんだよ、突とつ然ぜん」


　インナミさんは「ほっほ」と笑った。


「昨日の竜りゆう之の介すけと洋よう子こを見ておったらな、おぬしが小さかった頃の事を思い出したのよ」


「小さかった頃？」


「おぬしは男なのに大層めんこくてのう。晶あきらとどっちが美人か良くみんなで話したものよ」


「……嬉うれしくない」


「おや、拗すねたか？　案ずるな。マルは今や立派な男じゃ」


　急に、インナミさんが俺の両りよう肩かたに手をかけ、背中に抱だきついてきた。背中に、なにやら柔やわらかな感かん触しよくが伝わる。ええと、その、いや、なんだ。


　耳元で、楽しげな、それでいて艶なまめかしい温度の声がささやく。


「どれほど成長したか、確かめてやろう」


　手のひらが、ゆっくりと俺の胸を撫なでる。肌はだが触れる所が、熱く感じた。


「イ、インナミさん、冗談は──」


「今度は冗談ではない」


　更さらに耳元に近づいて囁ささやかれる。吐と息いきがふわっとかかって、ぞわぞわっとなる。


「なに。今日そなたとは祭りで夫ふう婦ふになるのじゃ。別にそれが今でも構わぬだろう」


「なにが今なんだよ！　俺は構うから！」


　その時、洗面所の方から声が聞こえた。





「あのあの、本当に外から誰だれか見てたりしないんでしょうか？」


「別に見られて困るもんでも無いじゃない。気にしなければいいのよ」


「温泉ー！　朝風呂ー！」





　誰と誰と誰が、戸一枚向こうまで来ているのか、言わずもがなだった。曇くもりガラスの向こうにぼんやりと見えるシルエットは、明らかに何も着ていない。


「なんであいつら入ってくるんだ!?　張り紙にちゃんと──」


「ああ、あの張り紙な」


　インナミさんが今気づいたといった感じに口調を変える。


「あれ、妾が来た時には剝はがれて下に落ちておった。だからゴミ箱に捨てておいたぞ」


「貼り直しておいてよそういう時はっ！　ていうか、まず離はなれてよインナミさん！」


　俺はインナミさんを引きはがそうと、湯船から立ち上がった。





　ガラリ。





　洗面所の戸が開き、るうる、御み剣つるぎ、小こ春はるさんがそこにいた。もちろん全員何も着ていなくて、タオル一枚を垂らしただけだ。


　湯船から出ようとした俺の背中には、インナミさんが抱きついていた。


「……」


　御剣が眉み間けんを押さえたのは一いつ瞬しゆんで、次の瞬間には、床にあったシャンプーボトルを摑み取り、一直線に俺の頭に向かって投げていた。





　朝の風呂場に、気持ちのいい音が響ひびいた。





　　　　◆





「いてて……」


　青あお痣あざが残る頰ほおを押さえると、隣に座っていた小春さんが心配そうにこっちを見る。


「あのあの、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「小春、そんなドスケベ野や郎ろうの心配をする必要ないのよ」


　御剣の刺さすような言葉の横で、るうるがこくん、と頷うなずいている。


　しばらくは許して貰もらえそうにない。俺は曇り空を見上げながらはあ、とため息をついた。


　午前十時。俺達は村の広場に作られた舞ぶ台たいの側そばに座っていた。もうすぐ、祭りが始まる。





　朝、シャンプーボトルが俺の右みぎ頰ほほにヒットした後、風呂場には悲鳴と怒ど声せいが響き渡わたった。


　俺は弁解しようにも風呂桶から出る事が出来ず、それに三人ともさっさと出て行ってくれれば良いのに、るうるは「わたしに黙って女の人とお風呂に入るとか。40ptポイントダウン」とか言いながら一緒に入ろうとするし、御剣も何故なぜか負けじと続こうとするので、小春さんだけがタオルで体を隠かくしながらおろおろしていた。


　インナミさんが説明してくれたので誤解は解けたのだけど、「そもそもなんで犬いぬ海かいがあの人と一緒にお風呂に入っていたのよ」と御剣に言われると、はて、確かになんでだったかと答える事が出来ず、そのせいで心証をより悪くしてしまったらしい。


　そんな訳で、微び妙みようにギスギスしたまま朝あさ風ぶ呂ろは終わり、今に至る。





「すまんのう、たまきはとっくに上がってると思って、皆みなさんに湯を勧すすめてしまった」


　長いすの端はしに座っているじいちゃんが申し訳なさそうに御剣達に言う。


「いえ、おじいさんのせいではありません。犬海に節操が無いのが悪いんです」


　ツンと澄すました顔で御剣が答える。


　そう。俺はインナミさんと話しているウチに長風呂になっていたようで、るうる達がじいちゃんから朝風呂を勧められたのは朝食を終えて七時過ぎだったそうだ。じいちゃんは、朝から俺がいないのは、竜之介達の所にでも遊びに行ったのだろうと思ったらしい。


　やれやれ。おかげで朝食も食べ損そこねたんだ。首筋を搔かいて空腹を紛まぎらわせる。


「ねえ、タマぴょん。あれはなに？」


　碓う氷すいが舞台の中央を指差す。


　木で組み上げられた高さ一メートルくらいの舞台は、割とこぢんまりとした作りになっている。四よ畳じよう半はんよりちょっと大きいくらいだ。まあ、インナミさん一人が踊おどる為ためだけの舞台なんだから、そんなもんだろう。


　その舞台の中央に、木の台座があり、そこに巻物が一個置かれている。大人の腕くらいの太さがある、結構大きな巻物だ。


「あの巻物の事か？」


「うん」


「確か、『書』としか呼び名は無かったような……。あれは、神と人との間に生まれた子供を表してるんだよ」


「子供？　偽ぎ神しん婚こんって、神様と人間の結けつ婚こんの儀ぎ式しきなんでしょ？　もう子供がいるの？　もしかして、出来ちゃった婚なわけ？」


「ええと……」


「偽神婚は三つの儀式からなっておってな」


　俺が言いよどむと、じいちゃんが引き継ついでくれた。


「今から執とり行うのが『授さずかりの儀ぎ』で、インナミ様が子を授かった事を天に感謝しつつ、舞まいと唄うたで村の安あん寧ねいと五ご穀こく豊ほう穣じようを祈いのる。そして、明日行うのが『身み籠ごもりの儀』、その夜行うのが『交わりの儀』、これがインナミ様が冗談で言っておった、二人で添そい寝ねする儀式じゃな。つまり、順序が逆なんじゃよ」


「ははあ……。夜伽をして、身籠もって、子が授かると。でも、なんで逆なんです？」


　碓氷の疑問に、じいちゃんは顎あごをさすって笑った。


「さあなあ。なにしろ、四百年も前から続いてる祭りじゃて、由来もとうに失われているのよ。元は順番に行っていたのか、最初から逆だったのか、それすらもうわからん」


「いんなみさまに聞けば教えてくれないかな？」


　るうるが小首をかしげて聞く。


「ほお、それは考えもせんかったわい。今度聞いてみるといい」


　こくん。嬉しそうに頷くるうる。


　じいちゃんは微笑ほほえんで頷き返すと、急に手を打った。


「おお、そうじゃ、忘れておった。舞の終わりにの、インナミ様はあの『書』を舞台の外に投げるのよ」


「子供の見立てをですか!?」


　碓氷が驚おどろくと、じいちゃんが笑った。


「外に飛び出すほど元気に育ったという事を天に示すんじゃ。でな、この『書』を、地面に落とさず受け取った者は、その年に良りよう縁えんに恵めぐまれると言い伝えられておる」


「良縁ですか。良い相手に恵まれるって事ですよね。結婚式のブーケみたいですね」


「あんたらも、取れそうだったら頑がん張ばるといい。ただし、取って良いのは女だけじゃ」


「面おも白しろいなあ。ねえ、御剣さ──うっ」


　御剣に話題を振ふろうとして振り向いた碓氷が言葉に詰つまる。俺も振り返る。


「良縁」


「良縁……」


「りょうえん……」


　御剣、小春さん、るうるが、ぶつぶつと呟つぶやいている。なにか闘とう争そう心のようなオーラすら、三人の中から湧わき上がっているのを肌で感じた。


　三人とも燃えるような瞳ひとみで、舞台の真ん中の「書」を一心に見つめている。


「恨うらみっこ無なしよ、小春、水み那な斗と」


「今日は負けません」


「勝負は時の運なの」


　いつも部室でゲームしている時とは、明らかに別種の、勝ちに向かう女達の姿が、そこにはあった。


　なんだ、これ？





　　　　◆





　やがて、舞台の周りの椅い子すが村人で埋うまり、ざわざわと活気に満ちてくる。俺達はまだ空すいているうちから場所取りに来てたから、最前列に座っていた。


　舞台の後ろの方に作られた階段から、黒装束の人が二人上のぼってきて、四角い舞台の角に向かい合うように座り、手にした鼓つつみを叩たたき始める。





　ポンッ。ポンッ。





　この音が、これから二日にかけて行われる偽神婚の始まりの合図だ。


「なんか、降りそうな天気ね」


　御剣が空に視線を向ける。確かに、空を覆おおう雲は色を黒くしながら増えていて、さっきよりも風が強くなっている気がした。朝はあんなに晴れていたのに。


　そういえば、インナミさんが、今日から天気が崩くずれるって言ってたな……。


「あれ？」


　碓氷が俺を見る。


「タマぴょん、婿むこさん役なんだよね」


「いつの間にか、そうなってたみたいだな」


「なんでここにいるの？」


　俺は小さく息を吐はいた。


「インナミさんの旦だん那なは、子供の顔を見る前に戦いくさに出て、戦死したらしいんだ。だから『授かりの儀』には婿役は参加しない。俺の出番も無い」


「なるほどね。じゃあ、さしずめ今のタマぴょんは幽ゆう霊れいで、自分の子供をそっと見に来ている訳だ」


「まあ、そうとも、言える、のかな？」


　よく分からない。授かりの儀の時に、婿役が何を思ってるかなんて、今まで考えた事も無かった。


　舞台をもう一度見る。舞台中央の台座に置かれている「書」に視線が行く。


　あれが、俺とインナミさんの子供か……。


　って、いやいやいやいや。違ちがう違う。俺じゃなくて、婿役だ。何を考えてるんだ俺は。


「あ、いんなみさま」


「え!?」


　急にインナミさんの名前が出て思わず反応してしまう。


　るうるが小さな手で階段を指差す。


　インナミさんが、ゆっくりと階段を上がってくる所だった。


　昨日と同じように着物を何枚も重ねて、おひな様みたいに下半身がふくらんでいた。違うのは、その着物が明るくて、色とりどりの布を重ねているという事。学校で学んだ十じゆう二に単ひとえや、それこそ、おひな様のような雰ふん囲い気きだった。


　狐きつねの面はしていない。あれは狐追いと呼んでいる鬼おにごっこの時だけの装束だ。


　小春さんが不思議そうに言う。


「あのあの、インナミ様、昨日より、背が低く見えるような……？」


「インナミさんはいつも歯の高い下げ駄たを履はいてるんだよ。今はこれから舞を見せるから、脱ぬいでるんだ」


「ああ、なるほど……」


　二人の女性が、着物が地面に擦すれないよう、後ろで裾すそを持ち上げながら、インナミさんが階段を上がりきるのを待っている。


　鼓は、叩く間かん隔かくは変わらないままに、少しずつ、少しずつ、音を大きくしていく。


　そして、インナミさんが階段を上りきった時、一番大きな音を叩いて終わる。





　ポォンッ！……





　残ざん響きようが、遠くの山に吸い込まれて消えると、二人の男は静かに舞ぶ台たいから下りていく。





　ポツンッ。





　水すい滴てきが俺の肩かたを叩いた。雨が降りだしたようだ。


　と、その時。インナミさんが空を見上げ、両手を上に差し上げた。


　すると。


「おお……！」


　観客席からざわめきがあがる。


　空が、動いていた。


　黒い雲が一方向にうねうねと動き、雲がちぎれ、別の雲と繫つながった。時折、ぱらぱらと雨が落ちてきたり、勢いを増したり、急にやんだりした。


　しばらくそれが繰くり返された後、突とつ然ぜん、雲の幕に裂さけ目が現れ、そこから舞台に向かってさあっと光が差し込んだ。


　途と端たんに、雲の動きが止まった。


　黒い雲から零こぼれるように、まるでピンスポットライトみたいな光が、舞台とその周りを照らしている。


　その真ん中で、インナミさんが両手を広げて微笑んでいる。


　とても、幻げん想そう的な光景だった。


「インナミ様は天候を少しだけ操あやつれるんじゃ」


　じいちゃんが説明する。けれど、俺達はその力を昨日も見たばかりだった。


　それでも、るうる達は、ぼんやりした目で、舞台を見つめていた。


　観客席のざわつきが収まってから、インナミさんは唄い始める。


　朗ろう々ろうと、けれど、繊せん細さいに。


　伴ばん奏そうは無い。にも拘かかわらず、まるで吹ふいている風や、その風が揺ゆらす木々の擦れる音が、インナミさんに合わせて唄っているように聞こえた。


　その肌はだよりも透すき通る声が、広場全体に響ひびき渡わたる。


　インナミさんは唄いながら、台座に置かれた巻物を、まるで赤ん坊ぼうを抱だき上げるように、大事に、そっと、両手に抱かかえ持った。


　そして、ゆっくりと、舞まい始めた。


　舞と言っても、型がある訳では無い。どちらかというと、赤ん坊をあやしながら、その顔を観客に見せて回るような、そんな振る舞いだった。


　子を授かった事を伏ふして天に感謝しつつも、その嬉うれしさを隠かくしきれず、村人達に片端から子供を見せて回りたい。私の子なのよ、あの人との間に生まれた子なのよ、と。


　インナミさんの声からも、表情からも、その慈じ愛あいがにじみ出ていた。


　唄うたの方は、言葉が古すぎて、俺にはなんて唄っているのか分からない。


　そういえば、昔じいちゃんが「あれは、恋こいの唄だ。しかも、悲しい唄だ」と言ってたな。


　去年までは、インナミさんはあんなに嬉しそうに唄っているのに、なんで悲しい唄なんだろうと不思議に思っていた。


　子供が生まれた時、男は既すでに戦死していたのだという。それが悲しさの理由だろうか。


　多分、違う。


　何故なぜなのかは分からないけど、今の俺は、その悲しみを理解出来るような、インナミさんが唄に込める切なさが、心まで伝わってくるような、そんな気がした。ホント、何故なのかは、分からないけど。


　ただ、胸の所が熱くなって、少し、苦しかった。


　やがて、唄は終しゆう盤ばんに入る。この後、「書」を観客席に投げて、授さずかりの儀ぎは終わる。


　俺は、ふと隣となりを見た。るうるも御剣も、舞台で踊おどるインナミさんを見つめていた。多分だけど、二人ともインナミさんが「書」を投げるタイミングを待っている。


　けれど、小春さんだけは、ちょっと様子が違った。二人とは違って、インナミさんの舞まいと唄に見入っていた。熱っぽい、興奮気味の視線を舞台に向けている。息も、少し大きめにしている。


　いつもの、小春さんが可愛かわいい物を見た時の反応かとも思ったのだけど、ちょっと違う。憧あこがれというか、陶とう酔すいというか、あるいは心しん酔すいなのか、あまり見た事が無い顔をしていた。両手はしっかり握にぎり、顔も頰ほおが少し赤くなって、額に汗あせが滲にじんでいるように見えた。


「素す敵てき……」


　小春さんが、思いが強く籠こもった口調で呟く。誰だれに言ってるのでもなく、思った事がそのまま口から出ているみたいだった。


「私も、インナミ様みたいな恋がしたいな……」


　少し熱に浮うかされているような声。小春さんにはインナミさんの唄の意味が分かったのかな。それとも、立ち振ふる舞いから感じ取る物があったのかも。


「私も、インナミ様みたいに子供が欲しいな……」


　思わずドキリとするような発言だけど、小春さん自身は自分が喋しやべっている事にも気づいていないみたいだった。


「こ、小春さん？」


「私も──」


　俺が呼びかけているのも聞こえていないようで、小春さんは目を細めて、憧れるように言った。


「──インナミ様みたいに、なりたい」


　と、その時。





　唐とう突とつに、唄が止まった。





　明らかに、唄は盛り上がっている途と中ちゆうで、急に途切れた感じだった。舞台を見ると、台座の手前、ほぼ中央に立っているインナミさんが、驚おどろいたような顔をしていた。それは、唄をやめた自分自身に驚いているように、俺には見えた。


　何が起きたのだろうと俺が考えるよりも早く、インナミさんが口を開く。


「おぉっ？　な、なんじゃ、これは？」


　同時に、インナミさんの体が、まるで何かの力で引っ張られるみたいに、ツッ、ツツッと、舞台の上を滑すべり始める。ひな人形が、傾かたむいた板の上を滑り落ちていくみたいに一方向へ。もちろん、舞台は傾いたりはしていなかった。


「え、こっちに来る？」


　碓氷の言う通り、向かってくる方向は、俺達の座っている席の方だった。インナミさんが滑ってくる。徐じよ々じよに、速度が増しているように見えた。


　と、同時に、こちら側でも異変が起きた。


「ひゃっ、ひゃいっ!?」


　急に変な声を上げて、小春さんが立ち上がった。どちらかというと、椅い子すから跳はね起きたくらいの勢いだった。


　小春さんは首を左右に振ふって、驚いた表情で自分の体を見ている。


「か、体が、勝手に動いっ、てっ！」


　一歩、小春さんの体が、何かに引っ張られるように前に出る。また一歩。そこで、両手を広げる。


　目の前には、インナミさんの姿が迫せまっていた。


「なんなんじゃこれは!?」


「なんなんですかこれ!?」


　二人の叫び声が同時に聞こえ、インナミさんは舞台から飛び出して、両手を広げて待ち構えている小春さんの方に真っ直すぐ飛んできた。


　二人の頭と頭、おでことおでこが、綺き麗れいに衝しよう突とつする。





　ゴチンッ。





　少し離はなれていても痛そうな音が聞こえた。何重もの着物が小春さんの上に被かぶさって地面に小山を作り、二人の姿が見えなくなった。


「インナミ様が落ちた！」


　じいちゃんが叫さけび、いち早く着物の山に駆かけつけた。俺も急いで向かう。


　様々な色の布がもごもごと動いている。着物が邪じや魔まで動けないみたいなので、俺とじいちゃんはとりあえず被さっている着物をはがしていった。


　すぐに、小春さんが七色の布の隙すき間まから顔を出した。


「小春さん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「は、はいい～。おでこが痛いです～。なにがあったんでしょう～？」


　目を回しながら小春さんが答える。俺は手を貸して、小春さんを立ち上がらせた。


「怪け我がとかしてないか？」


「なんだか変な感じですう～」


　小春さんの言葉はどこかふわふわしていて、いつもとちょっと様子が違ちがった。


　その時、じいちゃんが叫ぶ。


「インナミ様がおらん！」


　は？　と、思って横を見ると、じいちゃんが両手で着物を握って立ち尽つくしている。


「じいちゃん何言ってんだよ。インナミさんの着物はじいちゃんが手に持ってるだろ」


「着物しか無いんじゃよ！」


　え？


　じいちゃんが握っている着物を目で辿たどると、それは全部足あし下もとに落ちて、幾いく重えにも重なっていた。


　俺は意味が分からなくて、その着物の小山に飛びかかって、両手でめくり上げた。


　地面が見えた。


　着物の主が、いない。


　インナミさんが、いない。


「インナミさんっ!?」


　俺が思わず叫ぶ。


　と、





『なんじゃ重しげ次じ郎ろうもマルも、さっきから騒そう々ぞうしい。妾わらわなら目の前におるではないか』





　俺とじいちゃんは同時に声のした方を見た。集まって来たるうる達も、村の人達も、そっちを見た。


　そこに、インナミさんはいなかった。


「へっ!?」


　そこには、驚いたように瞳ひとみを大きくして口を押さえた、小春さんがいるだけだった。


「あのあの、今、私、何を……？」


　直後、小春さんが、まるで違う口調で喋り始めた。


『なんじゃ、おぬしらじろじろと見て。それに重次郎、何なに故ゆえ妾の着物を持っておる』


　小春さんが驚いた顔で、また慌あわてて両手で口を塞ふさぐ。


「小春……さん？」


　俺が聞くと、小春さんは震ふるえる声で、


「は、はい」


　と答えた。


　次にじいちゃんが、


「インナミ……様？」


　と聞くと、小春さんが、それに答えた。


『なんじゃ？』


　全員が無言になる。


　小春さんは、自分の手を見たり、体や、顔を両手で触さわり、やがて言った。


『ふむ、どうやらこの娘むすめの体に、入ってしまったようじゃわい』


　あまりにも何気ない言葉に、俺を含ふくめ、周りの人間は啞あ然ぜんとして小春さんを見つめる。





　ポツッ。





　頭の上に、雨あま粒つぶが落ちる。見上げると、いつの間にか青空は無くなっていて、空は雨雲が覆おおい尽くしていた。


　やがて、雨は本降りになった。





　　　　◆





　一時間後。


『そう気にする事でもなかろう。ちょっとした事故じゃ』


「そそそそ、そんな事言われてもぉ～!!」


　さっきから小春さんが一人で会話をしている。


「～♪」


　るうるは一人嬉うれしそうにしている。


「どういうロジックだって言うのよ……」


　御剣はさっきから頭を抱かかえてぶつぶつ呟つぶやいている。


「いやあ、タマぴょんの田舎いなかは面おも白しろいアクシデントが多いねえ」


　碓氷はそれほど深刻に捉とらえていないようだった。


「はてさて、どうしたもんじゃろのう」


　じいちゃんがそう言って腕うでを組むと、小春さんがじいちゃんに笑え顔がおを向けた。


『別に妾はこのままでも一向に構わんぞ』


　と、すぐにその笑顔が泣き顔になって叫ぶ。


「わたわた、私が困りますっ！」





　インナミさんが消えて、じゃなくて、インナミさんが小春さんの中に入ってしまって、また雨が降り出してしまったのもあり、授さずかりの儀ぎはひとまず終わりとして、村の人達は家に帰った。


　俺達欧おう文ぶん研けんのメンバーも、じいちゃんと一いつ緒しよに一旦家に戻もどった。村の人達は小春さんを問い詰つめたかったみたいだけど、じいちゃんが取りなしてくれた。


　そんな訳で、俺達はまた囲い炉ろ裏りを囲んでいた。すぐ側そばに、畳たたまれたインナミさんの着物があった。


　ちなみに、インナミさんが舞ぶ台たいから飛び降りる直前、持っていた「書」は空中に投げ出され、たまたまそれをるうるがキャッチした。さっきからるうるが嬉しそうなのはその為ためだ。今も小さな両手で巻物を抱だきしめている。事態の深刻さはあまり気にしてないらしい。


「ええと、だな。状じよう況きようをまとめよう」


　俺はこめかみを押さえながら話し始めた。


「インナミさんは、小春さんの中に入っちゃった、ん、だな？」


『そのようじゃのう』


「そうみたいです……」


　表情をころころ変えながら、インナミさんと小春さんが交こう互ごに喋しやべる。


　……ええと。他ほかになにを聞けばいいんだろう。


　俺が考えていると、向かいに座っていた御剣が身を乗り出した。


「インナミ……様は、小春の体を動かせるの？」


　御剣は、まだインナミさんを呼ぶのに少し抵てい抗こうがあるようだった。


『ふむ、やってみよう』


　すると突とつ然ぜん、小春さんの両りよう腕うでが前に伸のびる。


「え？」


　疑問の声が漏もれると同時に、その両腕が自分の胸を鷲わしづかみにした。


　むにっと音が聞こえそうな感じで、広げた十本の指が柔やわらかな胸むな元もとに埋うまる。


「きゃあ！」


『おお、動かせるようじゃの』


　そのまま、指は小春さんの胸を揉もみしだき始めた。


「ななななな、なにをするんですかぁっ!?」


　胸をぐにぐにと揉む指に、視線が吸い込まれる。


「やややや、やめて下さい！」


『良いではないか。減る物でなし』


　声ではそう叫んでも、弾だん力りよくを楽しむかのように動き回る指は止まらない。


「はうううう！」


『しかし小春よ、おぬしなかなかの物をもっておる。妾わらわと良い勝負じゃ。さわり心地ごこちも申し分ない。この年でこうなら、もっと大きくなるぞ。これは男がほうっておくまい』


[image: ]


「やめやめ、やめて下さいってばあ！」


　小春さんが真っ赤になって懇こん願がんし、ようやく両手が胸から離れた。


『ふむ。妾が動かしている間は、小春は動けないようじゃな』


「ふええん。もうお嫁よめに行けません……」


　うなだれる小春さん。


「行動優先権は、インナミ様にある訳か……」


　独り言を呟いた後、御剣は俺にジト目を向けた。


「犬海も碓氷も何ガン見してんのよ。こういう時は目を逸そらすのが礼れい儀ぎでしょ」


「５ptポイントダウン」


　巻物をぎゅっと抱きしめながら、るうるも俺を睨にらむ。俺が悪いのか……？


「ええと、インナミ様は、小春さんの外に出られないのかな？　つまり、元の姿に戻れないんでしょうかって事なんですけど」


　碓氷が笑顔で聞く。喋り方がらしくなく回りくどいのは、こいつも小春さんの揉みしだかれる胸をガン見してしまった事の焦あせりから来ているのかもしれない。


　小春さんは少し真面目まじめな顔になって、腕を組む。


『ううむ、分からんな。そもそも、何故妾が小春の中に入ってしまったのかが分からん。入った理由が分からんので、出る方法も想像がつかん』


「そ、そんなあ」


　涙なみだ目めうるうるの小春さんはそれはそれで可愛かわいらしかったのだけど、今はそういう感想を抱いている場合じゃなかった。


『お、そうじゃ』


　インナミさんの言葉に、全員の視線が集まる。期待の視線に気づいて、インナミさんは頭を押さえて苦く笑しようする。


『いやすまん、あんまり関係の無い事じゃ。小春の体に入ったせいで、妾はどうやら力を使えなくなってしまったようじゃ。天気を操あやつれん』


　入り口を指差す。家の外では、静かに雨音が響ひびいていた。そういえば、この雨が降り出したのは、インナミさんの姿が消えたすぐ後だった。


『まあ、この後の祭事はどちらも屋根の下でやるからの。問題はあるまいて』


　その言葉に、じいちゃんが真面目な声で答える。


「しかし、インナミ様が姿を現せられないのでは、祭りの進めようがありません」


『言っておろうが重次郎。何も問題は無い』


「と、言いますと？」


『このまま出れば良い』


　インナミさんの言っている事が、最初よく分からなかった。


『ん？　皆みな、何を呆ほうけておる。この通り体は動かせるのじゃから、祭りの進行に問題は無いであろう？』


「ええと、それって……」


　碓氷が頰ほおをかきながら若じやつ干かん引きつった顔をする。


「小春さんが、残りの祭事で神様の役をやるって事ですよね。あの、見た目としては」


　インナミさんは少し考えてから答えた。


『まあそうなるな。それも問題なかろう。見た目だけの話じゃ』


「むりむり無理無理ですうっ！」


　急に小春さんが出てきて首をブルブル振ふる。


「わたわた、私っ、人前に立って喋ったり唄うたったり出来ません！」


『全部妾がやるから大だい丈じよう夫ぶじゃ。小春は立って前を向いていれば良い』


「それが無理なんです！」


　考え込んでいたじいちゃんが、ずいと、前にでる。


「小春さん。申し訳ないが、明日一日だけ我が慢まんしてくれんか。偽ぎ神しん婚こんはこの村にとって、とても大切な物なんじゃ。最後まで、やり通さねばならん」


「そんな事、言われても……。そんな大切な役、私には、とても……」


　俺は御剣に「どうしたらいいと思う？」と聞いた。御剣はふるふると首を振る。


「ああ見えて、小春は頑がん固こだから。一度意地を張っちゃったら、うんとは言わないわね」


「だよなあ……」


　隣となりの碓氷を見ると、胸の前でバツ印。「僕には対処出来ません。隊長」のサイン。


「どうしたの？」


　いつのまにか、るうるが俺の後ろにいた。まだ巻物をしっかり握っている。俺は聞く。


「なあるうる、小春さんに、祭りに出て貰もらえるよう頼たのめないか」


　るうるは、小さな指を顎あごにあてて、少し考えてから、


「できる、と思うけど」


「ホントか!?」


　こくん。


　るうるは頷うなずいた後で、二つの瞳ひとみを少し俺に近づけた。


「でも、タマキは、それを望むの？」


　ん？　どういう意味だ？


　俺はしばらく考えてから、「そうだ」と言った。


「俺もこの村の人間だ。祭りが最後まで行われる事を望んでいる」


　るうるはしばらく俺を見つめていた。その瞳には、何故なぜかほんの少し、３％くらい、嫉しつ妬との色が混じっているように見えた。ん、気のせいかな。


　こくん。


「わかった」


　るうるは、俺に「持ってて」と言って、大事そうに巻物を寄越した。そして、顔を真っ赤にしている小春さんの横にとてとてと歩いて行った。


「アイ」


「あ、水那斗さん～。助けて下さい～。私には無理ですよお～」


　涙目でるうるにしなだれかかる小春さん。


「耳、貸して」


　るうるは両手で口を隠かくして、小春さんになにやら喋った。


　と、途と端たんに、小春さんの顔が見た事無いほどの喜びに満ち溢あふれた物になった。


「な、なんだ？」


　ただ、それは一いつ瞬しゆんで、小春さんはまた顔真っ赤な状態に戻る。けれど、その瞳には、ふつふつと湧わき上がる、情念のような物が溢れ出ていた。


「こ、小春さん？」


　俺が声をかけると、小春さんは下を向いたまま、呟つぶやいた。


「……や、やらせて頂きます」


『おお、その気になってくれたか！』


　インナミさんが喜ぶ。


「あのあの、上手うまく出来る自信とか全然無いんですけど！　せせせせ、精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばりますからっ！」


『おうおう、その意気じゃ。ほっほ』


「ありがたい。小春さん。恩に着ます」


　インナミさんとじいちゃんが喜ぶ中、瞳に自じ慢まん70％を満たしたるうるが足取り軽く帰ってきた。俺は、あまりに簡単に小春さんが説得されたので、逆に不安になった。


「るうる……」


「なあに？」


「お前、小春さんに何を言ったんだ？」


「お泊とまりの約束」


「は？」


　るうるは、両手を頭の上に載のせ、ぴょこんと曲げた。ウサギの耳のポーズ。そのまま喋しやべる。


「神様をやってくれたら、わたしと言こと乃のが、アイの家に行って、ウサギのパジャマでお泊まりしてもいいよって、なんでもお願い聞いてあげるよって、言ったの」


「なんでそこでアタシの名前が出てくるのよ！」


　御剣が瞬しゆん時じに激高する。


「だってみんなでお泊まりした方が楽しいもん。あ、タマキと碓氷君も行く？」


　碓氷はたははという顔をした。


「……『なんでもお願い聞いてあげる』あたりに、反応したのかな、小春さんは」


「……深くは考えまい」


　問題を先送りにしただけな気がするけど、とりあえず祭りは続行出来そうだ。


　るうるが両手を頭から離して、俺の方に差し出す。


「巻物、返して」


「いいけど、いつまで持ってるつもりだ？」


「いいのー」


　呆れつつ俺が巻物をるうるに手渡した、その時、





　ガラリ。





　戸が開き、雨あま合ガツ羽パを被かぶった小さな子供が二人、土間に駆かけ込んでくる。黄色いフードをガバリと取った二人は、もちろん竜之介と洋子だった。竜之介が叫さけぶ。


「インナミさま！　インナミさまは大丈夫なの!?」


　首を大きく振って部屋を見み渡わたす。洋子も同じようにしてから、首をかしげる。


「いんなみさま、いないの？　おとうさんが、しげじいの所に行ってるって言ってたのに」


　俺達は思わず顔を見合わせ、小春さんを見た。


　小春さんは黙だまってニヤニヤとしている。あの笑い方はインナミさんだ。教えてあげるつもりは無いらしい。むしろ、チラチラと俺に視線を送ってくる。お前が言え、という事か。


　俺はため息をつき、なんと説明すれば伝わるのだろうかと思いながら口を開く。


「あのな、お前達。インナミさんは今──」


　まだ喋っている途と中ちゆうだったのに、急に竜之介が靴くつを履はいたまま、濡ぬれた雨合羽も脱ぬがずに、床に飛び乗った。


「おい、竜之介──」


　竜之介は俺の言葉を聞かずに、一直線に走り、


　そして、なんと、小春さんの前に立った。


　インナミさんはまだニヤニヤ笑いのまま、目の前の竜之介を見つめている。


　しばらくその顔を眺ながめていた竜之介は、小さく頷いてから、真面目な顔で、言った。


「インナミさま……？」


　じいちゃんが目を丸くする。御剣や碓氷も驚おどろく。もちろん俺もだ。


　るうるは、じっと竜之介を見ていた。


「りゅうくん、なに言ってるのよ！　その人は小春お姉ちゃんでしょ！」


　一いつ生しよう懸けん命めい靴くつを脱ごうとしていた洋子が怒おこる。


　しかし、竜之介は真面目な顔のまま、もう一度言った。


「インナミさま……でしょ？」


　すると、急に小春さんの両りよう腕うでが前に伸のび、ガバッと竜之介を抱だきしめた。


『正解じゃ！　よくぞ見た目に惑まどわされる事無く、妾わらわの魂たましいを見み出いだした！』


　竜之介は両手でぎゅうぎゅう抱きしめられ、小春さんのはち切れんばかりの、それでいてマシュマロよりも柔やわらかそうな胸の谷間に小さな顔をぐにぐにと埋うずめている。大変羨うらやましい、じゃなくて、呼吸困難を起こしそうな光景だった。


『竜之介はまっこと男の中の男じゃ！　このまま育てばもっといい男になるぞ！　早く妾の婿むこ役になれるまで育て！　その時は技巧の粋を尽くして大人の世界を教えてやるでの！』


　なんか初めはかっこいい事言ってたけど、段々おかしくなってきたぞ。俺は竜之介をインナミさんから引き剝はがすべく、インナミさんの側そばに座った。


『どうしたマル。なんじゃ、お前もして欲しいか。まったく、男はいつまでも子供じゃのう。ほれ、こっちへ来い』


「え、いや違──」


　ぐいっと手が伸びて来て、俺も竜之介と一いつ緒しよに胸に抱き込まれる。想像より遥はるかに柔らかいその感かん触しよくに俺は楽園とはここにあったのかと思い始めていた。


「だめーっ！」


　るうるが怒って俺の肩かたをむんずと摑つかんでひっぱる。こういう時だけ出る怪かい力りきによって、俺の顔は惜おしくも楽園から追放されて行くのだった。





　ごろん。





　るうるが俺を引き剝がす為ために手を離はなした為、持っていた巻物が床に転がる。すると、


『おおっと、それは大事な物じゃからな。あまり手て荒あらに扱あつかわんでくれよ。竜之介、取ってくれるか』


　竜之介は素す早ばやく巻物を持ち上げ、伸びて来た手にそっと渡わたした。竜之介が聞く。


「これ、なに？」


『祭りで見た事があるじゃろう。「書」と言ってな。神様の子供を表すんじゃ』


「なにが、書いてあるの？」


　言われて、小春さん、いや、インナミさんは、少し遠い目をして、微笑ほほえんだ。


『物語じゃ。昔々の昔話が、その時を生きた男と女の話が、記されておる』


　竜之介は「ふうん」と、分かったような分かって無いような返事をする。すると、インナミさんは両手で「書」を撫なでながら、にんまりと笑った。


『これはな、夜よ伽とぎで使うんじゃよ。妾とマルが愛し合ったという印なんじゃ』


「なっ！」


　子供になんて事話し出すんだこの色ボケ神様はっ！


「よとぎ……？」


　竜之介が首を捻ひねる。そりゃそうだ。意味など知るまい。知っていたら困る。


　インナミさんはそんな竜之介を見て、「ほっほ」と笑い、その頭を撫でた。


『今は意味など分からなくとも良い。妾わらわと夜を共にしたければ、竜之介がもっと学び、もっと大人の体になってからでも十分間に合う。というか、妾もその方が楽しみ甲斐がいがあるという物じゃ』


「またそういう事を言う……」


　俺がため息をつくと、インナミさんは更さらにニヤニヤと笑った。


『妬やくでない。相手は子供じゃ。祭りが終わるまでは妾はマルの従順な嫁よめよ。約束じゃ』


「妬いてないしそんな約束もいらない！」


　俺とインナミさんが漫まん才ざいみたいなやりとりをしている間、竜之介はうつむいていた。夜伽の事をまだ考えているんだろうか。出来れば忘れて欲しい。


　ボオンと、壁かべの時計が鳴る。午後三時だった。


　じいちゃんがよっこいせと言いながら立ち上がった。


「わしは村の連中に明日からの事を説明せねばならん。インナミ様、それと小春さん、一緒に来て貰もらえるか」


　言われて、「はははははい」と答えたのはいつもの小春さんだった。


　竜之介の頭から手を離し、立ち上がる。


　と、その時。ふと視線を感じて、入り口の方を見た。


　洋子が、じっとインナミさんを見つめていた。


　その手が、ぎゅっと握にぎられていた。





　　　　◆





　午後七時。喧けん噪そうと笑いに包まれる大部屋の一角で、俺達は取れたての山菜や、鹿しかの肉の味を楽しんでいた。周りでは大勢の大人達が楽しそうにお酒を飲んでいる。


「ごはんがおいしい！」


　るうるが茶ちや碗わんを片手に口をもぐもぐしながら言う。瞳ひとみには幸福と驚きが浮うかんでいた。


　周りから新しん婚こん生活をからかわれていた修しゆう助すけさんが、るうるの言葉に振ふり返って、嬉うれしそうに言った。


「そりゃそうじゃ。うちで作った米だからな。おかわりいくらでもあるで、腹はら一いつ杯ぱい食べていきんしゃい」


「うん！」


　嬉しそうに身を乗り出して、こくこく頷うなずくるうる。服が味み噌そ汁しるに付きそうだったので、俺は慌あわててるうるのお膳ぜんを動かした。





　授さずかりの儀ぎが終わったその日の夜は、村長さんの屋や敷しきで、村の人を集めての宴えん会かいになる。主しゆ賓ひんはもちろんインナミさんだ。それはつまり、小春さんが主賓として扱われるという事を意味していた。


　俺達は今日の夕食をそこで頂く事になった。本来は、宴会は村の人間だけで執とり行うので、るうる達は他ほかの観光客と同じく参加できないのだけど、小春さんが一人では不安だろうというインナミさんの配はい慮りよで、全員でお呼ばれする事になったんだ。


　村長の家は、部屋と部屋の間のふすまを外す事で、五十畳じようくらいの大部屋が出来るようになっていて、そこにお膳と座ざ布ぶ団とんが並び、村の人達が集まっていた。


　部屋の端の上座にはインナミさんの席があって、そこに、あの幾いく重えもの着物を重ね着した、小春さんが座っていた。


　正直、宴会の最初の方は、ぎこちない空気が漂ただよっていた。皆みな一応話は聞いていたものの、やはり小春さんを一目見ても、それがインナミさんだとは考えにくいからだ。


　宴会の最中、村人は順番にインナミさんの所に行って話をする風習があるのだけど、これも最初はぎこちない感じだった。


　けれど、一人ずつインナミさんと話しているうちに、その喋り方や立ち振ふる舞まいから、そこに座っているのがインナミさん以外の誰だれでも無いという事をみんなが納得し、そこからはいつもの和なごやかな宴会の雰ふん囲い気きになっていった。ま、みんなお酒を飲んでどうでもよくなっただけかもしれないけど。





　そんな訳で、初めはどうなるか不安だったけど、今は気にせず夕食を楽しんでいる。


「ねえ、タマぴょん」


　碓氷がおちょこに入ったなにやらを飲みつつ俺に聞く。


「なんだ？　お前顔赤いぞ」


「気のせいだよ。それよりさ、あれは、何を話しているの？」


　碓氷の目線を追うと、そこには着物でふくれた小春さんが座っていた。


　薄うす紫むらさきの着物をまとい、髪かみも和装に合わせて結ゆい直した小春さんは、いつもは見えない首筋があらわになっていて、それがセクシーで、大人っぽい艶つやを感じさせた。


「見とれてる。３ptポイントダウン。もぐもぐ」


　おかわりしてもらったご飯を頰ほお張ばりつつ、るうるがジト目を向けるけど、気にしない。


　ちょうど、次の家族がインナミさんの前に座る所だった。一礼してから何事かを話すと、インナミさんが盛大に笑い、そして何かを言い返す。しばらく喋しやべった後、一家は立ち上がり、また一礼して去っていく。


　俺は碓氷に答えた。


「特に何を話してる訳でもないよ。子供が中学生になりましたとか、リウマチがつらいですとか、今年も豊作になって感謝してますとか、そんな感じかな。それを聞いて、インナミさんがちょっとしたアドバイスをするんだ。こっちも大した事じゃなくて、風邪かぜに気をつけろとか、朝湯をしろとか、そんなの」


「へえ。あんま神様らしくないね。もっと厳おごそかに『神しん託たくを下す！』みたいのかと思った」


「インナミさんは、そういう神様じゃないんだ。たまに、困っている人が相談したりもするんだけど、そういう時は話を聞いてあげるだけで、答えを教えたりしないんだ」


「なんで？」


「『人間は自分の力で道を開くべきで、神様なんぞに頼たよってはいけない』……だったかな」


「うは、神様にそう言われたら、自分で頑がん張ばるしかないね」


　碓氷が笑うので、俺も笑った。


「ま、そういう事だな」


　碓氷の隣となりには御剣がいて、御剣は真しん剣けんな顔で、じっとインナミさんと村人とのやりとりを眺めていた。まだ、インナミさんの事を疑っているんだろうか。


「たまきよ」


　離れた所で村長さんと話をしていたじいちゃんがやって来る。


「お前さん達もインナミ様と話して来なさい。変な感じじゃろうが、風習だでな」


「ああ」


「みんなでまとめて行くといい」


　俺が立ち上がると、碓氷が「何を話そうかなあ」とか楽しそうに言ってそれに続く。


「ほらるうる、行くぞ、箸はしを置け。また後でいくらでも食えるから」


　るうるがむーって顔をしながら茶碗とお箸を置いて座布団の上に立ち、御剣に言う。


「言乃。行こ」


　るうるの呼びかけに答える事も無く、御剣はじっとインナミさんを見続けていた。


　やがて、ふっと視線を落とし、無言で立ち上がる。





　前の人が下がるのを待って、インナミさん、というか、小春さんの前に立った。


『よお、マルよ。楽しんでおるか』


　インナミさんが楽しげに言う。顔が赤い。お膳にはとっくりが置かれていた。


「ああ。でも、小春さんは大だい丈じよう夫ぶ？　大変じゃないか？」


　と、小春さんの表情が見慣れた物に変わる。


「私は、黙だまってるだけですから、大丈夫です。ありがとう。犬海君」


『小春はよくやっておる』


　うむうむと頷く顔は、もうインナミさんの物に戻もどっていた。


　インナミさんを囲むように、俺達は座った。インナミさんは、ゆっくりと見み渡わたした後、御剣に話しかけた。


『言乃よ。まだおぬしは妾の事を信じられぬか』


　静かな問いかけだった。御剣は、じっと見返したまま答えなかった。


　インナミさんは、そんな御剣を見て、ふっと微笑んだ。


『見た物を信じろとは言わぬ。妾わらわを信じろとも言わぬ。しかし、妾を慕したう者を責めないでやってくれ。その者達には罪は無い』


　そう言って、広間に集まっている村人達に、愛いとおしそうな視線を向け、そしてまた御剣を見た。御剣がゆっくりと口を開く。


「アタシは、アタシの信じる世界から外れた物を許容するつもりはない。今でも、あなたが神様だとは思ってない」


　御剣はそう言った後、「……でも」と続けた。


「でも、村の人達はあなたを神様だと思っているし、慕ってる。そして、それで誰かが困ってたり、騙だまされてたりする訳でも無いみたい。なら、アタシはここで特に何をする理由もない。あえてあなたの事を暴あばき立てても、アタシにはなんのメリットも無いもの」


『ふむ』


　インナミさんは少し考えてから、にやりと笑った。


『つまりこうか。妾がなにかイカサマを働いて神様を演じているとして、それが明るみに出たら村の民たみが悲しむ。それを見たくないから、正体を暴くのは避さけると。そういう事か』


「まあ、そうなるわね」


　ぶっきらぼうに答える御剣に対し、インナミさんは、すっと目を細めた。


『言乃よ、お前は優やさしい子じゃな』


「そっ、そんな事言って無いでしょ！　面めん倒どう事に関かかわらないってだけよ！」


　インナミさんの言葉を否定しつつも、御剣は耳まで真っ赤になっていた。どうやら図星のようだった。インナミさんは『ほっほ』と笑った。


『さあさあ、おぬしらの話を聞かせてくれ。妾は人の話を聞くのが好きなのじゃ』


「あのね、ごはんがおいしかったの！」


　るうるが両手を振って話し始める。インナミさんはそれをうんうんと頷き、楽しそうに聞いていた。


　喧噪が、外の雨の音をかき消していく。夜は、まだまだ続きそうだった。




　第五章　同日　十年前に







「……ん」


　誰かに呼ばれたような気がして、俺は目を覚ました。


　体を起こして、周りを見る。


　部屋は薄うす暗ぐらい。寝ねる前に響ひびいていた雨音は、今は聞こえなかった。


　横の布団では、大人達に乗せられて飲みまくっていた碓うす氷いがいびきをかいて寝ている。


　少し離はなれた布団では小こ春はるさんとるうるが向かい合わせで眠ねむっている。


　その隣の布団は空になっていた。


　視線を上げると、壁かべの時計は午前三時を回る所だった。


「夢、だったのかな……」


　誰かに、必死に名前を呼ばれ続ける夢だった気がする。でも、その名前は俺の名前じゃなくて、でも、その人は確かに俺を呼んでいて。俺はそれに答えようとするんだけど、なんでか、口から声が出なくて……。


　いや、どうだったかな。もうどんな夢を見ていたのか、思い出せない。


　体を伸のばす。なんか頭が冴さえてしまった。山の夜は涼すずしくて、いつもは朝までぐっすり眠れるのだけど、今日は色々あったから、神経が高ぶっているのかもしれない。


　すぐには眠れないかも。庭でも眺ながめていようか。


　起き上がり、そっと障子を開けて、縁えん側がわに出る。そしてまたそっと障子を閉めた。


　雨は一いつ旦たん収まっていた。とはいえ、雲が空を覆おおっていて、月も星も見えない。


　じいちゃんの家は、部屋を取り囲むように縁側になっている廊ろう下かが続いていて、ほとんどの部屋を縁側伝いに行く事が出来る。


　庭が見える縁側に向かって、足音を立てないように進む。


　角を曲がると、なんとそこには先客がいた。向こうも気がついてこちらを見る。


「あら、あんたも眠れないの？」


　縁側に腰こし掛かけていたのは御み剣つるぎだった。すこし楽しげな顔で俺に聞いてくる。


　そういえば、布ふ団とんが空になっていたなと思いながら、俺は近づいていった。


「ああ。御剣もか？」


「今日は色々あったからね」


　薄うす紫むらさきの寝ね間ま着きに着き替がえ、髪かみを下ろした御剣は、何故なぜか、いつもより大人びて見えた。俺は少しだけ鼓こ動どうが高鳴るのを感じつつ、出来るだけ普段通りに振ふる舞まった。


「座っていいか？」


「いいもなにも、あんたの家でしょう？　好きにすればいいのよ」


　ぶっきらぼうに言いつつも、御剣は体を少しずらした。ここに座れという事か。


　御剣の横に腰こしを下ろすと、ふわりと甘い香かおりが長い髪から漂ただよってきた。少し、近すぎたかもしれない。


　足を投げ出して、空を見上げる。と言っても、なにも見えないけど。


「ホントは、綺き麗れいな星空が見えるのよね？」


　御剣も、雲に包まれた空をぼんやりと見上げていた。俺は「ああ」と頷うなずく。


「東京の空とは比べ物にならないくらい綺麗なんだ。なんなら、天の川だって見える」


　誇こ張ちようじゃない。空気が綺麗だからなのか、それとも、明かりが少ないからなのかは考えた事も無いけど、東京の空とは見える星の数が十倍、いや五十倍くらい多い。


「へえ。アタシ、天の川って本物見た事無い。昨日早く寝ちゃったのは失敗だったわね」


「ゲームに熱中しすぎだったんだよ。ちょっと外を覗のぞけば、見れたのに」


「ああ、残念。帰るまでにまた晴れてくれないかな」


　夜空を見上げて微笑ほほえむ。月明かりなんか出てないのに、御剣の顔がぼんやり明るく見える気がした。


　そう言えば、こんな風に御剣と二人っきりで話すのは、凄すごく久しぶりかもしれない。


　しばらく、二人でぼんやり庭を眺めていた。


　やがて、俺は少しだけ気になっていた事を、聞いてみる事にした。


「……なあ、御剣」


「なに？」


「お前さ、俺が六歳より前の記き憶おくが無いってみんなの前で言った時、驚おどろかなかったよな？」


「……ばれてたか」


　こちらを見ないで、いつもの表情のまま、御剣はちろりと舌を出した。


「うん。知ってた」


　御剣は両手を床ゆかについて、楽な姿勢を取った。


「アタシが水み那な斗との監かん視し役だってのは知ってるでしょ？　水那斗の交友関係にある人間の出自は、当然、一通り調査してあるのよ。文句ある？」


　悪びれもせずに言う御剣。けれど、その声には、ほんの少しだけ、自分自身を傷つけるような感情が含ふくまれていた。


　俺は答える。


「無いよ。それは御剣の役割なんだろ？　なら、他人がどうこう言う事じゃない」


　御剣は少し瞳ひとみを大きくして俺を見た後、小さく笑えみを作った。


「ありがと。そう言ってくれると助かる」


　御剣が人に対して謝るのも珍めずらしいけど、お礼を言うのも珍しかった。声も、いつもの自信に満ちた物とはちょっと違ちがって、何と言えばいいのか、柔らかかった。


　けれど、「そんな訳だから」と、すぐにいつもの口調に戻る。


「あんたが六歳の時この村に拾われた事も知ってた。それ以前の記憶が無い事もね」


　御剣は、視線だけを俺に向けて、興味なげに言った。


「で、どうなのよ」


「なにが？」


「あんた、マルなの？」


　沈ちん黙もく。


　俺は、暗い庭を見つめながら、呟つぶやいた。


「……わかんねえ」


　御剣の言う「マル」には特別な意味があった。


　今、御剣は暗にこう聞いたのだ。


「あんたは十年前、レビクシの光ひかり教団事件で水那斗と行動を共にした男の子なのか？」


　と。








　レビクシの光教団事件。


　正式名めい称しようは「レビクシの光教団集団失しつ踪そう事件」と言うらしい。俺は御剣に教えてもらうまではその事件の事を何一つ知らなくて、後から自分で少し調べた。


　十年前、「レビクシの光教団」という、当時急成長していたカルト団体があった。


　彼らの目的は、自分たちの導き手としての、究極の魔ま術じゆつ師しを探し出す事。彼らの教義は「魔術師こそが選ばれた人間。魔術師こそが世界のリーダーになるべきだ」だった。


　けれど、まともな思考を持った魔術師は誰だれも教団を相手にしなかったので、その教義に反して、教団の構成メンバーには一人も魔術師が存在しないという、なんだか矛む盾じゆんした存在だったらしい。


　しかし、そこで教団は乱暴な手段を選ぶ。魔術の素養を持ったまだ幼い──つまり、まだ正しい判断能力を持たない──子供達を誘ゆう拐かいし、教祖として祭り上げようとした。


　子供は全国から集められた。そしてその中に、当時六歳だったるうると、十六歳だったるうるの兄貴、水那斗繫つなぐさんがいた。


　そしてもう一人。誘拐されてきた子供の中に、るうると同い年の男の子がいた。こっそり仲良くなったその子の事を、るうるは「マル」と呼んでいた、ようだ。


「ようだ」というのは、そのマルなる人物が今現在どこにいるのか分からないから、確かめようが無いのだ。


　マルだけじゃない。警察が調査の末、教団のアジトに潜せん入にゆうした時、そこにはるうると繫さん以外、誰もいなかった。教団のメンバーも、他ほかに誘拐されてきた子供達も、みんな。


　みんな、繫さんが魔術で消し去ってしまったんだ。


　魔術は世界の《理ことわり》を書き換かえる異能の力だ。人間も世界の一部なので、魔術で姿を消す事自体は可能だ。


　でも、魔術にも絶対に不可能な事がある。それは、魔術を恒久的に維持する事。


　魔術は、世界の《理》を一時的に書き換えているに過ぎない。どんな強力な術を使っても、一定時間が経たてばその効力は失われる。


　魔術には、世界を根底から書き換えてしまう力など無い。そんな事は、誰にも出来はしないのだ。出来はしない、筈はずなのだ。


　ところが、繫さんはやってしまった。


　何十人もの人間を、世界から消してしまった。永久に。


　少なくとも警察の取り調べで、繫さんはそう供述したという。


　本来起きてはならない筈の事態が起きて、世間はパニックになった。


　いつの間にか、繫さんは、世間から「世界災さい厄やくの魔ま女じよ」と呼ばれるようになっていた。世界に災厄をもたらしうる魔女。存在してはならない魔術師に対する、それは恐きよう怖ふと畏い怖ふの念から付けられた二つ名だった。


　そして、繫さんは、取り調べの最中に、自分自身の存在も、魔術で消してしまった。


　世間は、それを自決と捉とらえた。


　関係者が皆みな消えてしまった為ため、集団失踪事件は未解決のままになっている。


　後には、るうる一人だけが、残った。


　今となっては、十年前のあの日、そこで何が起きたのかを知る術すべは無い。


　ただ、るうるは、今でも繫さんがどこかで生きていると信じている。


　繫さんの魔術は恒久的な物なんかじゃなくて、繫さんは今はたまたまるうるの前に姿を現していないだけなんだって、信じてる。


　そして、お兄さんへと繫がる手がかりを、いつも探している。


　俺も、その探し物の手伝いを、俺の意思でしている。


　その手がかりの一つが、「マル」なんだ。








「……十年前」


　俺は、暗い芝しば生ふを見ながら呟く。雨あま粒つぶを載のせて少し重くなった芝生は、静かに吹ふく風に細かく揺ゆれ、水面に小さく波が立っているようだった。


「十年前、昨日みんなで遊んだ湖の奥、普ふ段だんは人が入らない森の中に、俺は倒たおれていたらしい。森を散策していたインナミさんが偶ぐう然ぜん見つけて、村まで運んできてくれたんだ」


　御剣は足をぶらぶらさせて、先を促うながした。


「俺は瀕ひん死しの重傷だった。特にここの傷がひどかった」


　わざと伸ばしている襟えり足あしを搔かき上げて、首筋を御剣の方に向けた。


　ハッと、御剣の息を呑のむ声が聞こえる。


　そこには、かなり大きな傷きず跡あとが、一生消えない跡として残っている。


　村の人間以外には誰にも、るうるにも、見せた事が無かった。
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　俺が髪を元に戻もどすと、御剣は小さく息を吐はいてから言った。


「魔術的な攻こう撃げきの跡……に、見えるわね」


「そうか……」


　雲が、微び妙みようにまばらになってきた気がする。少しくらいは星空が見えるかもしれない。


　俺は続ける。


「高熱に一週間以上うなされていた俺は、ようやく熱が引いて目が覚めると、それまでの記憶を失っていた。六歳ってのは、まあそれくらいだろうって事で付けられた年ねん齢れいで、ホントは分からないんだ」


「へえ。じゃあもしかしたら犬いぬ海かいはアタシ達より年下かもしれないんだ」


　御剣が笑う。俺は「逆だってありえるんだからな」と返した。


「……ただ」


「ただ？」


「一つだけ、覚えていた事がある。インナミさんが森の中で俺を見つけた時、インナミさんに聞かれて、俺は自分の名前を名乗ったらしいんだ。それが……」


「……マル、なのね」


　俺は黙だまって頷いた。


「丸たまきってのは、後からじいちゃんが付けてくれた名前なんだ。だからインナミさんや晶あきらは、俺の事をマルって呼ぶんだよ」


　少し、強い風が吹いた。体には心地ここちよかったけど、遠くの木が大きく揺れて、葉の擦すれる鈍にぶい音がここまで届いた。


　やがて、御剣が言った。


「なんで、水那斗に教えてあげないのよ」


　その言葉は責めているような、拗すねているような。混ざった感情を含んでいた。


「今の話聞かせてあげたら、つまり、あんたがマルかもしれないって分かったら、きっとあの子、喜ぶわよ？」


「ぬか喜びさせたくない。確かな事は何も無いんだ。単なる偶然かもしれない」


「それ、本気で言ってるの？」


　俺は答えなかった。御剣はこちらに身を乗り出し、少し上うわ目め遣づかい気味に睨にらんだ。


「犬海はあらゆる魔術の外にいる。どうしてこんな田舎いなかの森の中にいたのかは知らないけど、水那斗のお兄さんの魔術に掛かからず、教団の施し設せつを命からがら逃にげ出してきた可能性は十分にあると思う。というか、その能力を持つあんたにしか、その可能性は無いのよ」


「……そうだな。俺もそう思う」


「だったら……」


「『ぬか喜びさせたくない』ってのは、言い訳だ。俺は、嫌いやなんだ。自分がマルかもしれないって思う事が」


「どうして？」


「るうるは、マルを捜さがしている。ずっと、捜している。でも俺は、るうるにマルとして見られたく無いんだ」


「それってどういう意味──」


　御剣は質問しかけて、途と中ちゆうでやめた。なんとなくいじけた視線を暗い庭に向ける。


　確かに、それってどういう意味なんだろう。自分で言っているのに、俺は自分の言っている言葉の意味が良く分かって無かった。


　俺は思わず笑い声を漏もらした。御剣がいぶかしげな顔を向ける。


「なによ？」


「悪い。自分でも、言ってて良く分かんないな。とにかく、」


　俺は、何一つ自信が持てずにいる俺は、それでも、これだけは、はっきりさせなければならなかった。


「俺は、マルじゃない。犬海、丸タマキなんだ」





　カタンッ。





　木の床ゆかに、なにか硬かたい物が落ちた音がして、反射的に振ふり返った。


　寝ね間ま着き姿のるうるが、そこに立っていた。


　足あし下もとに、るうるがいつも大切にしている、動かない懐かい中ちゆう時計が転がっていた。


　薄うす暗くらがりの中でも、るうるの顔から血の気が引いているのが分かった。


　俺はあまりの迂う闊かつさに自分を殴なぐり飛ばしてやりたかった。るうるはどの辺から今の話を聞いていたのだろう。


　大きく開いた二つの瞳ひとみには、驚おどろきと困こん惑わくが50％ずつ満たされていた。俺は、立ち上がりつつ、出来るだけ刺し激げきしないように──


「るう──」


「っ！」


　声をかけた途と端たん、るうるは弾はじかれるように裸足はだしのまま縁えん側がわから芝生に飛び出し、そのままこちらを見もしないで走り出した。


「るうるっ！」


　呼びかけるも、るうるは真っ直すぐ走って行ってしまう。


　呆ぼう然ぜんとしていると、突とつ然ぜん背中に衝しよう撃げきが走った。





　ドンッ、ゴロッ。





　御剣が寝間着姿のまま大おお股またを開いて俺の背中を蹴けり飛ばしたという事を理解したのは、俺が芝生に転がり落ちた後だった。


　腰こしに手を当てて、御剣が怒ど鳴なる。


「なにぼさっとしてんのよ！　早く追いかけなさい！」


「え」


「いいからとっとと走れ！　必ず追いつくのよ！」


　御剣のあまりの剣けん幕まくに、俺は反射的に起き上がり、るうるの後を追った。


　僅わずかに雲が途と切ぎれ、月明かりが庭を照らした。


　るうるの姿は、庭の先に広がる林に吸い込まれて行った。





　　　　◆





「待てよるうるっ！」


「やなのっ！」


　前を走って行くるうるの姿がぼんやりと見えるくらいで、林の中はひどく暗かった。足下がよく見えないから上手うまく走れない。しかも、るうるも俺も裸足なのである。


　上手く走れないのは向こうも同じで、るうるの目の前に膝ひざより少し上くらいの高さの切り株が現れ、それに足を取られそうになって速度が鈍った。おかげでようやく俺はるうるの右手を握にぎる。


「待てってば──」


「はなしてっ！」


　想像していたよりずっと強い力で、俺の手は振りほどかれた。反動でるうるの顔がくるりとこちらを向く。


　大きな二つの瞳から、ぱっと涙なみだの粒つぶが散り、空中に浮うかぶ。その一つ一つが、僅かに差し込む月の光をキラキラと反射させながら地面に吸い込まれていった。状じよう況きように相応ふさわしく無い言葉だけど、綺き麗れいだと、思った。


「話を聞いてくれ」


「こないで！」


　るうるは目をぎゅっとつむりながら叫さけび、切り株を避さけてじりじりと後ずさった。俺との距きよ離りを離はなそうとしている。


　るうるが俺を拒きよ絶ぜつしている。その事がまず最初にショックだった。


　けれど、それとは別に、もう一つ、気になる事があった。


　首筋がちりちりとかゆみを訴うつたえている。これは、なんだ？


　魔ま術じゆつとかじゃない。もっと単純な違い和わ感かんが、目の前の光景にあると感じていた。


　るうるはこちらを見ながら、少しずつ遠ざかっていく。木が影かげを作り、るうるの表情を消してしまう。


　よく分からない危機感と違和感が、体をむずがゆくさせている。


　やがて、ようやくその違和感に気づいた。


　あの切り株は、なんなんだ？


　断面が綺麗なので斧おのかなにかでスパッと切ったのだろう。


　なんで、あんな中ちゆう途と半はん端ぱな高さで切ってあるんだ。


　俺は、随ずい分ぶん昔にあれを見た事がある。たしか、昔、じいちゃんが──








「いいか、たまき。これが目印だ。ここより奥に入っちゃいかんぞ」








「──っ！　駄だ目めだるうる！　その先は崖がけだ！」


「え？──きゃああ！」


　急にるうるの体勢が崩くずれ、背中から闇やみに消えようとしていた。俺は無む我が夢む中ちゆうで地面を蹴り、るうるに飛びかかった。


　るうるを摑つかんで引き戻もどせれば格好良かったのだろうけど、それは間に合わなかった。


　俺は必死でるうるを空中で受け止め、抱だきしめる。


　崖、と言っても、子供の頃ころに近づくのを止められていただけで、高さは二メートルくらいしかない。俺の体は──これはほとんど偶ぐう然ぜんなんだけど──るうるの下に回り込み、クッションの代わりとなって地面に着地した。


「あがっ！」


　足首に強い痛みが走って思わず声が漏れる。と、弾かれたみたいに俺の胸に顔を埋うずめていたるうるが体を起こす。怯おびえと困惑がない交ぜになった弱気な瞳が俺を見る。


「タマキ……！」


「大だい丈じよう夫ぶだ……っつ！」


　体を動かそうとして足首にまた激痛が走る。変な角度で着地して捻ひねったらしい。るうるは顔をくしゃっとさせて、また泣き出しそうになる。


「ごめんね！　ごめんね！」


「いい、いいから、もう逃げないでくれよ。追いかけらんないから」


　こくこくと、小さな顔が大急ぎで何度も頷うなずく。


「とりあえず、どいてくれ」


　こくこく。


　るうるがそっと俺の体から下りる。俺は体を起こして、崖に背を預けるようにして座った。足は、動かしさえしなければ痛くはなかった。


　るうるが、俺のすぐ横にちょこんと座り、膝をかかえた。責任を感じているのか目を伏ふせていて、その瞳は、今にも消えて無くなりそうな、儚はかない色を湛たたえていた。


　月が出ていれば、るうるのふわふわの髪かみが月明かりで銀色に染まるのを見られただろうに、残念ながらまた雲が空を覆おおっていた。


　俺は、なんでるうるを追いかけたんだったかを思い出し、とりあえず謝る事にした。


「黙だまってて、ごめんな」


　ふるふるふると、るうるは目を伏せたまま首を振った。


「お前がマルの手がかりを知りたがってる事は分かってたんだけどさ」


「……ちがうの」


　るうるが呟つぶやく。


「なんて言えばいいのかな。……怖こわかったんだ」


　口にして初めて気がついた。そうか、俺は怖かったのか。


「俺は、自分がマルかもしれないって事が怖かったんだ。そして、それをお前に知られる事が。お前に、俺の事を犬海丸じゃなくて、マルだって思われるのが、怖かったんだ」


　もし、るうるがマルとの再会を望んでいるのだとしたら、会わせてあげたい。


　俺がマルなのであれば、その願いは簡単に叶かなう。


　でも、その時、俺タマキはどうなるんだろう？　俺は、どこに行ってしまうのだろう？


　その事が、怖かった。


「ホント、ごめんな」


「そうじゃないの！」


　急にるうるが叫ぶ。横を見ると、ぽたっと、抱かかえている膝の上に涙の粒が落ちた。


「逃にげたのは、逃げちゃったのは、タマキが隠かくしてたからじゃ、ないの。そうじゃないの」


　涙なみだ声ごえのるうるは、それでも必死に、自分の気持ちを言葉にしようとしていた。


「マルが生きてたら嬉うれしいけど。タマキがマルだったら嬉しいけど、そうじゃないの」


　るうるは「そうじゃないの」を繰くり返した。膝の上に涙の粒がぽたぽたと落ちる。


「よくわかんないの。心がぐちゃぐちゃなの」


「るうる……」


「でも、でもね」


　るうるは片手でぐいっと、目元を拭ふいた。そして、顔を上げ、大きな瞳を俺に向けた。


「タマキがマルでもマルじゃなくても、わたしのパートナー候補は、タマキだけなの」


　その時、誰だれかが俺にご褒ほう美びをくれたみたいに、頭上の雲がちぎれた。


　林の隙すき間まからさっと月明かりが降り注ぎ、るうるを照らし出した。ふわふわの髪が銀色にぼんやりと光り、瞳は涙に濡ぬれてうるっとしていて、いつもより大人っぽい感じがした。頰ほおが、ほんのりと朱しゆに染まっているのが分かった。


　俺は心が一いつ杯ぱいになってしまい、返事をする事が出来なかった。


　ただ、手が勝手に動いて、るうるの肩かたに置いた。こちらに引き寄せようとする俺の手を、るうるは抵てい抗こうしなかった。


　ただ、るうるは、そっと、目を閉じた。


　俺はるうるを静かに抱き寄せて──


　と、その時。


　真上から眩まぶしい光が照らされ、一いつ瞬しゆん、何も見えなくなった。


　それが懐かい中ちゆう電灯の明かりだと気づいたすぐ後、申し訳なさそうな声が頭上から届いた。


「あちゃあ、ごめんよタマぴょん。タイミングが悪かったみたいだね」


　見上げると、懐中電灯をこちらにむける碓氷の狐きつね顔が見えた。俺は慌あわててるうるの肩から手を離す。るうるはぱっと目を開き、急にむっとした顔になる。


「根こん性じよう無なし。20ptポイントダウン」


「うるさい！」


「るーちゃんごめんねー。僕は放ほうっておいてもいいと思ったんだけどね、御剣さんが心配するからさー」


「よっ、余計な事は言わなくていいのよっ！」


　碓氷の後ろにいた御剣が焦あせった声を出す。


　俺が苦く笑しようすると、じっと俺を見つめていたるうるも、やがて小さな笑え顔がおを作った。


「帰ろうか」


　こくん。


　小さく頷く頭に手を載のせ、髪の毛をわしゃわしゃってしてやった。るうるが気持ちよさげに目を閉じる。


「タマぴょん、これ上がって来れるの？」


「ああ、大丈夫。ちょっと向こうに階段があるんだよ」


　るうるの頭から手を離し、ひねった足に重さをかけないように起き上がろうとする。その直前、るうるは俺の耳元に口を寄せ、そっと呟いた。


「さっきのタマキ、格好良かった。だから、20ptダウンは取り消し」
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　第六章　３日目　昼の物語







　次の日。


　真夜中の数時間はやんでいたけど、朝、目が覚めると外は大雨になっていた。ラジオの予報によると、雨は明日まで降り続くらしい。


「ふう……」


　午前五時。俺は今日も朝あさ風ぶ呂ろに入っていた。


　屋根が長く出ているので、雨が吹ふき込んでくる事も無い。ざんざ降りの雨を景色にして湯船に浸つかるのは、これはこれで悪くは無かった。屋根や草から響ひびく雨音も心地ここちよい。


　ちょっと前までは毎日このお風呂に入っていたから、どれも見慣れた景色の筈はずなのに、とても新しん鮮せんな気分だった。気分がゆったりしてくる。平和だ。


「昨日みたいに邪じや魔ま者ものが現れなければ、だけど」


　ちなみに、人間は学習する生き物なので、表の張り紙は昨日よりバージョンアップしている。








　タマキ入浴中、女子あるいはインナミさんは入室禁止








　今度は剝はがれないように画が鋲びようで留めておいた。


　じんわりと体に伝わってくる熱を感じながら、右足首をちょいちょいと動かしてみる。ほとんど痛みは無い。大した捻挫じゃなかったみたいだ。良かった。


「……昨日は、正直危なかった」


　久しぶりの朝風呂で気分が開放的になったのか、普ふ段だんはしない独り言が続く。


　崖の下での事を思い出す。目を閉じた、るうるの顔──


　──確かに、危なかった。あの時碓うす氷いが邪じや魔ましなかったら、してくれなかったら、俺はるうるに何をするつもりだったんだろう？　るうるは、俺に何を期待していたんだろう？


　急に顔が熱くなり、俺は両手ですくったお湯をパシャパシャと顔にかけた。


　と、その時。





　ガラリ。





　引き戸が開く。碓氷が入って来たのだろうか。


　振り返ると、そこに立っていたのは、タオルで前を隠した小こ春はるさんだった。


　小春さんは瞳ひとみを大きくして口を押さえる。


「えっ！　犬いぬ海かい君!?」


「なななななな！」


　俺が壊こわれたＭＰ３プレイヤーみたいになっていると、小春さんがにっこり微笑ほほえむ。


『なーんてな。今の、似てたじゃろ？』


「イッ、インナミさん!?」


　更さらに驚おどろいている間に、小春さんの体はするりと湯船に入り、俺の横に腰こし掛かけた。


『案ずるな。小春の魂たましいはまだ眠ねむっておる』


「ね、眠ってる!?」


『昨日は宴えん会かいの対応もあったし、疲つかれておるのじゃろう。全然起きる気配が無いのでな。朝湯を楽しみに来た』


　インナミさんは『だから心配はいらん』と言って、にやりと笑った。


『自分の裸はだかを男に晒さらしている事は、小春は知らん』


「知らない方が問題だろ！」


『あまり大きな声を上げるでない。ここで小春が起きたら、困るのはマルであろう？』


「!!!」


　あまりにも理り不ふ尽じんな物言いだったが、俺はそれ以上大きな声を出せなかった。


　前を向き──つまり、小春さんの麗うるわしい素す肌はだに目を向けるという誘ゆう惑わくを必死に振り払はらいながら──俺は抗こう議ぎする。


「入り口に紙、貼はっておいただろ……」


『ああ、これか？』


　インナミさんは右手で持っていた紙をぺらぺらと湯気の上に流した。それは、俺が画鋲で貼り付けた紙だった。


『今の妾わらわは「女子およびインナミさん」じゃ。入室禁止の制限には当てはまらん』


「そんな屁へ理り屈くつを……」


『それに昨日も言ったじゃろう。神様に性別は無いんじゃから、気にする必要は無い』


「小春さんは女の子なんだ！──もごご」


　俺が思わず激高しそうになると、小春さんの手が伸のびて、俺の口を塞ふさいだ。そして、耳元で囁ささやかれる。


『静かにしろと言っておろうに』


　俺が大人しくなったのを見て、インナミさんは手を離はなした。


『しばらく雨の音を楽しんだら、小春が目を覚ます前に布団に戻もどる。安心せい』


「……」


　俺はなんと返せばいいのか分からず、出来るだけ小春さんの体に触ふれないように、見ないようにしながら、庭を眺ながめていた。インナミさんも、不必要に近づいて来たりはしなかった。


　しばらく、二人で雨の庭を眺めていた。


　実は、俺はインナミさんに聞きたい事があった。


　昨日の夜、御み剣つるぎやるうると話をした後、布団の中でずっと考えていた。俺の事、そして、マルの事を。それを、インナミさんに聞きたかった。


　出来れば二人っきりで話をしたかったから、小春さんが眠っているというのなら、今はまたとない機会だった。


　けれど。


　なんだかもどかしい気持ちが先に立って、俺は中々話を切り出す事が出来なかった。


　雨の音だけが、耳を騒さわがしくしていた。


『良いぞ』


「え!?」


　急にインナミさんがそう言ったので、俺は驚いて、そちらを見──ようとして、そこにあるのは小春さんの体である事を思い出し、慌あわててまた前を見た。


『なにかを妾に聞きたそうな顔をしておる。良いぞ。なんでも聞け』


　見み抜ぬかれていたらしい。


　俺は数秒考えて、庭の方を向いたまま、聞いた。


「あのさ」


『なんじゃ？』


「十年前、森の中で俺を見つけてくれたのは、インナミさんなんだよな？」


『おお？　めずらしいのう。マルはその話をするのを嫌きらっていたではないか』


「……」


　確かに、嫌いだった。


　自分がどこの誰だれなのか。本当の親は誰なのか。何があって、森の中に捨てられたのか。そういう事を考えるのが嫌だった。その事を考えると、急に足あし下もとにぽっかり穴が空いて、そこに落ちていくような気持ちになるんだ。


　だから、極力その話は避さけてきた。俺はじいちゃんの家の子なんだ。そう考えてきた。


「……でも、あいつの為ために知りたいんだ」


　それは、お湯に溶とけそうなくらい小さな呟つぶやきだった。インナミさんが聞き直す。


『ん、今、なんと言った？』


「なんにも」


　ぶっきらぼうに答えた。


「ねえ、森で見つけた時、俺はどういう状態だったの？」


『ごまかしおったなおぬし。まあええい』


　インナミさんは『そうじゃな……』と、少し間を作った。昔の事を思い出していたのかもしれない。


『あれは正月を過ぎた雪の日じゃった。妾が森を歩いていると、新雪の上に、おぬしが倒たおれておった。なにやら変な装束を着ておっての。その装束が血まみれになっておった。深い傷を負っていると、一目で分かった』


　林の木が揺ゆれ、そこからバサバサッと鳥が何羽も飛び立っていく。強い雨の中。


『一番酷ひどいのは首の後ろの傷じゃった。このままでは助からんと思うての。妾はおぬしを抱だきかかえて、村まで運んだんじゃ。おぬしはほんの少しだけ意識があっての。眠らせたら不味まずいかもしれんと思うて、妾はとにかくおぬしに話しかけ続けた。「しっかりせよ」とか「名前はなんという」とかな』


「それで、俺は、マルって答えたんだよな」


『うむ。本名とは思えんから、あだ名か何かなのだろうな。村医者は大変な思いをして治ち療りようにあたり、おぬしは一命を取り留めたのだ。感謝を忘れてはいかんぞ』


「分かってる」


　以前から聞いていた通りの話。レビクシの光ひかり教団に繫つながる手がかりは無い。けれど……。


「……なあ、その時、俺が着てた『変な装束』っての、まだどこかにあるのかな」


『さあて、どうじゃったか……』


　インナミさんは少し考えて、


『そういえば、なにかあるかもしれんと思うて、重しげ次じ郎ろうに取っておくように言っておいたような気がするのう。聞いてみるといい』


「うん。祭りが終わったら、聞いてみるよ」


『それが良いじゃろう。重次郎も明日まではなにかと忙いそがしいからな』


「ああ。ありがとな、インナミさん。昔話なんかさせちゃって」


『礼には及およばぬ。お前にとってはどうかは知らんが、妾にとっては人の命を一つ救った時の話じゃ。神様としても、思い出深いのよ』


　ザパッと、水を搔かく音が隣となりで聞こえた。


『あの時のおぬしは立派だったぞ。傷は痛かったろうに、決して泣きも叫さけびもせんかった。それよりも、何かに耐たえているように見えた。自分の痛みよりも、他人の痛みを耐えているようにな』


「他人の、痛み……」


『そうじゃ。これは一ひと角かどの男になると、妾はその時直感した』


　と、


　首筋に、後ろから白い手が──小春さんの、手が──絡からみついてくる。


『予感は的中じゃ。ほんに良い男に育ったのう。マルよ。顔も良いし、体もな』


　しまった昨日と同じ展開だ。いや展開としては昨日より悪いぞ!?


『昨日は邪魔が入ったが、今日はその立派になった体を妾に楽しませよ』


　耳元で、楽しげな、それでいて艶なまめかしい温度の声がささやく。


「あ、雨の音を聞きに来たんだろ？」


『妾は欲よく望ぼうに忠実なのじゃ』


「なんだそれ！」


　絡みついた手が胸むな元もとや腹を撫なでてくる。自然、小春さんの体が俺に寄り添そう形になり、太ももやもっと柔やわらかい部分が、お湯の中でふよっと背中に触ふれる。昨日とは同じようで、また違ちがう感かん触しよくのようなああもうよく分からない。


　一いつ瞬しゆんもうどうにでもなれという感情が頭をよぎったが、今絡みついている腕うでが小春さんの腕である事を思い出し、俺は慌ててその手を振ふり払った。そして小声で叫ぶ。


「やめろって！　小春さんに失礼だろ！」


　インナミさんは少し不満げに返した。


『おぬしも健康な若い男なのだから、この場をもっと楽しめばよかろうに』


「本人の同意無しに楽しんだら駄だ目めだろうが」


　ぶっきらぼうに俺が答えると、インナミさんは『おや』と、楽しそうに言った。


『マルがどう思っているかは知らぬが、小春は嫌とは言わんと思うがな』


「どういう意味だよ？」


『ほっほ。若さとは機会を見み逃のがすものだが、それこそが魅み力りよくなのかもしれんの』


　言っている意味が分からない。


『まあいい。マルよ。妾はな、この娘むすめがちと心配なのだ』


「心配？」


『昔話をしていて忘れておったが、小春が眠ねむっている間におぬしに会いに来たのは、それもあっての事なのよ。おぬしに、この娘の事を話しておこうと思ってな』


　遠くの空がパパッと光った。少し遅おくれてごろごろという音。雷かみなりが近づいている。


『魂たましいを持つ人間が、妾と一つになってしまうという事は、本来起こりえない事じゃ』


　インナミさんは両手を湯の中から持ち上げ、伸ばす。小春さんの白くて健康的な両りよう腕うでを、じっと眺める。


『普ふ段だんの妾は魂しか無い。肉体はご神木じゃ。夜になれば肉体に戻って寝ねておる』


「うん」


『つまりじゃな。妾がこの娘の中に入ったという事は──』





　ピカッ、ゴロゴロッ！





　急に視界が白に染まり、続けて大きな音が響ひびいた。割と近い所に雷が落ちたっぽい。


「きゃっ！」


　小春さんの口から、か細い聞き慣れた悲鳴が漏もれる。表情も、見慣れた気弱な瞳ひとみが現れる。と、すぐにその顔がインナミさんのそれに戻って、


『おっと。起きてしまったようじゃ。すまんマル。妾わらわは祭りが始まるまで寝てるでの。後の事はよろしく頼たのんだ』


「……え？　いやちょっと待てよインナミさん！」


　俺は思わず横を向いて、小春さんの肩かたを摑つかんだ。こちらを向いた小春さんは、キョトンとした顔を俺に向けている。


「あれ？　犬海君？　どうしてここに？」


　……これはやばい状じよう況きようだ。と思考が働いたのは五秒間だけだった。


　その五秒の間に、小春さんは自分の姿と、俺の姿を確かく認にんして、瞬しゆん時じに顔を真っ赤にして、


「はうっ」


　と、気を失ってしまった。


　湯船に沈しずもうとする小春さんの体を、勢いで抱きかかえてしまう。


　抱かかえた背中の柔らかい感触に、思わず取り落としそうになるのをぐっとこらえ、両手で支える。


　至近距きよ離りに、目を閉じた小春さんの顔があった。湯船の外に出すべきなのだろうけど、一体背中以外のどこを触さわっていいのだろう。足か？　太ももはセーフなのか？


　訳の分からない問題で、頭の中が大混乱になっている時。





　ガラリ。





　入って来た御剣とるうるを見ながら、そういえばインナミさんは俺の張り紙を剝はがしてたって事を思い出した。


　御剣はじっと俺を見つめ、わなわなと震ふるえ出した。


「一度ならず二度までも……」


　怒いかりに満ちた御剣の手には、今日もシャンプーボトルが握にぎられていた。





　　　　◆





「いてて……」


　まだ少し腫はれている右みぎ頰ほほを押さえる。シャンプーボトルは昨日と全く同じ所に衝しよう突とつし、青い痣あざを作った。


　ただし、その痣は化け粧しようで消してもらっている。というのも、婿むこ役が顔に痣をつけたまま祭りに出る訳にいかなかったからだ。


　二日目。身み籠ごもりの儀ぎ。


　雨が降り続く中、俺達は社の前でインナミさんがやってくるのを待っていた。


「で、身籠もりの儀ってのは何をするわけ？」


　じいちゃんから借りた傘かさを差した御剣が聞く。ちなみにるうるは御剣の差した傘の中に入っていて、というか御剣のおなかに抱だきついていて、気持ち良さそうにしている。


「おなかぷにぷにする」


「やめなさいっ！」


　怒おこりつつも、傘を持ってない方の手は、るうるの頭を撫でているだけだった。


「ええと、身籠もりの儀ってのは──」


「それは僕に説明させてくれよ。昨日、村役場でこれもらって来たんだ」


　碓氷が手に持った小さな冊子をヒラヒラさせた。


「なんだそれ？」


「祭りを観光資源にする為ために、役場の人が偽ぎ神しん婚こんの概がい略りやくを書いた冊子を作ってるんだよ。タマぴょんももっと自分の故郷の未来を考えた方がいいね」


「知るか。っていうか、お前いつ役場なんか行ったんだ？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


　久しぶりにその台詞せりふを聞いた気がする。碓氷は冊子をポケットにしまって、話し始めた。


「そもそも偽神婚は四百年以上前、この地に降りたインナミ様が、村人との間に子供を宿したエピソードがベースになっているんだ」


　よどみなく喋しやべる口ぶりから察するに、もう冊子の中身は覚えてしまったらしい。こういう所は素す直なおに凄すごいと思う。


「神様側のルールで、神様は人間の子を宿してはならない事になっている。そこで、インナミ様は村に小さな社を造り、お腹なかが大きくなっていく自分の体を天から隠かくしたんだ。子供が生まれるまでの間ね。それを再現するのが『身籠もりの儀』ってわけ」


　碓氷は目の前にある建物を指差す。社と言えば聞こえがいいけど、年に一回、この祭事でしか使われないただの小屋だ。


「じゃあ、さっき小春が入って行ったあっちの小屋はなんなの？」


　御剣が少し離はなれた所に立っている小屋を指差す。小屋の前では、何人かが待機していた。碓氷が笑え顔がおで肩をすくめる。


「夢の無い言い方をすれば、更こう衣い室だね。インナミ様はお腹がふくらんだ特別な着物を着てこの社に入るんだけど、神様の裸ら身しんは神聖な物だから、あそこにはインナミ様だけが入って、一人で着物を着るんだよ」


　その神聖な物を昨日から二回続けて気軽に見せつけられたような……。いや、今日見たのはインナミさんじゃなくて小春さんだったか……。


「えっちなこと思い出してる。７ptポイントダウン」


　御剣に抱きつきながら、るうるがジト目で俺を睨にらむ。


「心を読むな！」


「そのニヤケ面づらを見れば誰だれでも分かるってのよ。ホント、男ってどうしようも無いわね」


　るうると御剣のダブルパンチで精神的にくずおれる俺。


「それで、犬海はなにをするわけ？」


「社の外に出られないインナミ様の為に、婿むこ殿どのは社の中で二人だけの結けつ婚こん式をしたんだ。タマぴょんは、これからインナミ様の後から社に入って、その式をするんだよ」


「ああ、だからその格好なのね」


　御剣が俺の体を上から下まで見る。


　俺は、いわゆる紋もん付つき袴はかまって着物姿になっていた。和式の結婚式でお婿さんが着る奴やつだ。上は黒で下は白と黒の縞しま々しま。なんとなく気持ちが引き締しまるけど、慣れない格好なので微び妙みように歩きづらい。


　もちろんこんなの着た事無いから、自分で着付けをした訳じゃない。村のおばさん達が手伝ってくれたのだ。まあ、あの人達は着物を着せる事よりも、俺から服をひん剝むく方を楽しんでた気がするけど……。なんか体中触られまくったし……。


　朝方のあまり楽しく無い記き憶おくを思い出してしまったので、頭を振ってかき消す。御剣は、まだじろじろと俺の格好を見ていた。


「どうせ似合わないって言うんだろ」


　俺が多少ふてくされながら言うと、御剣は少しの間俺をじっと見た後。


「……ううん。割と、かっこいいと思う」


　と呟つぶやき、すぐにそっぽを向いた。耳が少し赤くなっている。るうるもこくんと頷うなずいて、


「似合ってる。３ptアップ」


　と言ってくれた。ちょっと嬉うれしい。


　その時、雨の中、低い笛の音が響き渡わたった。


「お、小春様の登場のようだよ」


　隣となりの小屋から、小春さんが現れた。待機していた人が、大きな和わ傘がさを広げて小春さんを濡ぬらさないように先導する。


　昨日と比べると、ずっと落ち着いた色の着物を着ていた。けれど、重ね着具合はより増していて、お腹の部分はちょっとした相撲すもう取りくらいの大きさになっていた。あれが、お腹に子供がいる事を表しているんだろう。


　傘を持つ人以外にも四人が小春さんの周りに立って、着物の裾すそがギリギリ地面につかないように持ち上げている。そろそろと進む足は、着物に隠れて下げ駄たも見えなかった。


　化粧をして、髪かみを和風に結ゆった小春さんが、徐じよ々じよに近づいてくる。


「きれい……」


　るうるがぼんやりと言う。俺は黙だまって頷いた。


　ほんのり桃もも色いろに肌はだを塗ぬり、唇くちびるに朱しゆを差した小春さんは、まるで日本人形みたいに綺き麗れいに見えた。口元には上品な微笑ほほえみを浮うかべている。余よ裕ゆうに満ちた態度。多分、インナミさんが表に出ているのだろう。


　俺の前を通り過ぎる寸前、インナミさんは器用にウィンクして、社に入っていった。中に入るのはインナミさんだけで、他ほかの人は入り口に入る直前で、着物の裾から手を離し、社の外で待機する。社に入れるのは、インナミさんと、婿役の俺だけなのだ。


　和傘を持っていた人は、インナミさんがすっかり社に入った事を確認した後、俺の方にやって来て、俺の上で傘を広げる。


「インナミ様がお待ちになっています」


　俺は頷いて、ゆっくりと足を前に出し、歩き始める。


「しっかりね」


　碓氷がからかい口調で言って、ウィンクした。


　社の入り口には開き戸を押さえている女の人が左右に一人ずついて、俺に一礼する。俺は着物がきつくて上半身が動かないのもあって、首だけで頷いて歩き続けた。


　入り口をくぐると、途と端たんに雨の音が小さくなった。


　漆しつ喰くいで塗り固められた小屋は、外から見た印象よりもずっと狭せまかった。天てん井じよう近くにある明かり取りの窓以外に明かりは無く、薄うすぼんやりとしか中が見えない。


　部屋の奥に、先に入った小春さんの姿が浮かんでいる。


「それでは、失礼いたします」


　言われて振ふり返ると、傘を差してくれていた人が一礼し、同時に扉の前で立っていた二人がゆっくりと扉を閉めている所だった。


　ぎい、と言って、扉が閉まる。更さらに部屋が暗くなった。漠ばく然ぜんと、不安になる。


『何を突つっ立っておる』
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　急に声をかけられて背中がびくっとした。


　振り返ると、小春さん、いや、インナミさんが笑いかけていた。


『そこに座れ。あぐらで良い』


「あ、ああ」


　足あし下もとに敷しかれた丸い形のゴザに、言われるままにあぐらで腰こしを下ろす。自然、インナミさんが俺を見下ろす格好になる。下半身が大きく膨ふくらんだその着物姿は、薄うす暗くらがりと相まって、かなりの迫はく力りよくがあった。


「インナミさんは、座らないのか？」


『この着物は中に綿が詰つまっておっての。膝ひざを曲げるのもちょっと難しいんじゃ。高椅い子すに腰こし掛かけているので不便は無いがの』


　ああ、こっちからは見えないだけで、椅子があるのか。


『見よ』


　インナミさんが部屋の奥を指差す。そこには、昨日舞ぶ台たいの上にあったのと同じ台座が置かれ、その上に「書」が置かれていた。


『これから、十と月つき十とお日かをかけて、この子を体に宿すわけよ』


　言い伝えではそうなっているけど、俺達がここにいるのはせいぜい三十分くらいだ。


「で、インナミさん。俺はここで何をすればいい訳？」


『特に何をするという事は無い。どうせ誰も見てはおらぬ。気を楽にしておれ』


「？」


『妾わらわと婿殿がこの中で秘密の式を挙げた事に意味があるのじゃ。当たり前だが、祭りというのは妾やマルの為にあるのではなく、それを見守る村の民の為にあるのだからな』


「外にいる人達が、俺達の式を見守る事が身籠もりの儀だって事？」


『そういう事じゃ』


　全然知らなかった。毎年退たい屈くつだなあと思いながら身籠もりの儀を見ていたけど、そういう事だったのか。


「しかし、とすると、暇ひまだな」


『毎年ここに来る男とは、世間話をして時間を潰つぶしておる』


　インナミさんは俺を見下ろしつつ、唇を小指でなぞった。


『マルも何か話をせい』


「話って、いきなり言われてもなあ……」


　狭い部屋をぐるりと見み渡わたす。


「思いつくのは、思ったより小屋が古くないんだなってのと、小春さんが綺麗だって事くらいかな」


「きれきれっ、綺麗だなんて、そんな……！」


　桃色の頰ほおがほんのり赤くなって、小春さんが恥はずかしがる。益ます々ます可愛かわいらしい。インナミさんが唇をへの字に曲げる。


『小春が綺麗なのは元からじゃ。化け粧しようは引き立て役にすぎぬ。飾かざった顔を見て本来の魅み力りよくに気づくようでは、マルも男としてまだまだじゃな。精しよう進じんが足りぬ』


「いや、別に小春さんが元々可愛いのは知ってるから、化粧は関係なくて」


「あのあのあのあの！　犬海君！　恥ずかしいです！」


　どんどん顔が赤くなって、耳から湯気が出そうな小春さん。インナミさんが『ほっほ』と笑う。


『からかいすぎたかの。小春よ、謙けん遜そんは美徳じゃが、そなたはもう少し自身の美しさを武器として捉とらえても良いと思うぞ。そなたが本気で落としにかかれば、大たい抵ていの男などイチコロじゃ』


「ううううう」


　益々恥ずかしがる小春さん。俺は反論が無いので黙っていた。


『して、マルよ。小屋が古くないとは、どういう意味じゃ？』


「四百年経たってる割には、しっかりしてる建物だなって」


『おお、そういう事か。この小屋はな、戦後に立て直したのよ』


「あ、そうなの？」


『元の小屋はもっと貧相な、それこそ馬小屋のような所でな。火事で失ってしまったのだと重次郎が言っておった』


「そうなんだ」


『それに漆喰は何年かごとに塗り直すからな。そこに歴史はありはせんのよ』


　そういう物かと思いつつ、もう一度部屋を見渡す。確かに、壁かべよりも、むしろ天井に渡されている梁はりの方が古さを感じさせる。


　明かり取りの窓、という穴からは、山の上に居座りを決め込んだ雨雲が覗のぞいていた。首筋を搔かきながら、また小春さんに向き直る。


『マル、お前の世間話はつまらんな。それでは暇が潰せんわい』


「悪かったな」


　インナミさんは、『ふむ』と呟いてから、小さく笑った。


『今回は趣しゆ向こうを変えるか。小春よ』


　急に言われて、弱気な表情が表に出てくる。


「はい……？　ななな、なんでしょう」


『小春よ、お前の話をせい』


「えええっ!?」


『気張らずとも良い。昨日、妾に話してくれた事を、マルに伝えてやってくれんか』


「え？」


　急に俺の名前が出てきて、驚おどろく。


『妾が何なに故ゆえ小春の体に入ってしまったのか知ろうと思ってな。昨日は夜通し小春と話をしていたのよ。さあ、小春よ』


「はははは、はい……」


　うつむき加減の小春さんは、気弱げに返事をした。


　少し間が出来た。小さな雨の音が室内に反はん響きようする。


　やがて、小春さんはポツポツと喋しやべり始めた。


「あのあの、私、犬海君にすっごく感謝してるん、です……」


「俺に？　なんで？」


「あの、私、引っ込み思案だし、男の人苦手だったし……あ、いえ、今でもまだ苦手は苦手なんですけど……。このままじゃいけないとは思ってたんですけど、人の輪に入っていくのって、どうしても怖こわくて……」


　雨音にギリギリかき消されないくらいの声で、小春さんは続ける。


「高校に入ったばかりの時も、一人暮らしがちゃんと出来るのか不安で、それで、あのストーカーの事件があった時も、誰だれに相談して良いか全然わからなくて、私、どうなっちゃうんだろうって、本当に、心細くて……」


　小さな間。


「でも」


　急に、小春さんの言葉に温かみが加わった気がした。


「犬海君が、私を助けてくれました」


「俺が？」


「ストーカーの魔術を破った時の犬海君、かっこよかったですよ」


　にっこり笑う小春さん。顔はまだ赤かったけど、どこか、元気に見えた。そして続ける。


「ムーファさんの言った通りでした。あなたが怖がってるだけで、男の人にも良い人は沢たく山さんいるって」


　聞き慣れない名前が出てくる。


「ムーファさん？」


「あ、母の友達で、家族が海外赴ふ任にんしている間、私の保護者役をして下さってる方です。保護者っていうか、私とも、と、友達みたいな感じで……」


　何故なぜか顔が赤くなる。ムーファさんって、女性だよな……？


「私、からっぽで、でも、それを相談出来る人って、ムーファさんしかいなくて……」


　その小春さんの言葉に、ひっかかりを感じた。


「からっぽ？　からっぽって、なんの事？」


　小春さんは、しまったという表情をして、恥ずかしそうに視線を逸そらした。


「……あのあの、笑わないで、聞いてくれます？」


「ああ」


　小春さんはほんのり顔を赤くしながら、


「私、ずっと前から、自分の事をからっぽだなあって思ってたんです」


　俺を見ないで、喋り始める。


「私の中に私はいなくて、いえあの、私は確かにここにいるんですけど、でも、それは私では無いと言うか。あれ？　これも変ですね。ええと、だから、あのあの……」


　上手うまく言葉が出てこないのか、小春さんはもごもごと言いよどむ。


『肉体と魂たましいの話ではないか？』


「あ、それです！」


　インナミさんに同意して、小春さんは続ける。


「今ここにいる私は体だけで、魂というか、心というか、私の体を操あやつる本体は、私の中には無くて、どこか遠くに旅に出ているような気が、ずっとしているんです」


　俺が返事に困っていると、小春さんはちょっと寂さみしげに笑った。


「自分でも変だって分かってるんです。だって、それじゃあ、この今喋ってる私は誰なの？　魂じゃないの？　って事になるし。でも、私は、ずっとそう感じて来たんです。本来そこにいるべき魂が、今の私の中にはいなくて、どこか、遠くの場所に行ってて、からっぽだなあって」


　薄暗がりの中で、自分の事を喋る小春さんは、儚はかなげで、そして、綺き麗れいだった。


「悩なやんでいるって程ほどじゃないんですけど、心の中ではいつも考えていた事なんです。私の本当の心はどこにあるんだろうって。あれ？　おかしいですね。心が無い事を、心の中で考えてるなんて」


　自分で、喋った事に小春さんは小さく笑い、そのまま微笑ほほえみを作る。


「その事をムーファさんに言ったら、『そのままでいい』って言ってくれたんです。別にからっぽでもいい。あなたはあなたのままでいいって。そうしたら私、凄すごく楽になれて。それ以来、その事では、あまり考えこまないようになったんです。からっぽは、からっぽのままなんですけどね」


　微笑んだままの小春さんの表情からは、それが寂さびしさを隠かくしての物なのかは、読み取れなかった。


『興味深いであろう？』


　今まで黙だまっていたインナミさんが口を開く。


『マルよ。朝の風ふ呂ろで話が途と中ちゆうだったであろう』


　言われて、風呂場で見た小春さんの姿を思い出す。


『小春の裸はだかを思い出すのは後にせい。それは、今夜の楽しみに取っておけ』


「なななななっ、何を言うんですかっ！」


　心を読まれた俺よりも、言われた小春さんの方が焦あせっていた。インナミさんは気にせず続ける。


『妾が小春の中に入ってしまった訳の事じゃ』


「ホントなら魂のある肉体にインナミさんが入ったりは出来ない筈はずって話？」


　インナミさんは頷うなずく。


『確かに、小春の中には、大きな隙すき間まとでも言うべき物がある』


「そそそそ、そうなんですか？」


『それが、元から空いている物なのか、元々なにかがあって、それが抜ぬけ落ちている物なのか、妾わらわにはわからんがの。なにせ、人の中に入ったのは昨日が初めてじゃて』


　インナミさんは「ほっほ」と笑った。


『昨日、小春は妾を見て、妾の魂を欲ほつしたのでは無いだろうか。それで、その隙間に、妾が吸い込まれたんじゃ。想像じゃがの』


「あのあの、欲するだなんて、そんな……」


　何故か、小春さんの顔が赤くなる。


「あ、そう言えば」


　俺は思い出す。


「あの時、小春さん、インナミさんの舞まいを見ながら『私もインナミ様みたいになりたい』って言ってたな」


「えっ！　私、そんな事口にしてたんですか!?」


　本人には喋っている自覚は無かったらしい。そう言えば、あの時は小春さん、ちょっと熱に浮うかされてるような顔してたしな。無意識に口走っていたのかもしれない。


『ふむう、これは一考の余地があるな。妾が外に出る為ための手がかりになるかもしれん。祭りが終わったら検討してみるとしよう』


　インナミさんはうんうんと頷くと、『ところで……』と言いながら、含ふくみのあるような笑えみを作った。


『小春よ。今の話も興味深くはあったが、妾がしろと言ったのはその事ではないぞ。昨晩はもう一つ話をしていたではないか』


「え？」


『ええと、なんと言ったかの』


　インナミさんが腕うでを組む。そして『そうじゃ！』と叫さけぶ。


『こいばなじゃよ！　幸いここなら誰も聞いておらぬ。今こそ口にするちゃんすじゃと妾は言っているのよ。おぬしが秘ひめたるマルへのおも──』


「わわわわわわわわっ！」


　急に小春さんが手を大きく振ふって、声を張り上げた。おかげでインナミさんが何を言おうとしていたのかが、遮さえぎられてよく聞こえなかった。


「そそそっ、それは二人だけの内ない緒しよにしてくれるって、約束したじゃないですか！」


　焦りまくった小春さんが上うわ擦ずった声で叫ぶ。こんなにテンションの高い小春さんは珍めずらしいかもしれない。


『おや、そうじゃったかのう？　神様も年を取ると、忘れっぽくなるようじゃ』


「もう！」


『まあ、それはそれとして、こいばなの続きじゃが』


「しませんってば！」


　二人の会話は意味がよく分からなかったけど、小春さんが元気に喋っているのを見ていて、俺はちょっと楽しくなっていた。


　と、その時。





　カタンッ。





「書」が置いてある台座とは向かい側、インナミさんの左後ろで、何か物音がした。


『ん？　今のはなんじゃ？』


　インナミさんが首を動かす、が、着物と髪かみ飾かざりが邪じや魔まで、後ろを振り向けない。


『マルよ、ちょっと見てくれぬか。ネズミの類たぐいであれば、逃にがしてやらんと。ここには妾と婿むこ殿どの以外、生き物がいてはならんでな』


「ん、ああ。わかった」


　着ぶくれしすぎて身動きするのもままならないインナミさんの代わりに、俺はゴザから立ち上がり、着物を回り込むように部屋の隅すみを覗のぞき込んだ。


　窓からの明かりが届かないそこは、目を凝こらさないと何も見えない。とはいえ、目を凝らしても何が見える訳でも無く、ただ床ゆかと漆しつ喰くいの壁かべがあるだけだった。


「特に何も──」





　ゴスッ。





　突とつ然ぜん後頭部に鈍にぶい衝しよう撃げきを受けて、俺はそのまま意識を失った。





　　　　◆





「──マキ！　タマキッ！」


　揺ゆり動かされてゆっくりと目を開ける。頭を殴なぐられた時は、体を揺すっちゃ駄だ目めなんだぞ、と思いながら。


「……るうる」


　俺はるうるに膝ひざ枕まくらされていた。頭上に、涙なみだぐんだるうるの顔があった。るうるはじっと俺を見て、呟つぶやいた。


「心配させた罰ばつ。１ptポイントダウン」


「……ごめんな」


　手を持ち上げ、るうるの頰ほおを撫なでる。るうるは少しくすぐったそうにした後言った。


「……今のダウンは取り消し」


「なにいちゃついてんのよ。状じよう況きようをわきまえなさい」


　御剣がトゲのある言い方をしつつ俺を見下ろしている。慌あわててるうるの頰から手を離はなして、体を起こす。頭の後ろの柔やわらかな感覚が離れていくのがちょっと寂しい。


「えー、もっとするのー」


　るうるの抗こう議ぎを無視して起き上がり、辺りを見み渡わたす。


　社だった。御剣の横には碓氷がいて、その隣となりでじいちゃんが腕うで組ぐみをして俺を見ている。


「あれ？　小春……インナミさんは？」


「小屋に戻もどって着き替がえておる。あの姿は動きづらいからな」


「ええと、なにがあったんだ？」


　俺が聞くと、碓氷が苦く笑しよう気味に答える。


「うーん、それは僕らの方が知りたいね。タマぴょん。僕らが雨の中、外でじっと儀ぎ式しきが終わるのを待ってたらさ、急に中からインナミ様が人を呼ぶ声が聞こえてきたんだよ。ホントは入っちゃいけないんだけど、非常事態だから、重次郎さんが扉とびらを開けたわけ。そしたら、タマぴょんが部屋の隅で気絶してたんだ」


「……ああ、そういえば、誰だれかに殴られたんだった」


　段々と状況が把は握あく出来てきた。部屋の隅を調べようとしてかがんだ所で、後頭部を思いっきり殴られて、俺は気絶したんだ。


「で、俺を殴ったのは誰なんだ？」


「うん。それが一つ目の謎なぞだね」


　碓氷が腕を組み、うんうんと頷く。


「……謎？　一つ目？」


「重次郎さんが中に入った時、そこには倒たおれたタマぴょんと、着ぶくれして身動きを取るのも難しい小春さん、というかインナミ様の二人しかいなかった」


　碓氷はたいして広くも無い社の中で、両手を大きく広げた。


「タマぴょんを気絶させた犯人は、果たしてどこに消えたのか？　これが一つ目」


「一つ目って事は、他ほかにもあるのか？」


「うん。もう一個ある。あれだよ」


　碓氷が指を差した先には、「書」を載のせる台座があった。


　台座だけが、あった。


「……『書』は？」


「重次郎さんが中に入った時、既すでに姿を消していたそうだよ。これが二つ目」


「どういう事だ？　俺を殴った犯人が『書』を持ち逃げしたって事か？　どうして？　なんの為に？　そもそもなんで俺は殴られなきゃいけなかったんだ？」


「僕に聞かれても分からないよ、タマぴょん」


　碓氷は両手を広げたまま肩かたをすくめた。日本人がそのポーズをするのを俺は碓氷以外に見た事が無い。


　しかし、碓氷の言う通りだ。気絶から目覚めたばかりでまだ混乱してるらしい。ちょっと落ち着こう。


　大きく深呼吸すると、徐じよ々じよに頭がはっきりしてくる。


「しかし、困ったのう」


　じいちゃんが、腕を組んだまま眉まゆ根ねを寄せる。


「『書』が盗ぬすまれてしまっては、祭りがこれ以上続けられん。四百年続いている儀式だというのに……」


　ああ、そういう問題もあるのか……。村にとっては俺が誰かに襲おそわれた事よりも、祭りの進行が滞とどこおる事の方が問題らしい。ちょっといじけてしまう。


　と、その時、開けっ放しの扉から人ひと影かげが伸のびた。


『心配するでない。祭事は最後まで執とり行うぞ』


　立っていたのは普ふ段だん着ぎに着替えた小春さんだった。もちろん、喋しやべっているのはインナミさんだ。化け粧しようを落とした小春さんも、可愛かわいい事に代わりは無い事をここで強調しておこう。


　じいちゃんが不安げな顔をインナミさんに向ける。


「しかし、『書』がありませんと……」


『大だい丈じよう夫ぶじゃ』


　インナミさんは指を口の前に一本立てて、楽しそうに片目を閉じた。


『妾に考えがある』





　　　　◆





　インナミさんが『大丈夫じゃ』と太たい鼓こ判ばんを押したので、その場は一いつ旦たん解散となり、俺は家に戻ってジーパンとＴシャツに着替えて身軽になった。


　そして、みんなで、もう一度社にやって来た。現場検証をする為だ。


　インナミさんは「書」が無くても最後の儀式である「交わりの儀ぎ」をすると言ってるけど、じいちゃん達は不安に感じている。出来れば「書」を見つけてあげたい。あと、俺を殴った犯人を突つき止めたいというのもある。


　改めて社の中を眺ながめて、碓氷が呟く。


「とはいえ、調べるような何かがある部屋じゃないね」


「そうだな……」


　漆喰の壁に囲まれた殺風景な部屋だ。入り口以外に外と繫つながっているのは明かり取りの窓しか無い。でも狭せますぎて子供だって通り抜ぬけられないだろう。


　不思議だ。問題は三つある。


　その１・犯人はいつ社に入ったのか？


　その２・犯人はどこに隠かくれていたのか？


　その３・犯人はどうやって逃げたのか？


　俺は腕組みをして部屋の中を眺めている御剣に聞いた。


「なあ」


「なによ」


「仮に犯人が魔ま術じゆつ師しだったとしたら、姿を消して最初からこの部屋に入っていた、なんて事が可能だと思うか」


　俺の質問が意外だったのか、御剣は少し目を大きくしてから「あら」と言った。


「この村には魔術師はいないんじゃなかったの？」


「いないけどさ。仮にの話で」


「そうね……」


　御剣は握にぎっている二の腕うでの上で人差し指をぴょこぴょこ動かしながら考える。


「……出来ないって事は無いと思う。覚えてる？　部室に京きよう野の先生が来た時、アンタが香か奈な恵えを見えなくしたじゃない。あれを応用するのよ」


「ああ、そう言えば、やったな」


　あの時は、先生の視界に香奈恵嬢じようが入らないようにしたんだった。


　なるほど、同じように犯人の事を俺とインナミさんが見ないようにすればいいんだな。それなら隠れるも何も無い。


　けれど御剣は、自分の言った言葉に納なつ得とくしていないようだった。人差し指をぴっと立てて続ける。


「でも、その人がどうやって外に出たのかが分からない」


「どうして？」


「僕達が外から見張っていたからだよ、タマぴょん」


　碓氷が補足する。


「タマぴょん達が中にいる間も、重次郎さんが中に入っていった後も、僕達はみんなで社を見ていた。誰も外になんか出られないよ」


「それはアタシも保証出来る。重次郎さんは中に入った後すぐに扉を閉めてた。その後、私達が入るまでの間、扉は一度も開いてない。仮に視界を逸そらされていたって、扉を開けずには外に出られないんだから」


「ふむ……」


　俺は御剣と碓氷の話を聞きながら、問題はもう一個ある事を思い出した。


　その４・犯人は何故「書」を盗んだのか。


　あえて盗む価値がある物とは思えない。無くなっても祭りの進行に支障が出るくらいの事だ。そんな事をして、犯人にはどんな得があるのだろう？


「あー、わかんねえな」


　頭をかきむしる。


『難なん儀ぎしておるな』


　顔を上げると、壁かべに背を預けた小春さんが微笑ほほえんでいる。いや、あれはインナミさんだ。


「なあ、インナミさん。インナミさんは俺が殴なぐられた時、何か見なかったか？」


『何も見てはおらんよ。マルは妾わらわの陰かげにいたからの。おぬしが倒れる所も見えなんだ』


　つまり、犯行の瞬しゆん間かんをインナミさんは目もく撃げきしていない訳だ。


　俺は、もう一度確かく認にんした。


「本当に、何も見てないんだな？」


『くどいのうマルは。神様は噓うそはつかん』


「じゃあ、小春さんは？　小春さんはなにか見なかった？」


　俺が聞くと、表情が笑え顔がおから困こん惑わくに変わる。


「えっと、あのその……」


『小春よ、見たままの事を答えれば良い』


「あのあの、私も、何も見ていないです……」


「そうか……」


「八方ふさがりだねえ」


　碓氷がそう言って体を伸ばす。


　イマイチ俺達に緊きん迫ぱく感かんが無いのは、俺が気を失ったのは軽い脳しんとうのせいで、怪け我がと言うほどの物じゃなかったからだ。そして、「書」が無くても祭りを続行するとインナミさんが決めたからだ。


『さて、妾は先に失礼するぞ。今夜の準備をせねばならんからな』


　そう言って、インナミさんが寄りかかっていた壁から離はなれる。るうるがとてとてと近寄って、インナミさんを見上げる。


「なにをするの？」


『水浴びじゃ。体を清めるのよ』


　そう言って、俺に向かって艶なまめかしい視線を送る。


『初めての男と同じ床とこに入るのじゃ。隅すみ々ずみまで綺き麗れいにしておかなければな』


「なななな、何を言うんですか！」


　インナミさんがからかい、小春さんが怒おこる。俺は挑ちよう発はつには乗らずにため息をついた。


「むー」


　るうるは微び妙みように不服そうだが、インナミさんに頭をわしゃわしゃと撫なでられて気持ちよさそうな顔をする。


『心配するでない。祭りは今夜で終わりじゃ。明日になれば、マルはそなたに返す。一晩だけ、妾に貸してくれれば良い』


「俺は誰だれの所有物でも無いんだけど……」


『おや？　そうなのか？』


　インナミさんはとぼけた顔をしつつ、るうるから手を離し、社から出て行った。


　開け放された入り口からは、まだしとしとと降り続く雨の姿が見えた。


「ん？」


　小春さんの後ろ姿の向こうに、誰か来るのが見えた。


　入り口から身を乗り出す。雨の中を歩く小春さんの進行方向から、真っ赤な傘かさを差し、真っ赤な長なが靴ぐつを履はいた女の子が歩いて来ていた。洋よう子こだ。


　洋子は小春さんとすれ違ちがう直前に立ち止まり、小春さんをじっと見上げた。歩みを止めない小春さんの顔は、傘に隠れてこちらからは見えない。


「あの子、インナミ様が好きじゃないみたいね」


　肩かた越ごしに御剣の声が聞こえた。振ふり返ると、御剣も外の二人を眺めていた。


「え？　そんな事無いだろ。昨日も一いつ緒しよに遊んでたじゃんか」


「そういう事じゃなくて、竜りゆう之の介すけ君がインナミ──」


　御剣は何かを言おうとして、「はあ」とため息をついた。


「アンタって、他ほかの事に関してはやたらと頭が回るのに、ホントに女心に鈍にぶいのね」


「？？？」


　俺が混乱していると、御剣はもう一度ため息をついた。


「いいわ。アタシが教えてあげる。あの子は竜之介君の事が好きなのよ。でも、竜之介君はインナミ様が好きなの。だからあの子はインナミ様が好きじゃない。分かる？」


「……なんで御剣がそこまで分かるんだ？」


　啞あ然ぜんとする俺に対して、御剣は呆あきれた顔で俺を見た。


「なんであんたが分からないのかの方が、アタシには不思議だわ」


　俺が混乱していると、御剣は大げさに首を振ってから、台座に触さわろうとするるうるを止めに行った。碓氷が俺を見て楽しそうに笑っている。


　もう一度外を見ると、丁度洋子がこちらに走り寄ってくる所だった。小春さんの姿は、雨に隠れてもう見えなかった。


　タタタと走って来た洋子は、入り口の前に立って、俺を見上げた。強気のまなざし。


「『書』が無くなったって、おとうさん達が言ってたの。ホント？」


　俺はしゃがんで答えた。


「ああ。そうだよ」


　すると、洋子は下を向き、小さく呟つぶやいた。


「いいきみね」


「え？」


　洋子がなんと言ったか分からず、聞き間ま違ちがえたのかと思い、俺は聞き返した。けれど、洋子はまた強気のまなざしで俺を見る。


「あれが無くなったら、お祭りは続けられないのよね？」


「いや、インナミさんが、続けるってさ」


　洋子は、しばらく俺をじっと見つめてから、ぼそっと呟いた。


「そうなんだ」


　そして、傘ごとくるりと回って、俺に背を向けた。


「じゃあね」


「ああ」


　そして、洋子はたたたと走って行った。


「……あの子の仕し業わざかもね」


　気がつくとまた後ろに御剣が立っていて、そう呟いた。


「……まさか」


　とりあえず否定するも、さっき御剣が言っていた事を思い出す。





　──あの子はインナミ様が好きじゃない──





「ふむ」


　やがて赤い傘も長靴も、雨の中に消えて行った。


　ん、そういえば。


「洋子、今日は朝から竜之介と別行動なんだな。珍めずらしい」




　第七章　同日　夜の物語







　……部屋の四よ隅すみに置かれた背の高い燭しよく台だいの上で、蠟ろう燭そくがちろちろと淡あわい光を灯ともしている。


　木の床の上には畳たたみが二畳じよう置かれ、その上に真っ白な布ふ団とんが敷しかれていた。枕が二つ、置かれている。


　一つの布団に、枕まくらが二つ。


　枕元には大きな屛びよう風ぶが置かれ、風が入って炎ほのおが揺ゆれると、壁に屛風の影が大きく伸のびた。


　俺は、布団の横、畳から外れた木の床に、あぐらをかいて座っていた。夏の夜、床はひんやりと冷たくて、意思と無関係に熱くなっている体をほどよく冷やしてくれていた。


　着ているのは布団と同じくらい真っ白な浴衣ゆかた。詰つまるところ、寝ね巻まき。


　布団を挟はさんで反対側の床には、同じく白い寝巻きを羽織った小こ春はるさんが、正座の格好で、目を伏ふせていた。薄うすい浴衣が、胸の大きさを図はからずも強調していた。


　蠟燭の明かりがゆらめき、小春さんの顔を照らす。かけているメガネが蠟燭の明かりを反射して七色に光を飛ばし、左右に垂れた三つ編みを明るく見せた、気がした。


　蠟燭程度の明かりの中でも、小春さんの頰ほおが火ほ照てっているのが分かった。風ふ呂ろから上がったばかりだから、というだけじゃない。寝しん室しつに男、つまり俺と二人っきりでいる事を恥はずかしがっているんだ。


　更さらに言えば、これからここで一緒に寝ねるという事を。


　小春さんは、膝ひざの前の床に両手を添そえ、ゆっくりと、俺に向かって頭を下げた。


　そして、緊きん張ちようで少し震ふるえた声で言った。


「この日が来る事を、長い間、待ち望んでおりました」


　つっかえつっかえ言うその言葉に、俺は唾つばを飲み込んだ。


「今こ宵よい、あなた様と、伽とぎを迎むかえられる事、嬉うれしく思います」


　頭で分かっていても、体が言う事をきかず、どんどん熱くなっていく。


　と、小春さんは首だけくるりと持ち上げ、俺を真っ直すぐに見た。


　そして、小こ悪あく魔まみたいな、にやりとした笑みを浮うかべ、こう言った。


『こういう趣しゆ向こうもたまらんじゃろう？』


　それを聞いた途と端たん、俺は一気に脱だつ力りよくする。


「……からかうのはやめろよ」


　俺の反応が楽しいのか、インナミさんは更に楽しそうに瞳ひとみを細めた。


『ほっほ。せっかくの機会なのじゃ。おぬしも楽しめばよかろう。マルよ』


「うるさいな。小春さん、インナミさんの言う通りにしなくてもいいんだよ」


　俺がそう言うと、急に小春さんの表情があわわわわと気弱な雰ふん囲い気きになる。


「ででででもでも、大事な祭事ですし、間違いがあったら申し訳なくて……」


『小春は真面目まじめで良い子じゃのう。儀ぎ式しきの上の夫婦めおととはいえ、マルの嫁にするにはもったいないわい』


「誰のせいでこうなってると思ってるんだよ……」


　俺が呆れていると、インナミさんは『ほっほ』と笑った。





　祭り二日目の夜。最後の儀式である「交わりの儀ぎ」が執とり行われようとしていた。


　場所は「身み籠ごもりの儀」をしたのと同じ社。ただし、床には畳が敷かれ、四方の壁かべには綺麗な刺し繡しゆうの入った簾すだれがかかっていて、寝室に模様替がえされている。枕の側そばには綺麗な屛風が置かれて、雰囲気を作っていた。蠟燭の炎と相まって、淫いん靡びな感じがしなくもない。


　これから俺とインナミさん、というか小春さんは、この布団に入って一夜を越こす。夜よ伽とぎ、つまり床とこ入いりの見立てという事だ。何もしないで寝るだけ。……とても、俺は眠ねむれそうには無いけれど。


　朝を迎えたら、みんなの前に出て、神と人とが結ばれた事を宣言し、偽ぎ神しん婚こんは全すべて完かん了りようとなる。これが毎年の習わし。


　じいちゃんの話では、本当は、眠る二人の間に「書」を置いて、明け方それを夜伽の証あかしとするそうなんだけど、今はその「書」が無い。


『さて、では寝るとするかの』


「あ、ああ……」


　何もしないとはいえ、同級生の女の子、しかも無む茶ちや苦茶可愛かわいくてスタイル抜ばつ群ぐんな女の子と同じ布団で寝るなんて、これまでの短い人生の中で経験がある訳も無く、しずしずと布団をめくり横になる小春さんを見ていると、なんというか体を動かせない。


『ほれ、マル、臆おくしたか。男じゃったらさっさと来い』


　言われて、こちらもぎこちなく布団をめくり、体を滑すべり込ませる。


　枕に頭を載のせると、たまたま布団の中で、右手が小春さんの手に触ふれた。


「ひゃうっ！」


　音速で手が離はなれ、小春さんはあっちを向いてカタカタ震えている。


「ごごごごごめんなさい！」


　何故なぜか謝られる。


　顔を真っ赤にした小春さんが再び体を上に向けると、布団が小さいのか、俺達は半身を触れあうようにして眠る形になった。衣きぬ擦ずれを感じる度たびに、体が熱くなる。


『小春よ、そんな緊張したままでは、疲つかれてしまうぞ。夜は長いんじゃ』


「ははははは、はいっ！」


　小春さんの緊張っぷりは半はん端ぱ無いけど、それは表に出ていないだけで俺も同じだった。


　なので、極力別の事を考えようと思った。超ちよう至近距きよ離りで小春さんが寝ているという事実を忘れようとした。目を瞑つぶり、思考を飛ばす。


　自然と、俺の頭は「書」の行方ゆくえを考え始めていた。





　御み剣つるぎの言う通り「書」を盗ぬすんだ犯人は洋よう子こなのだろうか？





　洋子は、「書」を盗まれた事を「いい気味」と言っていた。儀式が中断される事を望んでいた風でもあった。


　洋子がインナミさんを嫌きらっているのであれば、「書」を盗み出し、儀式の邪じや魔まをする事は、これは一応、動機と言えるだろう。まあ、結局中断はしなかったけど。


　確かに、洋子なら盗むのは可能だった。


　俺は、「書」を盗み出す方法については、既すでに見当がついていた。それは、言うなればちょっとしたひっかけクイズみたいな物で、別に大がかりな魔ま術じゆつが必要な事なんかじゃなかったんだ。


　ただし、洋子がそれをやる為ためには、協力者の助けが必要になる。その協力者が誰だれなのかも自明だ。


　けれど、ここが俺には分からない。その人が洋子に協力する理由が無いのだ。


　何かが食い違ちがっている。何かを勘かん違ちがいしているとしか思えない。


　俺が黙だまって考えていると、インナミさんと小春さんが話をしているのが聞こえた。


『のう小春、これでようやくおぬしはマルと結ばれるのう。良かったのう』


「なななな何を言ってるんですか！　結ばれるのはインナミ様と犬いぬ海かい君でしょう!?」


　二人とも、俺がもう眠ったと思っているのか、小声ながら言いたい放題だ。


『おぬし、子供が好きなのであろう？』


「それは……、好き、ですけど」


　小春さんの場合、可愛い物に対する「好き」が多少常じよう軌きを逸いつしている感があるけど。


『ならば子作りの練習をしておかねば。ほれ、練習台は隣となりで寝ておる』


　思わず噴ふきそうになった。


「……」


　え、なんで小春さん黙っちゃったの？





　と、その時。








　頭の中を、風が吹ふき抜ぬけた気がした。思考が、クリアになっていくのを感じた。








　俺はゆっくりと目を開けて、横を向く。


「インナミさん」


『おやマルよ。寝たのではなかったのか』


「いぬいぬいぬ犬海君!?　今の聞いてたんですかっ!?」


　小春さんの問いには答えず、俺はインナミさんに話しかける。


「インナミさん、俺が殴なぐられた時、何も見なかったって言ったよな？」


『またその話か。くどいのうマルよ。神様は噓うそをつかんと言ったろうが』


「ああ、聞いたよ。でもさ、それってつまり──」


　俺は一呼吸置いて、言った。


「ずっと目を瞑ってたって事じゃないのか？」


　小春さんの体が僅わずかに震える。天てん井じようを見上げる表情は小春さんの物で、「バレた！」って顔をしている。


「そうなんだな？」


『……神様は噓はつかん。しかし答えない事はある』


「じゃあもう一個聞くぞ」


『なあマルよ──』


「インナミさんは、犯人を知っているんだな？」


　炎がゆらめいて、天井に映る屛風の影かげが大きく揺れる。


　やがて、


『……ああ、知っておる』


　やっぱり、か。


「小春さんも、知ってるんだよな？」


「ごごご、ごめんなさいっ！　まさか犬海君を殴るなんて思って無くて！」


　小春さんが布ふ団とんを頭から被かぶって顔を隠かくす。


　犯人が「書」を盗んだ方法が俺の考えた通りなら、それはインナミさん、そして小春さんの協力が絶対に必要なんだ。


　布団から少しだけ顔を出して、小春さんの瞳がちろっとこちらを向く。


『マルよ、小春を責めないでやってくれ……。悪いのは妾わらわなんじゃ』


　いつになくしおらしいインナミさん。


「いや、別に俺は最初から怒おこってなんかいない。そうじゃなくて──」


『なんだ怒っていないのか。ならば良い』


　急に声が元気になったかと思うと、





　ばさっ、がばり。





　一いつ瞬しゆんで布団が取り払はらわれ、小春さんが四つん這ばいになって、俺の上に覆おおい被かぶさった。啞あ然ぜんとした俺が目をパチクリさせていると、眼前で微笑ほほえむインナミさんが言った。


『マルよ。今宵はとことんまで楽しもうぞ。おぬしの精気、妾が吸い尽つくしてくれる』


「な、なんだよ急に！」


『なにって、見ての通り。夜伽じゃ。床入りじゃ。その為の儀式であろう？』


　そう言って、目を閉じ、ゆっくりと顔を近づけてくる。一直線に唇くちびると唇が触れ合うコース。俺は慌あわてて小春さんの両りよう肩かたを押さえ、押しとどめる。


「待て待て待て待て！　床入りって、見立てなんだろ!?」


『あんなのは子供に聞かせる為の言い訳に決まっておろう』


「はあ!?」


『妾のような美しい女を隣に寝ねかせて、若さの滾たぎる男共が、何もせずに眠りにつける筈はずが無いであろうが。いやむしろ、据すえ膳ぜん食わぬはなんとやらよ。この十年、妾に指も触れずに一夜を過ごせた婿むこ役など、ただの一人もおらんかったわい』


「神様は噓はつかないんじゃなかったのかよ！」


『子供の前では、夢を見せるのも神様の仕事じゃ』


　小春さんの顔がぐいぐい近づき、ただよう甘い香かおりのせいで力が上手うまく入らない。更さらに、体が下がる事で胸むな元もとが押しつけられ、その柔やわらかさに一瞬理性が奪うばわれかける。


　けれど、俺は必死で抵てい抗こうした。頭上数センチの距離で、インナミさんが笑う。


『自らが望まぬ抵抗などするな。情念に身を任せよ』


「そういう訳にもいかないだろ！」


『それにな。「書」が無いのじゃ。代わりの物を用意しなければならん』


「か、代わりの物って？」


『子供じゃよ。妾とマルで子を生なすのがてっとりばやいじゃろ？』


「助けてくれ！」


　自分でも何に対して助けを求めたのかよく分からなかった。


「その体はインナミさんじゃなくて小春さんの物だ！」


『問題ない。小春もそなたとの交わりを望んでおる』


「なななななにを言うんですかぁっ！」


　俺はインナミさんのキス攻こう撃げきをかわすのに手て一いつ杯ぱいで、小春さんが何を叫さけんでいるのかよく聞いていなかった。


　乱れた俺の寝ね巻まきの合わせの所に小春さんの指が滑り込み、胸元を撫なでる。そして、インナミさんは目を細めて言った。


『マルよ。妾を受け入れてくれぬか』


　俺は必死すぎて、インナミさんの口調に寂さびしさが含ふくまれている事に気づかなかった。


『たった一度の過あやまちじゃ。明日になれば忘れて良い。なあ、マルよ……』


「駄だ目め、だってば。インナミさん、だって、俺、は……！」


　それでもなお肩かたを押し返そうとすると、


『……はっはっはっは！』


　急にインナミさんが笑い出した。


　そして、体を起こして俺の腹の上に座った。お尻しりの柔やわらかさごしに、小春さんの火ほ照てった体温を感じる。


　そして、目を細めて、優やさしく微笑む。


『ほんに、マルは純情で、へたれじゃのう』


　インナミさんは寝巻きの中に滑すべり入れていた指を引き抜き、俺の頰ほおを手のひらで撫でた。


『こんなにも瑞みず々みずしい肉体を前にしても、あの子羊のようなおなごへの操みさおを守るのか。まあ、それも良い。それはそれで、男と言えよう』


　それは俺をからかっている言葉の筈なのに、何故か、しっとり聞こえた。


　インナミさんは俺からどいて横になり、投げ飛ばした布団をかけ直した。


『全部冗じよう談だんじゃ。これまでの婿役にも、皆みな出来ぬ我が慢まんをしてもらった。マルも頑がん張ばれ』


　そして、部屋は静かになる。


　ちらりと横を見ると、インナミさんはもう目を閉じていた。楽しそうに。寂しそうに。


　また炎ほのおが揺ゆれ、天井に映る影が伸のびた。





　……ああ、くそっ。





　俺は一瞬首筋に手を当てた後、布団をはねのけてがばりと体を起こした。


　そして、小春さんの体の上に四つん這いになった。


『？　マルよ？　どうした』


「いぬいぬいぬいぬ犬海君!?」


　俺は小春さんの顔を真正面から見下ろしながら言った。


「インナミさんの言う通りだ。こんな状態で一晩黙って過ごせる訳がない」


　ゆっくりと顔を近づける。インナミさんが焦あせって俺の肩を押さえる。さっきと逆の構図だ。


『マ、マル！　落ち着け！　からかったのは悪かった！　だから冗談はやめよ！』


「冗談なんかじゃない。我慢出来ないだけだ。操？　いいよそんなの」


　小春さんの力では、俺の体を止める事は出来ない。徐じよ々じよに顔と顔が近づいてくる。


『この体は妾の物ではない！　妾は責任を取れぬ！』


「俺は構わない」


　噓だった。構いまくるに決まっている。


　これは演技だった。俺には計算があった。


　こうすれば、「書」の犯人が見つけられる筈だ。


　インナミさんが目を閉じて叫ぶ。


『おぬしが構うかどうかは問題ではない！　小春！　おぬしも抵抗せぬか！』


　そうだ小春さん、抵抗するんだ。そうすれば、きっと……。


　その時、インナミさんの表情が小春さんのそれに代わり、そして言った。


「……わたわたわたっ、私っ！　覚かく悟ごは出来ました！」





　…………え？





　小春さんは目をぎゅっと瞑つぶり、唇を閉じたまま震ふるえながら顎あごを上げた。


　……これは、もしかして、キス待ちのポーズ？


　おかしい、ここは全力で抵抗して貰もらわないと、本当に一線を越こえてしまうではないか。


　俺が一瞬で素すに戻もどると、なんと小春さんは肩を押さえていた両りよう腕うでを離はなし、俺の顔を摑つかんで更に引き寄せようとした。


「うわたたたたた、小春さんちょっとタンマ！　これは──」


「往おう生じよう際ぎわが悪いです、犬海君っ！」


　妙みように気合いの入った小春さんの声に、俺はもうどうしたらいいのか分からなかった。


　その時。


　救いの神は、ようやく屛風の向こうから飛び出して来てくれた。


「インナミさまをいじめるなぁーっ！」


　視界の端はしに飛び込んで来た人ひと影かげが、何かを持ち上げ、俺の頭に振ふり下ろそうとする。


　小春さんの肩から手を離して、それをはっしと摑む。


　俺が摑んだ物、それは巻物だった。


「書」を俺に摑まれた相手は、腕うでをプルプルさせるも、それ以上動く事が出来なかった。


　俺は言った。


「やっぱりお前だったか。竜之介」


　蠟ろう燭そくの炎に浮うかび上がった竜りゆう之の介すけの顔は、一瞬こわばり、でもキッと俺を睨にらんで、涙なみだ目めで叫んだ。


「インナミさまと結けつ婚こんするのはタマキお兄ちゃんじゃない！　僕だ！」





　簡単な話だ。


「書」を盗ぬすんだ犯人が小屋にどうやって入り、また、どうやって出て行ったのか。


　社やしろに入ったのは俺とインナミさんだけだった。


　けれど、もう一つ社に入っていった物があった。


　インナミさんの衣装だ。


　元々分厚くなっているインナミさんの着物は、「身み籠ごもりの儀ぎ」では子供を身籠もっている事を示す為ために更に重ね着をしていた。まるで、人がもう一人分程ほど入るくらいに。


　そこに、本当に人が入っていたんだ。


　竜之介は、インナミさんの衣装の中に入って、インナミさんと一いつ緒しよに社に入った。


　そして「書」を盗み、見られそうになった俺を殴なぐって気絶させた。


　その後、「書」を持ったまま、また衣装の中に戻り、インナミさんが外に出る時、一緒に脱だつ出しゆつしたのだ。誰だれにも見られる事無く。


　当然、これを実現する為にはインナミさん、そして小春さんの協力が必要だ。


　インナミさんを嫌きらっている洋子には、インナミさんに協力など頼たのめない。それに、もし頼めたとしても、その目的が儀ぎ式しきの中断を願っての物だとしたら、それをインナミさんが了りよう承しようする筈が無い。


　逆に、竜之介はインナミさんが好きだ。では、その竜之介が「書」を奪ったのは何故なぜか。


　答えは一つしかない。インナミさんを俺と結婚させない為だ。





「……インナミさまは、タマキお兄ちゃんが好きだから、結婚したら、もう、僕と遊んでくれないと、思ったんだ」


　布ふ団とんに座った竜之介は、目から溢あふれる涙を両手でぐいぐいぬぐいながら、それでも気き丈じように、そう言った。横には小春さんが座り、竜之介の両肩を支えている。


『マルよ、許してやってたもれ。全すべて妾わらわが悪いのじゃ』


「いいえ、私が止めなかったのがいけないんです。犬海君」


　インナミさんと小春さんが二人で竜之介をかばうので、なんか俺は、自分が悪者みたいな気分になってきた。俺は出来るだけ優しく言う。


「別に怒おこってないし、誰にも言わないから心配すんな。竜之介」


「ほんとに……？」


「男の約束だ」


　俺がそう言うと、ようやっと竜之介は泣き止やんだ。大人に怒られるのが怖こわかったらしい。竜之介はうつむきながら言う。


「巻物を盗めば、儀式が中止になると思ったんだ。なのに、終わらないし、大人がみんな巻物を捜さがし始めて、怖くなって……」


『それで、「書」を返しにここに来たんじゃな？』


　こくりと頷うなずく竜之介。小春さんの手がそっとその頭を撫でる。


　けれど、巻物を元に戻す前に、俺達が社に入って来てしまって、竜之介は屛風の陰かげに隠かくれたまま、出るに出られなくなってしまった。


　そして、目の前でインナミさんをいじめている俺に我慢が出来なくなり、飛び出して来た、という訳だ。


　俺は聞いた。


「そもそも、なんで『書』が無くなれば祭りが中止になると思ったんだ？」


　竜之介はゆっくり顔を上げて、俺を見た。


「巻物が無ければ、よとぎが出来なくなると思ったんだ。だって、これが無くちゃ、意味無いでしょ」


　それを聞いて、俺と小春さんの動きが止まり、顔を見合わせる。


　俺は、恐おそる恐る、聞いた。


「……竜之介？　お前、夜よ伽とぎがなんだか分かってるのか？」


「辞書で調べた」


　小春さんが小さく「ひゃう」と呻うめく。し、調べたって……。


　竜之介はぐいっと目をぬぐって言った。


「伽ってお伽噺の事でしょ」


「……え？」


「夜に、お伽とぎ噺ばなしを聞かせるんでしょ。インナミさまが、タマキお兄ちゃんに」


　啞あ然ぜんとする俺達の間で、竜之介は喋しやべり続ける。


「インナミさまがこの巻物には昔話が書いてあるって言ってた。だから、巻物が無くなればお伽噺が出来なくなると思って……」


「ええと……」


　なんと言ってやれば良いか分からず、俺と小春さんが苦く笑しよう気味に見つめ合っていると、急に『ほっほ』とインナミさんが豪ごう快かいに笑いだした。


『まっこと、おぬしは頭の回る男じゃのう、竜之介！　気に入った！』


　そう言って、竜之介を抱だき寄せて、その頰にむちゅっとキスをした。あ、こら、その体は小春さんなんだぞ！　羨うらやましいぞ竜之介！　いやそうじゃない！


　インナミさんは竜之介の頭を撫なでながら、笑え顔がおのまま至近距きよ離りで竜之介を見つめた。竜之介の顔がぼうっと赤くなる。


『竜之介、お前はまだ若い。だから今は、妾と結婚する事は叶かなわぬ。おぬしが立派な男として成長し、それでも妾を想おもい続けてくれていたら、妾はその想い、受け止めようぞ』


　そして今度は、胸むな元もとに抱き寄せる。益ます々ます羨ましい。いやそうじゃないってば。


　なおも頭を撫でながら、インナミさんは愛いとおしそうに竜之介に語る。


『ただ、今こ宵よいはおぬしの勇気を称たたえて、特別に伽をしてやろう。秘密のお伽噺、妾がまだこの村に来る前の話じゃ。さあ、布団に入れ。ほれ、マルもじゃ。今宵はおぬしら二人は妾の子供よ。寝ね物もの語がたりを語ってやろうぞ……』





　　　　◆





　インナミさんの昔話は十分も続かなかった。緊きん張ちよう感かんから解放されたせいか、竜之介は布団に入ってすぐに眠ねむってしまったのだ。


　その頭を優やさしくなでながら、インナミさんが呟つぶやく。


『マルもこの歳としの頃は、同じくらい可愛かわいかったぞ』


「どうせ、今は可愛くないよ」


　俺がそう言うと、インナミさんはこちらに視線を向けて、にやりと笑った。


『今は凛り々りしくなった』


「そうかよ」


　竜之介を起こさないように気をつけつつも、俺はインナミさんに聞いた。


「なんでインナミさんは、竜之介の頼みを聞いたんだ？」


『簡単な事よ』


　愛いとおしむ瞳ひとみでインナミさんは眠る竜之介を見つめる。


『どれだけの時を生きようとも、男に慕したわれるというのは心が燃える事なんじゃ。たとえ、それが八つの子供であってもな』


「小春さんは？」


「あのあの、竜之介君の気持ちが本気だって分かったから、応おう援えんしたかったのと、それに……」


「それに？」


「竜之介君がちっちゃくて、可愛かったから。……頼みを断れませんでした」


　……まあ、いいか。


　俺はごろりと仰あお向むけになった。


「ひとまず全部解決か。竜之介は朝になったらこっそり家に帰せばいいよな」


『そうじゃな』


　俺は、徐じよ々じよに瞼まぶたが重くなるのを感じていた。小春さんの横で眠れるのか心配だったけど、竜之介が間にいる所で間ま違ちがいを犯おかす訳は無い。おかげで安心して眠れそうだ。


「じゃあ、おやすみ、小春さん、インナミさん」


『ん？　マルよ。何を言っておる』


「え？」


　首を横に向けると、インナミさんが楽しそうに微笑ほほえんだ。


『まだ伽は始まってもおらんじゃろ？　竜之介は眠ってしまったが、聞き手はもう一人おる』


「……それって、もしかして俺の事？」


『そうじゃとも。今宵は妾の波は瀾らん万ばん丈じような半生を存分に聞かせてやろう。なに、丸一晩あれば概略くらいは語れよう』


「いや、インナミさん。悪いけど俺も眠りたい──」


『さて、どこから始めようか』


　インナミさんは俺の希望を完全に無視して、楽しそうに喋り始めた。


『あれはある港町だった。妾はある一人の男と知り合ったのだが……』




　第八章　４日目　祭りの後







　どおん……。


　と、鈍にぶい音が、すぐ近くでした気がして、目が覚めた。


　目が覚めた、という事は、いつの間にか眠っていたらしい。


　布団をめくり、体を起こす。


　蠟ろう燭そくはいつの間にか全部消えていた。明かり取りの窓の外は暗かった。まだ早い時刻なのかな。


『なんじゃ、今の音は？』


　横を見ると、インナミさんも体を半分起こしていた。寝ね乱みだれたのか、胸元が少しはだけていて、綺き麗れいな谷間がこちらを向いており、俺はそっちに注視出来なかった。


「雷かみなり、かな？」


「んん……？」


　竜りゆう之の介すけも目を覚ます。俺は立ち上がって、扉とびらに向かった。


　扉を開けると、雨の混じった強い風がビュウビュウと吹ふき込んできた。雨の勢いが凄すごくて、景色がどんよりと暗く見える。


『まだ台風が居座っておるようじゃな』


　横に立ったインナミさんが言う。襟えり元もとは綺麗に直っていた。インナミさんはにやりとして、


『残念そうにするでない。朝あさ風ぶ呂ろの時にまたいくらでも見れるじゃろ。妾わらわの昔話に付き合った褒ほう美びじゃ、好きなだけ触さわらせてやろうぞ』


「そそそそっ、そんな約束勝手にしないで下さい！」


　小こ春はるさんも起きたらしい。インナミさんは気にせずに、嵐あらしの中に目を凝こらす。


『なにやら、慌あわただしいのう』


「そうだな……」


　雨の中を、雨あま合ガツ羽パを被かぶった村の人が何人も走っているのが見えた。みんな、急いでいる。


　竜之介がやってきて、インナミさんの足あし下もとにしがみつき、不安そうな目で外を見ている。


『何も心配はいらんぞ竜之介。なにかあっても妾が守ってやるからな』


　こくんと頷うなずく竜之介。インナミさんは俺に流し目を送る。


『マルよ、おぬしも妾にしがみついていて良いのだぞ。男に頼たよられるのは気持ちがいい』


「それは竜之介だから許されるのであって、俺がしたら色々問題があるだろ。それにその体は小春さんであって、インナミさんじゃない。……ん？」


　誰だれかが、こっちに駆かけ寄って来た。じいちゃんだ。


　じいちゃんは階段の下まで来ると、フードをめくって、俺達に向かって叫さけんだ。





「湖のご神木に、雷が落ちた！　火事になっておる！」





　一いつ瞬しゆん、言われた事が理解出来なかった。すぐにインナミさんが叫ぶ。


『なんじゃと!?』


「……っ！」





　ダッ。





　突とつ然ぜん、竜之介が小屋から飛び出した。いつの間にか、両手に靴くつを持っている。


　急に出てきた竜之介に、じいちゃんが驚おどろく。


「竜之介!?　なんでこんな所にいるんじゃ!?」


　じいちゃんの声を無視して、竜之介は靴を無む理り矢や理り履はいて、一直線に走って行った。インナミさんが呼びかける。


『こら竜之介！　どこに行くんじゃ！』


　俺ははっとなって呟いた。


「あいつ、湖に行くつもりじゃ……？」


『なんじゃと!?　待て竜之介！　この嵐の中、湖に近づくのは危険じゃ！』


　インナミさんが勢いで竜之介を追いかけようとするので、俺は慌てて止めた。


『離はなせマル！　竜之介が！』


「ちゃんと着き替がえてから行かないとインナミさんも危ないだろ！」


「タマキ！」


　雨の中、聞き慣れた声が聞こえた。るうるだ。


　外を見ると、雨合羽を着たるうる、御み剣つるぎ、碓うす氷いが、駆け寄って来る所だった。


　社の前までやって来た御剣が、手に持っていた物をこちらに突つき出した。


「あんたの事だから、すぐご神木を見に行くって言い出すと思って、着替えと合カツ羽パ、持ってきてやったのよ」


　目を逸そらして、ぶっきらぼうに言う御剣に、俺は答えた。


「……サンキュ」





　　　　◆





　雨あま脚あしがどんどん強くなる中、俺達欧おう文ぶん研けんの五人とじいちゃんは湖に到とう着ちやくした。


　強い風のせいなのか、湖は大きく波打っていた。色も濁にごっていて、まるで、アメーバ状の生き物が、生け贄にえが飛び込んでくるのを待ちながら踊おどっているように見えた。


「あそこ！」


　るうるが指を差して叫ぶ。


　湖の反対側、分厚い雨のカーテンの向こうで、赤い光が揺ゆらめいていた。


　ご神木が、燃えている。


　木が湿しめっているからか、燃え広がってはおらず、地面に横たわっている根本の部分で、炎ほのおがメラメラと輝かがやいていた。


　とはいえ、これだけ強い雨が降っているのに、消える気配も見せない。強い勢いだった。


　遅おくれて来た村の人達に、じいちゃんが叫ぶ。


「消防隊を連れてこい！　火を消すんじゃ！　ご神木を守れ」


『妾の木なんぞどうでもいい！　竜之介を捜さがすんじゃ！』


　普ふ段だんのインナミさんからは想像出来ない、必死な言葉が小春さんの口から叫ばれる。


「タマキ、あれ！」


　るうるは、今度は湖を指差す。


「靴！」


「！」


　そこには、黄色い靴がぷかぷか浮うかんでいた。


　竜之介が、履いていた靴だ。


　じいちゃんが息を呑のみ、慌てて叫ぶ。


「湖に竜之介が落ちた！　ボートを出して捜すんじゃ！」


　後ろにいた村の人が嵐に負けないよう大声で返す。


「重しげ爺じい、無む茶ちやじゃ！　この嵐ではボートは出せん！　ひっくりかえっちまうでよ！」


『竜之介……！』


　インナミさんが地面に膝ひざをつく。俺は御剣を見た。


「魔ま術じゆつでは竜之介は捜せないのか」


　湖を睨にらみ付けていた御剣は頭を振ふる。


「さっきから考えてるけど、竜之介君がどこにいるのかが分かってないと、術の範はん囲いに入れるのは難しい。適当な範囲で術を使ったら、逆に竜之介君を危険な目に遭あわせる可能性がある」


　御剣は冷静に答えているつもりのようだけど、傘かさを握にぎっている手が、細かく震ふるえているのが分かった。怒おこっているのだ。この状じよう況きようにおいて、役に立たない自分の能力に。


　八方ふさがりだった。台風が過ぎればまだ希望もあるけど、小春さんの中にいるインナミさんは神様の力を使う事が出来ない。だから、天候を変えられない。


「くそっ！」


　思わず叫ぶ。叫んでも、なんの解決にもならないのに。


　すると、


『……マルよ』


　膝をつき、うなだれていた小春さんの体から、インナミさんが俺を呼ぶ。


　側そばに近寄ると、今にも泣き出しそうな顔が俺を見上げた。


『妾を小春の外に出してくれ』


「……え？」


『妾なら、台風もどかせるし、竜之介の居場所を捜す事も出来る。しかし、この体の中にいては力が使えぬ。だから、外に出してくれ』


　俺は一瞬動けなかった。すぐに慌てて答える。


「出してくれって言われても、やり方が分からないじゃないか……」


　自分で口にしながら、その言葉を自分で信じていないのが丸わかりだった。自分が今どんな表情で、インナミさんを見ているのか、分からなかった。


　涙なみだ目めで見上げるインナミさんは、両手を俺に向かって伸のばした。


　そして、懇こん願がんするように、俺の頰ほおにそっと触ふれた。


「おお、おお。妾の可愛かわいいマルよ。もう良いのだ」


「良いって、なにが──」


「おぬしには、もう分かっているのだろう？」


「っ!!…………」


　何も言えなかった。俺はじっとインナミさんを見つめていた。泣きそうな顔をしているのは、俺の方かもしれなかった。


　すっと、横に誰かが立った。


「あなたは──」


　それは御剣だった。苦しげな表情で、インナミさんを見下ろし、言った。


「あなたは、神様なんかじゃない」


　俺は、思わず呟つぶやいた。


「御剣、やめろ」


　言われて、御剣は目を逸らした。でもそれは一瞬で、もう一度インナミさんを見る。


　そして、決心したように、言った。


「あなたは、魔術師なのよ」


　インナミさんは顔を伏ふせ、黙だまっている。


　俺は怒ど鳴なった。


「御剣！　だからそれは──」


『もういいんだ、タマキ』


　小春さんの口から、これまでとは違ちがう口調が喋しやべり出す。


『私は、もう十分役割を果たした』


　でもそれが、インナミさんが喋っているという事が、俺には分かった。


　疲つかれた顔をしたインナミさんは、力なく笑って、そして言った。


『神様ごっこは、今日で終わりだ』


　俺は動けなかった。


　そんな言葉を聞きに、田舎いなかに帰ってきた訳じゃなかった。


　俺は、ただ、みんなと、インナミさんと遊ぶ為ために、帰ってきたのに。


　御剣は、静かに言った。


「……あなたは、時間を操る事が出来る、魔術師なのね」


『そうだ。天候を操っていたんじゃない。空の時間を進めたり遅ち延えんさせたりしてたんだ。戻もどす事はできないがね』


「あなたが肉体を持たないのも、その魔術を使っているからなのね？」


『流石さすがは、名に聞く御剣家の後こう継けい者しやだな。洞どう察さつ力が鋭するどい』


　インナミさんはそう言って力なげに笑う。御剣は表情を硬かたくしたまま答えた。


「あなたも、それだけの力があるなら、名門の魔術師の家系の筈はずよ」


『肉体を持っていた頃ころの事は、あまり覚えていないんだ。あるいは、そうだったのかもしれないがね』


　インナミさんは少しだけ遠くを見る目になった。


『君の言う通りだよ。魔術で、魂たましいが本来生きるべき時間を、無限に延ばしているんだ。肉体だって保持する事は出来たのだが、私の研究テーマは肉体を捨て、人間が精神体として次のステージに進む事だった』


「信じられない……。時間制せい御ぎよに魂の分ぶん離りだなんて、どちらもまだ誰だれも成功したことが無い魔術よ」


『世の中は、君が見ている景色より、ずっと広いんだよ。御剣言こと乃の』


　御剣は「ふん」と言いながらも頷うなずき、


「そうみたいね」


　と答えた。そして俺を見る。


「……犬いぬ海かいは、気づいていたんでしょう？」


　俺は、答えなかった。





　答えるまでも、なかった。





　当たり前だ。


　気づかないはず無いじゃないか。


　俺は高校に入って、るうるや御剣達がやった魔術を見てきたんだ。


　インナミさんだけが神様で特別だなんて、そんな風に考えるのは、どうにも無理があった。


　それに、インナミさんは何度か俺にヒントを口にしてしまっていた。


　例えば、小屋の話。


　戦前に小屋が燃えた事を、インナミさんは「重次郎から聞いた」と言っていた。そんな筈があるか。インナミさんが昔からこの村にいる神様なら、小屋が燃えたその時も、村にいた筈だ。


　それに、夜に俺を襲おそおうとした時、「この十年妾わらわの誘ゆう惑わくをはねのけた男はいなかった」とも言った。十年だ。四百年じゃない。


　つまり、インナミさんは、俺がこの村にやって来た十年前、俺と一緒に、この村に来たんだ。そして、村の人達に自分が神様だと思い込ませた。


　そんな事が出来るのは、魔術、だけだ。


「……くそっ！」


[image: ]


　俺はもう一度叫さけんだ。叫んでも、何も解決しないのに。


　インナミさんは俺の頰に触れたまま言う。


『お前が私の術を破ってくれれば、私は小春の体から外に出られる。その一いつ瞬しゆんを使って、竜之介を救ってみせる』


「でも、そんな事をしたら、インナミさんが……」


『いいんだ。私はもう十分に生きた。巣立ちの時だ。私を解放してくれ。そして』


　インナミさんは嵐あらしの中で、微笑ほほえんだ。


『お前も、私から解放されるがいい。タマキ』


　その通りだった。


　こだわっているのは、俺の方だった。


　俺の命を救ってくれたインナミさんを、失ってしまうのが、怖こわかった。


　嫌いやだった。


　でも。


　でも、インナミさんは、笑って俺を見ている。


　雨に打たれてよく分からなかったけど、多分俺は泣いていた。


　その泣き顔を、微笑んでいるインナミさんに見られたく無くて、俺はうつむいた。


　インナミさんは起き上がって、優やさしく俺を抱だき締しめた。


『さあ、もう時間が無い。私の魔術を破ってくれ、タマキ。私はもう、自分の魔術を止める方法を忘れてしまったんだよ』


「でも、でも……」


『……マルよ』


　インナミさんは急にいつもの口調に戻った。


『マルよ。おぬしは妾の事を母のようだと申すが、妾はいつだっておぬしの事を息子むすこだなどと思った事はないぞ』


　インナミさんの瞳ひとみからも、涙が零こぼれたように見えた。嵐が、全部吹ふき飛ばしていく。


『おぬしは妾の命の恩人であり、この長く生きた生命の時の中で、最後に、心から愛した男よ。こんなに立派に育ってくれて、妾は本当に嬉うれしい』


「インナミ……さん」


『おぬしに術を破られるなら、こんなに嬉しい事は無い。思えば十年前、森でおぬしを見つけた時から、こうなる事は決まっておったのかもしれん』


　俺はもう何も言えなかった。インナミさんの決心が揺ゆるがない事が、分かったから。


『ただ。最後に、頼たのみがある』


「……頼み？」


『妾わらわを、強く抱きしめてくれぬか。最後は、マルの温ぬくもりを感じていたい』


　嵐の中で、インナミさんは微笑む。


　俺は、震ふるえる手で小春さんの体を抱き寄せた。小春さんは起きている筈だけど、何も言わず、抵てい抗こうもしなかった。


　ぎゅっと、小春さんの、いや、インナミさんの体を、抱きしめる。


『大きくなったのう……マルよ……』


　俺はもう涙で前が良く見えなかった。耳元で、囁ささやかれる。


『あの子羊のようなおなごを大切にしてやれ。そして、たまに妾の事を想おもいだしてくれ。それで十分じゃ』


「…………」


　何か言いたかったけど、口を開くと涙が流れ込んでくる気がして、上手うまく喋れなかった。


　インナミさんは、堂々とした口調で、空に向かって叫んだ。


『さあ、言うのだ！　マルよ！　我が神の奇き跡せきを、おぬしの力で破ってみせい！』


　もう、迷う訳にはいかなかった。


　それは、インナミさんの覚かく悟ごに対して、失礼だと思ったから。


　俺は、目をぎゅっと瞑つぶった。


　そして、吹き荒あれる嵐の音をかき消すくらい、大きな声で、叫んだ。


「《インナミ様は、神様じゃない！》」





　グワッシャアアアン！





　もの凄すごい破は壊かい音が、耳の奥で鳴り響ひびいた気がした。まるで、厚いガラスで出来たシャボン玉が床ゆかに叩たたき付けられて、派手に割れたみたいな。


　風景がぐにゃりと曲がり、そして一瞬で真っ白になった。


　俺は、気を失った。





　　　　◆








　　　　○





　……私は、魔術師だ。


　肉体との分離に成功してから、随ずい分ぶんと長い時が経たった気がしている。


　それがどれくらいなのか、上手く思い出す事が出来ない。


　どうやら、人の記き憶おくというのは肉体により多く宿る物のようで、今の状態になる前の事は、なにもかもがぼんやりとしか思い出せなくなってしまった。


　それに、覚えている必要は特になかった。


　魂として独立した事で、私は、ほぼ不死になったのだ。


　名前も、人種も、性別すらも、私にとってほとんど意味の無い事だった。だから忘れてしまった。


　魔術による時間の制御に成功した時、頭の中にあったのはひたすら名めい誉よ欲よくだった。これを体系化し、魔術学会に発表すれば、私のこの先の人生は約束された物になるだろう。何不自由の無い暮らしが待っていると喜びに震ふるえていた。


　しかし、不死を手にした瞬しゆん間かん、それらの望みはどれも虚うつろな物になってしまった。


　無限に生きられるというのに、富や権力になんの意味があるのだろうか？


　そして、自分が、矮わい小しようで、どうしようもない小物に過ぎないと考えるようになった。


　数多あまたの魔術師が追い求めた答えを手にした筈なのに。私の心は全く満たされなかった。


　そこで私は、自分がなしえた事の意味を知る為ために、世界中を旅する事にした。


　もしかしたら、世界のどこかには、私と同じように、肉体から魂を分離して、不死の力を得た人がいるかもしれない。


　私は、その人を見つけて、聞きたかった。教えて欲しかった。これからの無限の生を、なにをよすがにして過ごせばいいのかと。


　今この身に宿る絶望と、どうすれば戦う事が出来るのかと。


　世界中の、不死伝説に縁えんある土地を訪たずね歩いた。しかし、いくら探しても、同じ境きよう遇ぐうで、今こん日にちまでも生き続けている魂は存在しなかった。


　不死伝説が噓うそだったとは、私は思わない。何故なぜなら魂たましいと化した私自身が生き証人だからだ。


　恐おそらく、皆みな、無限の生に飽あきたのだろう。


　どこかの段階で、今私が抱かかえている絶望と同じような物に押しつぶされて、世界から去ったのだろう。


　答えを探す旅は、やがて、答えが無い事を確かく認にんする旅に変わっていった。


　そして、いつしか、私は死に場所を求めるようになっていた。


　時間の制せい御ぎよや不死の魔術は、歴史の至る所で繰くり返し研究されたテーマだった。しかし、今日まで成功例が伝わる事は無かった。


　今なら、その理由が分かる。


　これは、人間の手には余る力なのだ。少なくとも私は、この絶望に耐たえながら生きる気力は無い。これまでの魔術師も、きっとそうだったのだろう。


　だから、私も、先人の例に倣ならう事にした。つまり、死ぬことにしたのだ。


　自分が発見した術式と一いつ緒しよに、この魂を世界に溶とかしてしまおうと考えた。


　あの時、あの森を歩いていたのは、そういう訳で、単なる偶ぐう然ぜんに過ぎない。


　私はその頃ころ、なおも不死伝説を追いながら、自分に相応ふさわしい死に場所を探していた。


　その地には「インナミ様」という、数百年生き続けたという女め神がみの伝承が残っていた。それを確認しに来ていたのだ。


　目的の物、つまり、今も生き続けている魂が存在しない事を確認した後、私は森を彷徨さまよっていた。


　記憶がはっきりしないので、私の故郷が日本だったのかどうかも覚えていないが、あの森の風景は私の故郷の雰ふん囲い気きに近いと感じた。なので、ここで死ぬのも悪くない。そろそろ決めるか、と、思いながら雪の中を歩いていた。すると、





　そこに、血まみれの男の子が倒たおれていた。





　近づいてみると、確認せずとも重傷だと知れた。放ほうっておけば死ぬだろうと。


　周りに足あし跡あとは無かった。この子はどうやってここに運ばれたのだろう。空から落ちたのだろうか？　ただ、首の後ろの傷が魔ま術じゆつ痕こんなのは明らかだった。落下の物ではない。


　宗教的な雰囲気のある装束をまとっていた。なにかしらの魔術的な戦いに巻き込まれ、なにかしらの方法でここまで逃にげてきたのだろうと、私は想像した。


　私は、その子を助けるつもりはなかった。


　むしろ、ほっとしていた。


　この子と一緒に死のう。そう思った。


　私とて、死ぬのは怖い。


　だが、横で一緒に死んでくれる人がいるなら、少しはその恐きよう怖ふも和やわらぐと思ったのだ。


　だから、私はその五つか六つの男の子の横に寝ねそべり、頭を撫なでてやった。


　男の子は、ゆっくりと目を開けた。私は聞く。


「名前は？」


「……マ、ル」


　マルと名乗った少年は、視線だけをこちらに向けた。


「ぼく、死ぬの？」


「ああ。まもなく死ぬ」


　少年は、しばらく私を見たあと、視線を空に戻もどし、呟つぶやいた。


「そっか」


　少年は、その年ねん齢れいにも拘かかわらず、なにやら達観したような口調だった。逆に、小さいからこそ、死の実感が弱いのかもしれなかった。


　私は聞いた。


「死ぬのは、怖こわくないか？」


「わかんない。でも、くやしい」


「悔くやしい？　なにが悔しいのだ」


　子供は、真っ直すぐ空を見たまま言った。


「やくそくしたんだ」


「約束？　誰だれと」


「女の子。るーるって言ってた」


「その歳としで女と約束するとはなかなかのプレイボーイだな。何を約束した？」


「次は、ぜったい助けるって」


「助ける？」


「今は助けられないけど、大きくなったら、今度はぜったい助けるって、約束したんだ」


　少年の目め尻じりに、小さく涙なみだが浮うかぶのが見えた。


「やくそくしたのに守れないのが、くやしい」


　私は、自分の中に、熱い感情が生まれ始めている事に気づいた。肉体を失って以来、もう長いこと感じていなかった、強い想いが。


　起き上がり、少年を見下ろす。そして聞いた。


「マル。死ぬのは嫌いやか」


　少年は、しばらく黙だまっていた。そして、ぽつりと呟いた。


「いやだ」


　その途と端たん、少年の目から涙が止めどなく流れ出した。


「死にたくない。生きたい」


　涙は止まらない。けれど、少年にはそれを拭ふく為に腕うでを動かす力も残っていなかった。


「あの子に、もう一度会わなきゃいけないのに。ここで死ぬのは、いやだ」


「……よし、分かった」


　私はゆっくりと少年を抱えて持ち、立ち上がった。


　特に理由は無かった。けれど、この少年と共に、もう少しだけ生きてみようと思った。


　この少年が、私の代わりに、私が探していた答えを、数多の魔術師が探し求めた答えを、見つけ出してくれるような、そんな気がしていた。


　それまで、この少年を見守る役を演じるのも、悪くは無いと思った。


　なんの根こん拠きよも無い。


　今日この少年に出会った事は、偶然に過ぎない。


　けれど、その偶然に、賭かけてみるのも良いかと、思ったのだ。


　雪の中に足を踏ふみ出しながら、私は少年に話しかけた。


「近くに村がある。そこで治ち療りようしてもらおう。それまで、死んでは駄だ目めだ」


「お姉さん……誰なの？」


　私は少し考えてから、


「お姉さんではない」


　こう、答えた。


「妾わらわは、神様じゃ」





　　　　○








　　　　◆





　──夢を、見ていた。


　インナミさんと初めて会った時の夢を。


「──マキ、タマキッ！」


　肩かたをゆさぶられる衝しよう撃げきに、その夢がすっと遠ざかっていく。


　ゆっくり目を開けると、涙目になったるうるが、俺を揺ゆすっていた。


「タマキッ！」


　るうるが抱だきついて、というか、覆おおい被かぶさってきた。俺は湖の側そばに寝ね転ころんでいた。


　情けない事に、俺は二日連続で気絶し、二日連続でるうるに起こされたらしい。


　俺はるうるに「大だい丈じよう夫ぶだ」と言いながら起き上がり、御剣に聞く。


「なにがあった？」


「なにがって……、あんたが魔術を破った途端にバタリッて倒れちゃったのよ。一分くらいかしら」


　一分？　俺は辺りを見み渡わたす。


　雨も風も未いまだ強いままで、湖は乱暴に波が立っている。遠くでご神木の根元が燃えていた。大人達が「竜之介ー！」と叫さけびながら湖沿いを走っている。


　何も、変わっていない？


　俺は小春さんの方を向いた。


「インナミさんはっ!?」


　体をビクッとさせた小春さんは、焦あせりながら答える。


「あのあのっ、わたわた私の中からは出ていったみたいです。もう、声が聞こえませんし」


「じゃあなんで何も起きてないんだよっ！」


「ごごごご、ごめんなさい！」


　叫んでから後こう悔かいした。御剣が俺をたしなめる。


「犬海、小春を怒ど鳴なってもしょうがないでしょ。落ち着きなさいよ」


「……すまん」


　でも、なんでだ？　天気は回復してない。竜之介も見つかっていない。


　俺は、魔術を破ったのに。


　それとも、竜之介を助ける間も無く、インナミさんは──


　口が勝手に動き、俺は、声を限りに叫んだ。


「インナミさああああんっ！」


　すると、





『ええいええい、うるさいわい。ちょっと待っておれ』





　耳元で、そう聞こえた、気がした。


「いま、いんなみさまの声がした！」


　るうるが両手を広げて叫ぶ。御剣も碓氷も小春さんも、きょろきょろと周りを見ている。


　と、その時。


「──ご神木が折れるぞ！」


　誰かが叫ぶと同時に、ご神木が根元からボキリと折れ、まだ火が点ついていない、湖にせり出している部分が、丸ごと水面に落下した。





　ゴボゴボオッ。





　鈍にぶい音がして、ご神木が着水する。





　バシャッ。





　小さな、水が跳はねる音が、確かに、俺には聞こえた。


　音の方に目を凝こらす。


　湖に半分沈しずんだご神木。


　そのご神木の端はじっこに、小さな手が、引っかかっていた。


「竜之介っ！」


　間ま違ちがい無い、それは竜之介の手だった。俺は夢中でるうるに頼たのむ。


「るうる！　《あの木の重さをマイナスにして、こっちまで持ってきてくれ》！」


　こくん。


　るうるは小さな首を頷うなずかせると、雨あま合ガツ羽パの隙すき間まから懐かい中ちゆう時計を取り出し、パカリと蓋ふたを開けた。腕を真っ直ぐ伸のばし、六時四十三分で止まったままの盤ばん面めんを、折れたご神木の方に向ける。


　そして、小さく呟いた。


「空に浮け。そして、来い」


　ぐにゃりと、世界が歪ゆがんで見えた。


　瞬またたきをするのも惜おしい気分でもう一度湖を見ると、ご神木が、小さな手を引っかけたまま、ゆっくりと空中に持ち上がっていった。村の誰かが叫ぶ。


「竜之介だ！　木に引っかかってる！」


　木の枝が股またを作っている所に、竜之介の体がピタリと嵌はまっていた。だから、ご神木は竜之介を連れたまま、ゆっくりとこちらにやってくる。


　やがて、湖を越こえて、俺達の頭上に木が到とう達たつした。俺は竜之介を枝の隙間から引っ張り出す。竜之介は全身がびしょ濡ぬれで、ずっしりと重かった。竜之介を抱だきかかえ、少し離はなれてから、るうるに言う。


「もう大丈夫だ。ゆっくり下ろしてくれ」


　こくん。


　るうるは頷いてから、浮かんでいる大木に向かってもう一度呟つぶやく。


「眠ねむれ。もうあなたの眠りを妨さまたげる人はいない」


　すると、ご神木はまた湖の方に進み、真ん中まで来ると、糸が切れたみたいに落下した。


　さっき、竜之介が引っかかっていた時は水に浮いていたのに、ご神木は、そのまま全身が水面の下に沈み、そして、見えなくなった。


「う、ううん……」


　俺の両手の中で、竜之介が目を覚ます。


「タマキ……お兄ちゃん……？」


「大丈夫か？」


　俺の声には応こたえず、竜之介は湖を見た。そして呟く。


「インナミさまが助けてくれたんだ」


　途端に、その両目から、涙なみだがあふれ出した。


「りゅ、竜之介。どこか痛むのか？」


　竜之介は両手で涙をぬぐいながら、首を激しく振ふった。


「違ちがう。痛いからじゃない。思い出せないんだ」


「思い出せない？」


　止まらない涙を必死にぬぐいながら、竜之介はなんとか言葉を紡つむぐ。


「『インナミさま』が誰だれなのか思い出せない。助けてくれた人なのに。凄すごく好きな人の筈はずなのに。思い出せない。それが悲しくて、涙が止まらないんだ」


「思い出せないって──」


　俺は笑って説明しようとして、そこでなにも言えなくなってしまった。


　インナミさんの魔術を、俺は破った。


　つまり、「インナミ様」という神様の存在を、無かった事にしたんだ。


　だから、竜之介は覚えていない。


　ついこの前まで一いつ緒しよに遊んでくれたあの人の事を。


　いつも人をからかっては、「ほっほ」と笑う、あの人の事を。


　俺は、竜之介を抱いたまま、空を見上げた。


　雨はやみかけていた。


　遠くの空で雲が裂さけ、そこから光が差し込み始めていた。


　台風が、去ったのだ。




　終章　６日目　先へ進む







　五泊はく六日の旅行を終え、俺達は帰りの電車の中にいた。


　昨日遅おそくまで竜りゆう之の介すけ達と遊んでいた小こ春はるさんとるうるは疲つかれたのか、通路を挟んだ反対側の席で肩を寄せ合って眠っている。二人とも、くーくーと寝ね息いきを立てて、気持ちよさそうだ。


　こっちの席は、俺の横に碓うす氷い、その向かいには御み剣つるぎがいて、窓に肘ひじをついている。


　窓の外に流れる景色を見ながら、御剣が呟いた。


「結局、なんだったのかしらね……」


　それは不満や疑問からの言葉ではなく、思い出を懐なつかしんでいるように聞こえた。


　俺と碓氷は小さく視線をやりとりして、今回の旅行を思い返していた。





　　　　◇





　竜之介を無事に救出した後、俺は、自分が破った魔術がどういう物だったのかを知った。


　村の人達は、インナミさんの事を綺き麗れいさっぱり忘れてしまっていた。


　いや、これは正確じゃないか。みんなは、「インナミ様」という神様の存在と、四百年続く村の伝統行事である偽ぎ神しん婚こんの事は忘れていなかった。


　けれど、十年間、村で一緒に過ごし、村の皆みなに愛されていた、あの半はん透とう明めいの綺麗な女の人の事は、誰も覚えていなかった。


　じいちゃんの話では、偽神婚は、村で一番若い夫ふう婦ふが、女性がインナミ役を、男性が婿むこ役を二日間に亘わたって演じるお祭りなんだそうだ。


　そこに本物の神様が出てきたりはしなかった。


「次はたまきの番だな」って、帰りがけ、じいちゃんは笑って言った。


　十年前、インナミさんは、村全体に魔術をかけたんだ。


　インナミさんは、俺を村に迎むかえ入れさせる為ために、その村で語り継つがれてきた「インナミ様」に自分を重ね合わせ、神様として村人に認にん知ちさせ、俺を見守っていたのだ。


　俺が魔術を破った事で、インナミさんはいなくなり、インナミ様の伝承だけが残った。


　十年間、魔術で上書きされていた伝承が、元の形に戻もどったのだ。


　俺の知らない、元通りの物語に。





　　　　◇





「犬いぬ海かい」


　御剣が俺を見る。その瞳ひとみは、いつもより濡れて見えた。俺は何気なく返す。


「なんだ？」


「寂さびしい？　インナミ様がいなくなって」


　それが、御剣なりに俺の事を心配しているのだと分かった。だから、あえてごまかしたりはしない。俺は答える。


「寂しいよ」


　窓の外の景色が、森から田んぼに変わっていく。俺の田舎いなかが、遠ざかっていく。


「今度田舎に帰っても、インナミさんがいないんだと思うと、凄く寂しい」


「犬海……」


　御剣は、じっと俺を見ている。俺は続けた。


「でも、後こう悔かいはしない。魔術を破らなきゃ良かったなんて思わない。それは、竜之介を助けようとしたインナミさんに対して、失礼だと思うからな」


「……そう。ならいいわ」


　そう言って、御剣は小さく微笑ほほえんだ。安心した、という表情だった。俺は続ける。


「それに、感傷に浸ひたってる場合じゃない。やらなきゃいけない事は色々あるんだ」


　碓氷が身を乗り出す。


「そうだね。まずは、レビクシの光ひかり教団の事をちゃんと調べなきゃだね」


　俺は頷いた。





　　　　◇





　騒そう動どうが終わった後、俺はじいちゃんに頼んで、十年前に俺が発見された時に着ていた装束を出して貰もらった。それは防虫剤ざいの入ったビニールにくるまれて、大切に保管されていた。


「誰かに『いつかマルが必要とするから、大事にとっておけ』と言われて、そうしていたんだが、はて、誰に言われたんだったかのう？」


　そう言って、じいちゃんは首を捻ひねっていた。


　装束は、明らかに普ふ通つうの服ではなかった。胸むな元もとに、少し欠けた月が二重になった模様が置かれていた。それは、間ま違ちがい無く、レビクシの光教団のマークだった。


[image: ]





　　　　◇





「何故なぜ森の中に倒たおれていたのかは分からないけど、俺がマルなのは、間違い無いな」


　碓氷と御剣が頷く。


「タマぴょん。十年前の事件については、僕が調べてみるよ。夏休みの自由研究だね」


「悪いな。頼たのむ。それと、あと、もう一個考えないといけない事がある」


　御剣の目が少しだけ鋭するどくなった。


「小春の事ね」


　俺は頷く。


　インナミさんの言っていた事が気になっていた。小春さんの心には空くう洞どうがあるという。


　それが何を意味するのかは分からない。けれど、俺達がこれまでに二回見た、小春さんが別の人みたいになってしまうのと、なにか関係があるんじゃないだろうか？


「流石さすがに、それがるうるのお兄さんやマル、っていうか俺の事と関係があるとは思わないけど、なんか心配なんだ」


　俺はそっと通路の向こうの席を見る。手前に座って眠っている小春さんの寝ね顔がおは、穏おだやかだった。


「それを調べる事が、小春さんにとっていい事なのか、今の俺には分からないけど……」


　逆に、小春さんを悲しませる結果になるんじゃないか、という心配が、俺にはあった。


　と、その時、


　首を傾かたむけたままの小春さんの瞳が、片目だけすっと開き、こちらに向いた。


　そして、にやりとして、こう言った。


『心配するでない。マルはマルの信じる道を行け。おぬしには、助けてくれる仲間がいる。妾わらわにはそれがいなかった。おぬしがうらやましい。答えは、ごく簡単な物だった』


　息を呑のむ。


　俺は名前を呼ぼうとして、でも、口にはしなかった。


　その瞳は愛いとおしげに細まり、唇くちびるが、柔やわらかく微笑んだ。


『ではな。想おもいは叶かなった』


　そして、小春さんはまたすぐ瞳を閉じ、元の寝顔に戻った。


　俺と御剣、碓氷は顔を見合わせ、そして、笑え顔がおになった。


　二人の笑顔を見ながら、思う。





　分かったよ。全すべてを明らかにするまで、俺は進む。


　大だい丈じよう夫ぶ。俺は、犬いぬ海かい丸たまきだ。





　立ち上がり、碓氷の上に乗るようにして、窓に手をつき、空を見上げる。


　台風一過。雲一つ無い空は、どこまでも青かった。


　俺は、心の中で、呟つぶやいた。





　ありがとう。インナミさん。さようなら。




　幕間②　思惑交差







[image: ]





　ビルから出てきた月つき城じようは、駐ちゆう車しや場に停とめてある車の横に立った。


　運転席では、若い男がシートをめいっぱい倒して、ぐうすか寝ねている。


「なんでこんな使えない奴やつと、チームを組まなきゃいけないのかしら……」


　ため息をつきながら、月城は窓をノックした。そして、割と大きめの声で言う。


「ほら、起きろ夕ゆう凪なぎ！　車出して」


「ひゃっ！」


　声に驚おどろいて飛び起きた男は、車の天てん井じように顔をぶつけて悶もん絶ぜつする。月城はもう一度ため息をついてから、助手席に回る。


　鼻の頭を押さえながら、男はスイッチを押して助手席のロックを外す。月城がシートに着き、シートベルトを着け終える頃ころには、もう車は動き出していた。


　ハンドルを大きく切りながら、夕凪と呼ばれた男が尋たずねる。


「どこに行きますか」


「お姫ひめ様が帰って来る」


　月城は前を向いたまま答える。男との会話に価値を感じていないようだ。


「ええと、じゃあ、あの喫きつ茶さ店てんに行けばいいんですね？」


「駐車場に停めたりしたらぶったたくわよ」


「分かってますよ！　あくまで監かん視しでしょ」


「そう」


　立体駐車場を出て左折すると、すぐに赤信号に捕つかまった。


　男はハンドルにだらしなく体を預けて、ちらりと横を見た。


「しかし、皮肉なもんですね」


「なにが？」


「なにがって……」


　体を起こし、男は月城に向かって肩かたをすくめる。


「月城さんとあの甲斐かいって人、仲間だったんでしょ？　それが、今は敵同士なんて」


「あら、そうかしら？」


　月城は、信号をぼんやりと見る。


　赤い灯ともしびの中に、十年来の二人の親友の事を思い浮うかべた。


　そして信号が青になる前に、それをかき消した。あの頃の思い出と一いつ緒しよに。


　車が発進する。


「そうかしら」


　月城は、同じ言葉を繰くり返した。夕凪にではなく、自分に向けて喋しやべっているようだった。


　車がスピードを上げる中、月城は、呟くように言った。


「私は、彼の味方のつもりなんだけどね」




　あとがき




「相手を傷つけない為ためにつく噓うそ」の事を「優やさしい噓」と表現する事があります。この「優しい」というのは、噓をつく相手に向けた「優しさ」を主に示しているのでしょうが、では、噓をつく側の人は、果たして「優しさ」の恩おん恵けいに与あずかれているのでしょうか。


　噓をつく側の人が「相手を傷つけない事で、現在の状態を維い持じする」事を望んでいるのであれば、その望みが達成されるのだから、噓をつく側も「優しさ」の範はん疇ちゆうにいると考えられるかもしれません。


　しかし、その人は、噓をついた瞬しゆん間かんから、この先永遠にその噓をつき続けなければならないという呪じゆ縛ばくに捕とらわれます。何故なぜなら、その噓は現在の状態を持続する為についたものであり、それをやめるという事は、その人が守ろうとした状態の崩ほう壊かいに他ほかならないからです。


　けれど、もし、そうなのであれば、その呪縛を解いてあげる事、即すなわち、その人がついている噓を暴あばく事の方が、本来その人に与あたえるべき「優しさ」なのではないでしょうか？　「ないでしょうか？」と疑問形なのは、なにが正しいのか私にも分からないからです。


　噓をついてでも現在の状態を維持する事と、現在の状態を破は壊かいしてでも噓をつかせない事。どちらが正しいのでしょうか。いや、そもそもどちらかが正しいと判断する事が、出来るのでしょうか。


　さて、魔ま術じゆつによって上書きされた《理ことわり》が、どのような意図によって作られたものだとしても、犬いぬ海かい丸たまきは、ただそれを破る事しか出来ません。それが彼の持つ力だからです。


　もしその《理》が「優しい噓」だった場合、彼がそれを破る事は、優しいのでしょうか？　それとも、優しくないのでしょうか？


　今後、彼は「魔術を破る」事が、一体誰だれに対する「優しさ」なのかを、考え続ける事になるでしょう。場合によっては「あえて魔術を破らない」という選せん択たくをする時が来るのかもしれません。今巻での彼の決断については、是ぜ非ひ本文でお楽しみ下さい。


　そして、いつか私やあなたも、「優しい噓」に出会った時、彼と同じ決断を迫せまられるかもしれません。その時あなたは、どんな判断をするでしょうか。是非考えてみて下さい（そんなのケース・バイ・ケースじゃね？）（まあそうかもしれないけどさ……）。





　タマキとるうるの物語も佳か境きように入って参りました（おや？　そんな風には見えないですか？）。物語はここから一気に加速します。最後まで彼ら欧おう文ぶん研のメンバーにお付き合い頂ければ幸いです。





　　　　◆





　お久しぶりです。土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー　Game4：ロックドルーム・ゴッデス』をお届けします。お楽しみ頂ければ望外の喜びです。


　サブタイトルは「密室の女め神がみ」くらいの想おもいで付けましたが、この「密室」が「建物」だけを意味している訳では無い事は、読どく了りよう済みの方はお分かりかと思います。女神が捕らわれていた密室とは一体何を示しているのか……？　こちらも、未読の方は是非本編でお楽しみ下さい。





　　　　◆





　毎回素す晴ばらしい挿さし絵えを描えがいて頂いているさくらねこさん、今回もありがとうございます。インナミさんの妖よう艶えんな絵姿は脳内イメージ以上でした。


　そして毎回遅ち筆ひつの土屋にお付き合い頂いている担当編集のＵ野さんをはじめ、本書に関かかわった全すべての方々にお礼申し上げます。


　そして、これはもう言うまでも無い事ですが、読者の皆みな様さまに百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋はこれからも書き続けられます。本当にありがとう。





　　　　◆





　第五巻は夏頃ごろお届け出来たらなあと思っております。再び物語の主役はタマキとるうるに戻もどり、ある大きな秘密が明らかになる……のかな（予定は未定）。


　それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。





　　　　◆





　追つい伸しん　著者の最新情報はブログでどうぞ。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。


　土屋つかさの今か無しか


　http://someiyoshino.at.webry.info/


　TwitterIDは@t_tutiyaです。こちらもどうぞよろしく。




それがるうるの支配魔術イレギユラー
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